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遺 跡

第 2 ・ 3 次発掘調介報告書

本文・挿図編

平成13年10月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター



序
本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センタ ーが発掘調査

を実施した、三条遺跡の調査成果をまとめたものです。

三条遺跡は、山形県のほぼ中央部に位置する寒河江市に

あります。当地は、山形県の母なる川最上川と、庄内と内陸

地方を結ぶ最短ルート六十里越街道が交差するところで

す。以前から、人々の動きの盛んな地域であったことが伺わ

れます。

この度東北横断自動車道酒田線（寒河江～西川）の建設工

事に伴ない、工事に先だって三条遺跡の発掘調査を実施し

ました 。

調査では、縄文・弥生・奈良 ・平安時代、鎌倉～江戸時代の

人々の生活の跡を確認することができました。奈良 ・平安時

代には、河川に囲まれて集落が営まれ、水田で稲作が行なわ

れていたことがわかりました 。水田には足跡が残され、河川

からは、土器に墨で文字が書かれた墨書土器が多量に出土

しました 。当地域の歴史を解明することのできる、多くの情

報を得ることができました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

貴重な国民的財産 といえます 。 この祖先から伝えられた文

化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫ヘ

と伝えてい＜ことが、私たちの重要な責務 と考えます。 その

意味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育

活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関

係各位に心から感謝申し上げます。

平成 13年 10月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木村 宰



例 口

1 本書は、東北横断自動車道酒田線（寒河江～西川間）建設工事に係る「三条遺跡」の発掘調査

報告書である。

2 調査は日本道路公団仙台建設局（現東北支社）の委託によい財団法人山形県埋蔵文化財セ

ンターが実施した。

3 調査要項は下記の通りである。

遺跡名 三条遺跡 遺跡番号山形県遺跡番号423

所在地 山形県寒河江市大字寒河江字三条

調査主体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

受託期間

現地調査

調査担当者

現地調査

調査担当者

整理担当者

平成 7 年 4 月 l 日～平成14年 3 月 31 日

平成 7 年 5 月 8 日～平成 7 年 11 月 30 日（第 2 次調査）

調査第二課長 佐藤庄ー

調査研究員 阿部明彦

調査研究員 水戸弘美

嘱託職員 川田嘉信

平成 8 年 4 月 24 日～平成 8 年 11 月 29 日

平成 9 年 1 月 16 日～平成 9 年 2 月 5 日（第 3 次調査）

調査第一課長 佐藤庄一

主任調査研究員 阿部明彦

調査研究員 水戸弘美

調査研究員 佐竹桂一

調査研究員 植松暁彦

嘱託職員 川田嘉信

嘱託職員 長瀬えみ子

調査第一課長 佐藤庄ー （平成7,......., 10年度）

主任調査研究員 佐藤正俊（平成g,-.,_, 12年度現調査第三課長）

主任調査研究員 阿部明彦（平成7·8年度）

主任調査研究員 齊藤主税（平成11 ·12年度）

調査研究員 高桑弘美 （平成7,--...., 12年度）

調査研究員 佐竹桂一（平成8年度）

調査研究員 植松暁彦（平成8年度）

嘱託職員 川田嘉信（平成7·8年度）

嘱託職員 長瀬えみ子 （平成8·9年度）



4 発掘調査及び本書を作成するにあたり、日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形県寒河

江建設事務所、西村山教育事務所、寒河江市、寒河江市教育委員会、東北芸術工科大学保存科

学研究室等関係機関からご協力いただいた 。 また、次の各氏からご指導を賜った 。 ここに記

して感謝申し上げる。

阿子島功氏・飯村均氏・猪狩忠雄氏•井口喜春氏•井上喜久男氏・大橋康二氏・大庭康時氏・小野

正敏氏 . JI[ 崎利夫氏・河内浩一氏 ・汐見一夫氏 •関根達人氏・高橋博志氏・武田昭子氏・田中則和

氏・鶴巻康志氏・平川南氏・藤澤良祐氏•北條亮文氏・北條亮ー氏・松井敏也氏・松浦正昭氏・三上

喜孝氏・水澤幸一氏・村木志伸氏・八重樫忠郎氏・吉田生哉氏

5 本書の作成は、高桑弘美•佐竹桂ー・植松暁彦・川田嘉信・長瀬えみ子が当たり、本文執筆は高

桑弘美が担当した。編集は、須賀井新人・松田道雄が担当し、全体については佐藤正俊が監修

した 。

6 委託業務は下記の通りである 。

遺構の写真測量・実測については、株式会社シン技術コンサルに委託した 。

資料の理化学分析については、株式会社パリノ•サーヴェイ、株式会社パレオ・ラボに委託し

た 。

7 出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管してい

る 。



凡例

1 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

ST 竪穴建物 SB 掘立柱建物 S E 井戸 SK 土坑

s p 柱穴 SD 溝 SG 河川 SX 性格不明遺構

EK 遺構内土坑 EP 遺構内柱穴 ED 遺構内溝 EL カマド

P 土器 S 礫 w 木

RP 登録土器 ・ 土製品 RQ  登録石器・石製品 RX  登録その他

RW 登録木製品 RM 登録金属製品

2 遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。

3 報告書執筆基準は下記の通りである。

( 1 ) 遺跡概要図 ・ 遺構配置図 ・ 遺構実測図中の方位は座標北を示している。

(2) グリッドの南北軸は、国土座標平面直角座標系第X 系： x 軸を示している。

(3)遺構実測図は、 1/50·1/100他の縮図で採録し、各々スケールを付した。なお、土層断面

図中の● ・▲ ・ ■ は遺物の出土地点を表す。

(4)遺構挿図中のアミは、特に指示しないものについては下記のとおりである 。

遺構実測図 ；：；：；：：』焼土 1//~ 掘り方覆土 柱穴のアタリ覆土

遺物実測図 喜喜璽墨 応深扮タール 黒色汚れ

欝麟煤 喜言誓斎賃その他付着物 芝？祖漆

疇磨滅 べ． 火たすき

■■ 須恵器 裟裟忍 黒色処理（黒色土器）
(5)遺物実測図．拓影図は、同じスケールで採録し、スケール及び縮尺値を示した。拓本は原

則的に断面図の右側に内面、左側に外面を配置したが、摺鉢は例外である。

(6)本分中の遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表 ・ 図版とも共通のものとした。図版等の

0ー△は、挿圏第〇図△番を指す。図版中、遺物番号の無いものは、出土地点を示す。

(7)遺物実測図中、遺物番号の下位に遺構からの出土位置を明示した 。 F は遺構覆土内出

土、 Y は遺構底面出土を示す。遺物観察表中の出土位置についても同様である。別遺構と

接合した場合は、接合した遺構 ・地点名を（ ）で示している。

(8) 墨書 ・ 刻書土器の実測は、墨書 ・ 刻書を土器の一情報として扱い行っている。よって、実

測図中の墨書・刻書はその天地を示していない。墨書 ・ 刻書の解読は、遺物実測図中の遺

物番号 ・ 出土位置下位および表 8 に「 」で示す。 「 」は文字の完結を示すものではな

ぃ。また墨書の天地は挿図第4 1 4,.....,426 図に示す。

(9)遺物観察表寸法の（ ）内数値は、図上復元による推定値、または残存値を示している。

なお、必要に応じて表ごとに、別途凡例を示している。

(10)遺物図版は、原則的に実測図に合わせた縮尺であるが、大型 ・ 金属 ・ 木製品に例外がある。

(11)土層断面図・遺物観察表の色調の記載は、 1987年農林水産省農林水産技術会議事務局監修の

「新版標準土色帖」に拠った
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I 調査の経緯

1 調査に至る経過

三条遺跡は、山形県教育委員会が昭和49年に実施した埋蔵文化財包蔵地調査において、弥生時

代中期（桜井式期）の遺跡として、東西20mx 南北20mの範囲で登録さた（山形県教育委員会

1974)。昭和 56年には、東北電力鉄塔建替工事に伴い分布調査が実施され、 8 ケ所の試掘が行わ

れた。調査の結果、平安時代と中世の土器破片が出土したが、遺構は検出されなかった（山形県教

育委員会 1981) 。

三条遺跡を含む寒河江市の南西部分に、東北横断自動車道酒田線（寒河江～西川間）の建設工事

が策定され、それを受けて平成 6 年度に県教育委員会が分布調査を実施した。その結果、三条遺跡

では 2 枚の文化層が確認され、遺跡範囲は320,000rri と考えられた（山形県教育委員会 1995)。上

層は奈良 ・平安時代の遺構と遺物、下層は古墳時代の遺物が確認された。その結果をも とに、県教

育委員会と日本道路公団による調整を経て、財団法人山形県埋蔵文化財センターが日本道路公

団から委託を受けて、平成 6 年度より調査が行われた。平成6年度の第 l 次調査（予備調査）では、

幅約 lmの試掘溝65ケ所の調査を行った。調査面積は、 1,200rriである。新たに縄文時代の遺構面

の存在が確認され、奈良・平安時代の遺構密度が高いことが判明した（財団法人山形県埋蔵文化財

センター 1995)。そのデータに基づき、第 2·3 次調査が計画された。

第 2 ·3 次の発掘調査に至るまでの協議等は、以下の通りである。

◆日本道路公団東北支社長より県埋蔵文化財

センター理事長あてに、東北横断自動車道

酒田線建設工事の実施に伴う地区内の

埋蔵文化財発掘調査の依頼

◆県埋蔵文化財センター理事長より日本道路

公団東北社長あてに、発掘調査を実施する

こと及び経費見積りの回答

◆日本道路公団東北支社と県埋蔵文化財セン

ターとで「埋蔵物発掘調査業務の委託契約」

を締結

2 調査の概要

(1)現地調査

【第 2 次調査】 【第 3 次調査】

平成 6 年 12 月 22 日 平成 8 年 1 月 11 日

平成 7 年 2 月 10 日 平成 8 年 2 月 9 日

平成 7 年 4 月 l 日 平成 8 年 4 月 l 日

現地での調査は、平成 7 年度に第 2 次調査、平成 8 年度に第 3 次調査を行った 。

調査区は、A,..,_,K調査区に細分して設定した（第 3 図）。A調査区は 2 次調査時の調査事務所部分

であるが、精査を行う際にH調査区に含めて同時に行ったため抹消した。
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第 2 次調査の開始にあたり、国土座標をもとに 5X5mを単位とするグリッドを設定した。国

土座標平面直角座標系第X系：X=-181,900.00、Y=-48,600.00 を 50-50G とし東西軸(X軸）

は西から東へ、南北軸(Y軸）は南から北に、アラビア数字による番号を割り当てた。

遺構・遺物の登録は、 2 次調査の遺構 ・遺物登録番号の後に 3 次調査で検出された遺構・遺物を

登録した。

調査は、重機による表土除去・面整理・遺構プラン検出・遺構精査・記録という工程で進めた。第 2

次調査は、道路建設工事の工程に合わせ、遺構のプラン検出まで行う地区 (10,200rrl) と遺構精

査・記録まで行う地区(15, 1 OOrrl) に分けて実施した。B·D·F·G調査区の上・下面、C調査区の上

面の遺構精査まで終了し、E·H,.....,J調査区については、遺構プラン検出を行った。

第 3 次調査は、第 2 次調査で遺構検出まで終了した地区と未調査地区の l 7,300rrl(H調査区市

道部分400面を含む）について実施した。調査は、 2,......, 3 班体制で行った。

調査の成果がまとまった時点で、現地に於いて調査説明会を開催した。第 2 次調査では、B,......,F

調査区上面の調査がほぼ終了した平成 7 年 8 月 3 日、 2 次調査の成果がまとまった平成 7 年 11

月 9 日、 3 次調査では、E·I·J·K調査区上面の調査終了時の平成 8 年 8 月 l 日、奈良・平安時代の

調査が終了した平成 8 年 10月 17 日、H調査区市道部分の調査が終了した平成 9 年 2 月 4 日に説

明会を行った。計 5 回の説明会を開催し、地元の方々をはじめ多くの参加をいただいた。

(2)整理作業

整理作業は、平成 7 年度現地調査終了～平成 12年度の間、遺物の整理と記録類の整理に分けて

進めた。

遺物の整理は、洗浄・ネーミン グ・復元 ・遺物抽出 ・実測・トレ一ス・写真撮影・出土点数集計・収納

の順に行った。洗浄に際し、サンプリング土壌のフローテーションを実施した（付編64頁参照）。

ネーミングは、 2 次調査「三条出土位置」、 3 次調査「三条111 出土位置」で行い、出土位置は現場で

付したものそのまま採録している。遺物には、整理中に実測番号と報告書掲載番号が追加して

ネーミングした。遺物の抽出は、遺構ごとに行った。墨書土器は、文字または筆の運びを確認でき

るものとし、墨の付着があるものについては、転用硯として分類した。木製品・石製品は、加工の確

認できるもの、金属製品は遺存状態が良く形状の把握が可能なものとして再登録し、抽出した。

抽出した遺物について、実測を行った。容器類は原則として、 1/2以上遺在するものは、完形実測

を行い、 1/2未満のものは、反転実測を行った。実測した遺物については、金属製品・木製品の一部

を除いて報告書に掲載している。収納は、報告書掲載遺物は挿図ごとに、その他の遺物は遺構ご

とに行った。

記録類の整理は、写真整理・図面登録・遺構の抽出・トレ一スの順に進めた。図面は、調査区ごとに登

録し、各時代の建物を中心に抽出した。現地で確認できた建物については、報告書にすべて掲載した

訊再考の余地を残す。報告書掲載は、市道の東側B,.....,G·K調査区と H調査区、1調査区、J調査区の 4 区

画にに分けて、検出面が 2 面ある B,......,G·K調査区と J調査区についてはさらに上層と下層とした。

報告書版組作業と並行して、本文執筆を行った。平成 13年度に、本報告書を刊行した。
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II 遺跡の環境

1 地理的環境

三条遺跡は、山形県のほぼ中央に位置する寒河江市に所在する。寒河江市は山形盆地の西縁に

あい西方に月山、葉山をはじめ、美しく連なる山々を、南方には奥羽山系の蔵王を遠くに臨むこ

とができる。源を吾妻山地とする最上川は、山形県を縦走しながら北流し、大江町左沢でU字形に

大きく流れを変え、さらに寒河江市街地を取り囲むように南から北に蛇行している。朝日山地を

源とする寒河江川は、寒河江市北縁で扇状地を形成しながら東流し、寒河江市と天童市の境界部

分で最上川と合流している。最上川と寒河江川によってもたらされた、水利良く肥沃な土地に、

寒河江市は立地している。

三条遺跡は、寒河江市南西部に位置する高瀬山の、緩やかな東斜面に広がる 。高瀬山は、標高

122mを測る小丘陵で、旧石器時代～江戸時代の複合遺跡である。南側は最上川に接し、東側の急

斜面は活断層地形と言われている（阿子島 1994,第 4 図）。高瀬山東斜面から左沢線にむかっての

びる三条遺跡は、種々の地形を有している。西から高瀬山東側断層崖、地塁状の段丘面、断層崖下

の低い段丘面、寒河江方面からの細い旧河道、一段上がつて広い微高地（砂礫堆）、東に広がる微高

地、最上川旧河道起源の後背湿地となっている（阿子島他 1997) 。 これらの地盤条件に基づいて、

各時代の土地利用は行われており、それぞれの地区に重複して遺構が検出されている。調査前の

地目は、水田・畑・果樹園・雑木林等多様である。

三条遺跡の標高は、93,.._,99mを測り高瀬山断層崖の比高差は 10mを超える 。

2 歴史的環境

寒河江川流域・最上川中流域にあたるこの地域は、石器の材料となる良質の頁岩の産地として

知られている。三条遺跡の北西、約5.5kmに位置する富山遺跡では、石器集中地点が検出され、旧

石器時代の石器製作跡であることが推定されている。さらに、後期旧石器時代の遺跡として著明

な金谷原遺跡は、三条遺跡の北西、約 4kmに位置する。近年、石刃の石器製作跡とみられるブロッ

クの調査が行われている。高瀬山遺跡では、東側段丘崖に近い 1 区と 6 区で後期旧石器時代の石

器が出土し高瀬山とその周辺の中位段丘面の形成年代の上限が、基盤岩上の礫層堆積は 4,......, 6 

万年前、その上面の粘土層堆積は 2,....., 5 万年前とされた（齊藤1999) 。

高瀬山遺跡では、縄文時代前期に属する環状集落の一部が確認された。高瀬山の西縁に大型建

物が放射状に配置されている。また、三条遺跡の北側に隣接する石田遺跡は、縄文時代後期中葉・

晩期、弥生時代前期の遺跡である。特に晩期は豊富な遺物が出土しており拠点集落の可能性が

高い。高瀬山遺跡の西側、最上川に近接する低地で晩期の水場遺構が検出されている。周辺に居

住域が確認されていないことから、石田遺跡の出先的な施設であったことが想定されている（小

林他2000)。三条遺跡は、石田遺跡の南縁辺に当たるとみられる。

三条遺跡西側の高瀬山東端に立つと、山形盆地を一望することができる。古墳時代には、 この
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地に古墳が造営されている 。マウン ドが現存するのは、県指定史跡円墳の高瀬山古墳 l 基のみで

あるが、発掘調査の結果、方形周溝墓10基・円墳 4 基以上が確認された。高瀬山西側最上川沿いの

微高地では、古墳時代前期の集落の調査が行われた。三条遺跡周辺は、最上川 をルートとして、古

墳時代の早い時期から古墳文化が伝播してきた地域であることが考えられている（阿部他

1995)。

『続日本紀』によれば、和銅元年 (708年）に出羽郡が建置され、和銅五年(712) に出羽国が成立し

ている。和銅五年十月一 日の条には「陸奥国最上置賜二郡を割きて出羽国に隷せしむ」とある 。陸

奥国最上郡は、現在の村山地方と最上地方を合わせた地域と考えられ、寒河江市を含む現在の西

村山地方が、最上郡域のほぼ中心に位置していたと想定されている（北畠 1994·佐藤 1 997他）。近

年の調査で明らかにされた、高瀬山遺跡を中心とする奈良 ・平安時代の集落および生産遺跡の在

り方は、まさにその状況を語る資料に成り得る。

蝦夷の乱とされる元慶の乱後、『日本三大実録』に よれば最上郡が北半の村山郡と南半の最上

郡に分割される。三条遺跡周辺は村山郡の南辺部分に当たるとみられる。寒河江市北側に「長岡

山」の地名が残ることから、寒河江市域は、村山郡長岡郷の中に含まれると考えられている（佐藤

1997) 。

「三条」の地名から、三条遺跡東側に条里制遺構の存在が推定され、島 ・高屋 ・本楯に囲まれた水田

について、60間四方の方形碁盤目状の条里制推定図が提示されている（大宮 1994)。さらに、条里制

遺構は荒蕪地・河川・集落・水田 ・畑地を含んだ形で理解する必要性があるとの考え方に立ち、三条

遺跡東側水田から高瀬山遺跡、落衣長者屋敷遺跡までの範囲についても条里地割が施行されたと

の想定がなされている（山口 1 999)。三条遺跡北西約 4kmの位置に、奈良・平安時代の一大窯業地

帯である平野山窯跡がある。居住域である集落遺跡、水田・窯業などの生産遺跡、さらに最上川の水

運等々、古代最上郡を凝縮 して復元することが可能な情報が蓄積してきている地域と言える。

三条遺跡周辺は、 11 世紀に入り 寒河江荘と呼ばれる荘園になる。寒河江荘は、藤原頼通の所領

とされ、その成立は、寛徳 2 年(1045)以前とさ れる（北畠 1994)。摂政藤原忠実の 日記『殿暦』に、天

仁 2·3 年 (1109·1110)の頃、当地が忠実の所領であったことが書かれている 。国府や国術との

つながりを断ち、摂関家に拠り所を求めて当地の安定を図りはじめていたのではないかと考え

られている（北村 1 999)。荘域は、寒河江市・河北町 •西川町 ・大江町•朝日町の 4 町域を包含すると

みられる。五摂家分立後は、近衛家領荘園として存続し、鎌倉円覚寺文書から、室町時代初期まで

荘園 として機能していた こと が理解される。

文治五年(1190) の奥州合戦後、大江廣元が寒河江荘の地頭職を拝領した。廣元は鎌倉を離れる

ことなく、広元の目代として多田仁綱が入部した。仁綱は、入部すると本楯に居構えたと言われて

いる（北畠 1994)。本楯館跡は 2 重の堀が巡り、主郭は一辺が200mを測る（宇井他 1994)。主郭の堀

の一部が調査されておい堀の深さが 1 50cmを越え、土橋のような構造が確認されている（寒河江

市教育委員会 1994·l 998)。しかし、現段階では鎌倉期まで遡ることのできる資料は得られてい

ない。大江廣元の嫡男親廣は、承久の乱の際に京都守護を務め院側に身を置き、寒河江荘に落ち延
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びたとされる。寒河江市の中心に位置する寒河江城は、その親廣が最初に屋形として営んだとさ

れる。その後、 8 代大江時氏により、三重の堀を巡らした連郭式の平城として整備された（阿部他

1988)。源頼朝の側近、大江廣元が地頭を任命されてから、約400年の長期に渡り、大江氏はこの

地と統治し続けた。戦国に入り最上義光の勢力が強まり、大江氏は天正 12年(1584)18代大江高

基で滅亡した。その後、当地は、最上氏の支配下となる。

江戸時代に入い最上川水運が活況を呈してくる。高瀬山遺跡西に接する落衣長者屋敷遺跡の

最上川沿いは、牛前河岸と呼ばれ、荷の積み下しが行われていたところである。また、六十里街道

の渡河地点でもあったといわれ、陸路と水路の交差点であった。出羽三山行者がここで渡り、西

方に向ったとされる（誉田他 1981)。落衣長者屋敷遺跡の高速道路建設に伴う今回の調査区では

遺構・遺物共に希薄であったが、「寒河江千軒・落衣千軒」の伝承が遺跡周辺に残り、栄えた様子が

伺える 。

古刹慈恩寺は、三条遺跡の北方約5.5kmに位置する。神亀元年 (724)行基が開山し、天平 18年

(746)聖武天皇勅願によい婆羅門僧正が開基したといわれる。天仁元年 (1108)鳥羽上皇の勅願

によって再興される。鎌倉期に入り、大江廣元が寒河江荘地頭に補されてからは、大江氏の庇護

を受ける。密教寺院の色を濃くしながら大江氏保護のもと維持されている 。その後近世になり、

最上氏が三重塔や弥勒堂の建立等を行い、最上氏改易までの間、慈恩寺の繁栄を支えた。重要文

化財に指定されている平安時代後期の仏像や、再建された本堂は、慈恩寺が常に当地域において、

信仰の対象に止まらない重要な位置を占めていたことを物語っている。

今回、東北自動車道建設工事に伴い、高瀬山を東から西に跨ぎ、寒河江市南辺を取り巻くよう

に、大きいなトレンチを入れたような発掘調査が行われた。その結果、各時代の空間的な理解を

可能とする多くの考古資料が得られている。旧石器時代から近世、さらに現代に至るまでの一地

域における通史を構築できる資料が揃いっつある。

m 検出された遺構

l 遺構の分布

三条遺跡は、西から高瀬山東側断層崖、地塁状の段丘面、断層崖下の低い段丘面、寒河江方面か

らの細い旧河道、一段上がつて広い微高地（砂礫堆）、東に広がる微高地、最上川旧河道起源の後背

湿地となっている。各時代の遺構は、複雑な地形に密接に関わり分布している。

第 1 次調査の結果、遺構検出面は、砂礫堆の微高地部分標高98.75mから、後背湿地部分

91.80mを測る（第 2 図）。砂礫堆東の微高地とさらに東の後背湿地では、 2 枚の遺構検出面が確認

された 。 3 次調査で、断層崖下の低い段丘面にも下面があることが分かった。下面は、縄文時代時

代前期・晩期～弥生時代の遺構・遺物が分布する 。上面には、微高地ほぼ全面に奈良・平安時代～近

世の遺構が分布する 。明治21 年の地籍図によれば、砂礫堆の微高地部分は畑地、その周辺は水田

として利用されている（第 5 図）。奈良・平安時代の居住域は明治期の畑地で、水田はほぼ同じ地域
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で営まれていたことが分かる。昭和56年に行われた分布調査では、今回の調査区の南側水田部分

の調査が行われているが遺構は検出されていない。今回確認されている地形と遺構の関係は、三

条遺跡全域に対応すると推定される。

2 遺構

検出された遺構は、竪穴建物・掘立柱建物•井戸・溝•土坑・柱穴•水田・河川・地震痕（噴砂）等であ

る。遺構の個別の記述は観察表に譲り、以下、調査区ごとに概要を述べる。調査区中央の市道を挟

んで東側のB"'G·K調査区、西側のH調査区、道路・水路を挟んで更に西側のI調査区、高瀬山遺跡

に接する J調査区の 4 地区にまとめて記述を行う。遺構は、全て地面に残された痕跡であるとの

理解から、本報告書では遺構名に跡を付さずに表記する。

(1)B"'G·K調査区

調査区全体で遺構検出面は 2 面ある。下面では縄文時代晩期～弥生時代、上面では奈良・平安

時代、中世・近世の遺構が確認された。SG134·323 を挟んで調査区東半は後背湿地、調査区西半

は微高地である。

基本層序

B"'G·K調査区の基本層序は、次の通りである（第 6 図） 。

I a 10YR3/3暗褐色シルト V 2.5Y6/4にぶい黄色砂質粘土

I b 7.5Y4/4暗オリーブ色粘土 VI 10YR6/l褐灰色粘土

II 10YR2/2黒褐色粘土 VIl 2 .5Y6/l褐灰色粘土

III 2.5Y6/4にぶい黄色粘土 VllI 2.5Y4/l 黄灰色粘土

N 7.5Y6/l 灰色粘土 IX 5 BG6/l 青灰色細砂

I 層は耕作土・盛土、 II"'N層は安定した堆積土である。 II 層下面が巻き込むように堆積 し安

定しない。 II 層下位は、砂層が間層に入ると細分可能となり、古代の水田の検出を行うことがで

きた。 II 層は旧水田耕作土と考えられる。 III 層は、 II 層の基盤層である。やや黒色のかかったW層

ば分布調査で遺物が出土した古墳時代の包含層に対応する可能性がある。今回の調査では古墳

時代の遺構は確認されていない。 V層はW層の基盤層、VI層は縄文時代包含層、VIl層はVI層の基

盤層である。縄文時代の遺構検出は、VIl層上面で行った。

調査区西側の微高地になると基本層序は、次の通りになる（第55図）。

I 10YR3/2黒褐色粘土質シルト

I c 10YR4/ 2 灰黄褐色粘土質シルト

IVｷVI 1 OYR3/2黒褐色砂質シルト

v 対応する層なし
II 2.5YR3/l 黒褐色粘土 VII 2.5YR5/3砂質シルト

ill 2.5YR5/3黄褐色粘土

I 層は耕作土・盛土、 II ,...__,N層は安定した堆積土である 。奈良・平安時代の遺構の検出面は、田層

上面である。 II 層と m層の分層面が渦巻き状に巻き込んでおり明確な分層ができない。W層は東

側N·VI層に対応する。後背湿地から微高地に地形が移項する部分で東側W と VI層の間層 v層

が消滅する。下面の検出は、VII層上面で行なった。
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縄文時代晩期～弥生時代

調査区のほぼ全域、下面で検出された。性格不明遺構とヒ°ットがある。

SX156 は、半楕円形を呈する 。明瞭な掘り込みは確認できないが、床面と理解可能な平坦面が

検出さ且縄文土器深鉢(152 ー 8)が正位で出土した。SX163は、楕円形を呈し緩やかな壁と平坦

な床面が検出された。床面から縄文土器深鉢(152- 5)が出土した。SX156 と SX163 は共に、深さ

約 10cmのピットが検出されているが、柱痕跡は確認されていない。

この他、不整形をした遺構が多数検出されている。sx154·162·1114等は、中央に落ち込みあ

り植物の生育痕跡の可能性が高い。ビットは、直系 10"-'50cmで、深さ 5 "-'20cmである 。覆土は、

黒褐色シルト～粘土の一層で、しまりがほとんどない。

調査区東半では、SX150周辺75,--.....,79- 54,....._, 55G、 SX156周辺78"-'82-58,...__,62G 、 SX163周辺

88"-'94-58"-'62G等遺構のまとまりが認められる。VIl層上面で遺構を検出したが、遺構が集中

する範囲は、VIl層が砂質になる範囲と一致する。調査区西半では、VIl層が砂質シル ト で安定し、ほ

ぼ全域に遺構が確認されている。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は、調査区上面、旧層上面で検出し、竪穴建物・掘立柱建物•井戸 ・溝•土坑・

水田・河川がある。調査区中央では南から北に流れる河川が検出された。河川を挟んで調査区西

半では、ほぼ全域で建物を中心とした遺構、東半の一部で水田が検出された。

【竪穴建物】

竪穴建物は、36棟検出された 。36棟中、 9 棟は一部未検出である。基本構造は、方形の平面形で、

掘り込んだものである。カマド・柱穴・周溝などの遺構が附随している。

平面形は、正方形または長方形を呈する。長方形でも、長軸と短軸の差はあまりない。長軸と短

軸の比は、正方形に近い 1.1 未満がSTl·4·78等 10棟、 1.1 ,....._, 1.2がST2 ・ 3·77等7棟、 1.25 を超え

るのは、ST364 と ST565の 2棟のみである。ST365やST565·568·645等一辺に膨らみや凹みが

認められるものも有るが、ほとんどが整った方形を呈する。

規模は、最小ST42 の 5.64rrl から ST356の最大35.53rrl の格差で、約 3 畳～約20畳の広さであ

る。 10面未満は 6 棟、 lOrri以上から 20団未満は 10棟、 20rrl以上から 30rrl未満は 6 棟、30面を超え

るのは 1 棟のみである。

カマドは、全体的に遺存状態が悪い 。36棟中、カマドおよびカマドの位置を検出したのは、20棟

22基であるが、袖 と煙道を確認できたのはST 1·27·76·77·627 の 5 棟 5 基のみである 。

ST27 ・ 365では各々 2 基のカマドを検出した。カマドの位置は、22基中、南壁にあるものは 12基、

東壁7基、北壁 2 基、西壁 l 基である。南東壁に集中する。壁一辺の中央に構築されているものは、

ST365·560の 2 基のみで、右袖が壁寄りに位置するものは、 13基ある。カマドに向かって左手側

にスペースを保つ傾向にある。後述する貯蔵穴の位置とも関連性があい建物内部の動線を考え

る上では重要な視点である。

カマドは、調査時に煙道の張り出しおよび焼土や炭化物の広がりで、その位置を確認できたが、
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構造について把握できる遺構は少ない。ST27東側カマド (EL7 l) は構造をよく示す。左袖の芯材

には礫、右袖の芯材は土師器甕 1 個体を倒立で入れ込み、焚口上部に土師器甕 4 個体を横位で重

ね口縁部を左袖側に向け入れている。土師器甕は内外面ともに煤が付着しており、煮炊具として

使用した後にカマド芯材に転用していることが分かる。ST27 と重複する ST264でも、土師器甕

3 個体が口縁部を西方に向け重なり横位で検出された。ST27構築時に、ST264のカマドは破壊

されたと観察されるが、ST264カマドも ST27東側カマドと同様な構造をしていた可能性が高

ぃ。ST27西側カマド (EL70)では、焼土や炭化物の広がりがなく、袖も遺存しないことから、ST27

東側カマド (EL7 l) 以前に使用されていたとみられる。煙道の一部が トンネル状に遺存しており、

粘土の貼り付け等は行なわれていないが、内部が被熱した状況が観察できた。ー方、ST1·76·77·

627のカマドでは袖の芯材は確認されず、粘土の貼り付けによって袖を造り出す構造を持つ。

貯蔵穴は、 16棟で検出され、建物の規模に関係なくみられる。平面形は円形～楕円形で、長軸30

,,...__, 100cm、短軸20'"'-'SOcmである。建物の中央に位置するもの、壁際に位置するものがあるが、力

マドに近接するものが多い。また、 9 棟の建物で、カマドの左側に貯蔵穴が位置する。貯蔵穴の使

用方法を理解する資料は得られていないが、ST27貯蔵穴 2 基で、覆土上面に黒褐色粘土が、約 5

cmの厚さで水平堆積している。福島県三春町深作A遺跡では 9 世紀代の竪穴住居において貯蔵

穴の木製蓋が報告され、土坑に残存する脂肪の分析が行なわれている（三春町教育委員会 1995) 。

ST27貯蔵穴の堆積状況は、蓋の存在が推定できる。

柱穴が確認できたのは、ST364·365の 2棟のみで、ST560·582は柱穴が伴う可能性がある。4

棟ともに 25面を超える大型の建物で、4本の主柱穴が推定される。

周溝が確認できたのは、 13棟である。その中で、カマド部分を除きほぼ全周しているのは、ST

1·27·364 ・ 365·560·585·627の 7 棟である。この中に、柱穴が検出されている 4棟が含ま

れ、構造の上で柱穴との関連性が考えられる。

貼床は、ほとんどの竪穴建物で確認することができる。掘り方はには、ST 1·2·627のように

ほぼ全面を掘り込むもの、ST645のように中央を残し周縁部を掘り込むもの、ST77のように不規

則に掘り込むもの等がある。掘り方の面は凸凹である。掘り込んだ部分に粘土質シル ト～粘土を

埋め込み、床面を構築している。ST560·627等から分かるようにカマド・貯蔵穴・柱穴・周溝等は、

貼床後に掘り込んで構築している。

建物の壁の遺存はST38の 67cmが最も深い。上部の削平が行われているため、壁や出入り口等

の構造は不明である。ST365では、南壁東寄りに粘土の張り出 しが検出された。厚さは、 7cmあ

り、やや硬くしまつていることから出入り口施設の可能性が考えられる。また、ST27 ・ 365·627

では壁沿いに黒色粘土が堆積し、壁構造との関連が考えられる。

覆土は、人為堆積がほとんどである。自然堆積を明瞭に確認できる建物はない。ST 1·2 のよ

う旦埋め戻された後、土器が多量に廃棄され、廃棄穴として利用されていたことが分かる。

建物長軸の方位は、真北から東に 8 ,...__, 30度傾く一群(A群）、東に 35,...__,4 5 度傾く一群(B群）、東

に 60'"'-'70度傾く一群(C群）がある（第362図）。さらに各群からほぼ90度西に傾く一群がある。

- 12 -



各々西に領く一群は、A'群・ B'群・ C'群とするが、A と A'群は建物の軸線としては同ーであると判

断される。AおよびA'群が多数を占め、建物の規模は 1 Orrl に満たないものから 30団を超える大型

のものがある。

【掘立柱建物】

遺物の出土機会に恵まれることが少なく、時期の特定ができない遺構である。柱穴から中世・

近世の遺物が出土したもの、時期の特定できる遺構と覆土の共通がみられるものについては、そ

の時期当て、それ意外については基本的に奈良・平安時代の掘立柱建物として扱った。B,...__,G·K調

査区の掘立柱建物は、全棟奈良・平安時代とみられ、23棟を数える。束柱を持つ総柱建物とこれを

持たないものがある。

総柱建物は5棟、 1 本のみ束柱のあるものが l棟(SB1 148) あ る。総柱建物は4X2間 (SB 1126) 、 3

X2間 (SB1125·1164入変則的な 2間 X2間 (SB l 146·1152)がある。面積は 7,...__, 19.Srrlである 。柱

間寸法は、0.9·1.0·1.1ｷ1.2ｷ1.3ｷ1.4ｷ1.5ｷ1.6ｷ1.7ｷ1.8ｷ1.9ｷ2.0ｷ2.1ｷ2.2ｷ2.4ｷ2.7 

·2.8 ・ 3.3·4.7mがある 。

束柱の無い建物は 17棟検出された。 5 間 X3 間、 3 X 3 間、 3 X 1 間、 2 間 X 2 間、 2 間 X 1 間、

1 X 1 間がある 。面積は、3 .6,...__,78.0面である。柱間寸法は、0.5·0.9·1.0·1.1·l.2·1.3·1.4ｷ1.5ｷ 

1.6·1.7·1.8·1.9·2.0·2.1·2.2·2 . 3·2.4·2.5·2.6·2.8·2.9 ・ 3.4mがある。 SBl 124 

は、西面でSAl 143 と 重複する。プラン検出時、柱抜き取り痕跡を想定したが、新しい柱穴に柱

痕跡を確認したため、柱穴の重複と判断した。大型掘立柱建物SBl 162 は、 竪穴建物ST560·

582·584より新しい。南面は 2 間、北面は 3 間、東西面は 5 間である。南面柱穴から約20cm離

れてSD777があり、溝からさらに lm南に4間（長さ 4m) の柱穴列がある。 SBl 162の柱穴は、平

面形が円形または隅丸方形を呈し、長軸（径） 0.76,...__, 1.28m、 短軸0.48 ,...__,0.92m、深さ 0.32,...__,

0.84mを測る 。南面柱穴の規模が他面に比べ大きく、平面形がより方形に近似する。南面を強く

意識したつくりが伺える。南西隅のSP630 に接する SP629は、規模や平面形覆土がSP630 に類

似することから、 SBl 162 に伴う可能性が高い。また、浅く不整形のSK590 ·637 は、柱穴との重

複が不明瞭であり、建物構築時の痕跡と考えられる。

建物長軸の方位は、竪穴建物同様 3 群に分類することができる。真北から東に 15,...__,31 度傾く

ー群 (A群）、東に43 ,...__,53度領 く一群 (B群）、東に75度傾く一群 (C群）がある（第363図）。さら

にA群・ B群からほぼ90度西に傾く一群がある。 C群からほぼ90度西に傾く建物は無い。 A群・ B

群の西に傾く一群は、竪穴建物同様にA' 群・ B' 群とするが、 A と A' 群は建物の軸線としては同

ーであると判断される。 AおよびA' 群が多数を占める。群ごとの建物規模の偏りは認められず、

A·B群に各々 10面以上、 20面以上の建物がある。大型建物SBl 162 はA群に属する。

建物の重複は、 SBl 127 • 1128 • 1129 、 SBl 142 • 1141 • 1125の最大 3 回である。総柱建物

SBl 127,...__, 1129 は、 ST27·SE23 と隣接する 。 ST27 も ST264 と 重複がみられる。竪穴建物 ・掘柱

建物•井戸がセットとなり、比較的長期的に使用された空間と理解される。
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SBI 125 は 3 間 X2 間の総柱建物であるが、 4 間 X 2 間の総柱建物建物SBI 126 と長軸の方位

がほぼ等しい 。 SBI 125 と SBI 126 に挟まれるように 3 X 3 間の SBI 124が位置し、その南方に大

型建物SBI 162がある。この4棟は、同時期に存在したとみられる。その前段階として、SBI 124 と

重複する SBI 144、 SBI 125 と 重複する SBl 141 がセットになると考えられる 。

【井戸】

井戸は 2 基検出されている。

SE23 は底面に井戸部材の一部が井桁状に遺存しておい横板井桁組の構造が推定される 。井

桁内部に 5 "-20cm大の礫が堆積する。掘り方は、径295cm、深さ 208cmを測り、平面形は、円形を

呈する。覆土は粘土質シルトを主体とし、壁崩落等の自然堆積後に人為的な埋め戻しがみられ

恥遺物が覆土 1·2 層に多量に含まれる 。遺物は、須恵器無台坪の墨書土器「本」 l 点他、供膳具・

貯蔵具・煮炊具が出土している 。井戸の機能を終えた後に廃棄されたものとみられる 。

SE715は底面に剖り貫きの加工材が遺存しており、丸太剖り貫き材を水溜とする構造である。

掘り方は、径約 190cm、深さ 170cm を測り、平面形は、ほぼ円形を呈する。遺構確認面から約

120cmの深さに褐色砂の堆積があり、当時の堆水面はこの位置 とみられる 。覆土はシル ト 質粘土

を主体とし、人為的な埋め戻し→壁崩落等の自然堆積→人為的な埋め戻しの順に堆積が観察さ

れる 。遺物は、上位の覆土 1·2 層から須恵器坪・甕が出土している。井戸の機能を終えた後埋め戻

され、遺物が廃棄されたものとみられる 。

SE23·715、さらに後述する中世のSE72は標高約95.00mに位置する。奈良・平安時代～中世

ば井戸を構築するのに適した位置が、標高約95.00m前後の範囲であったことが分かる。また、

SE23·715 は、SD616から北西に約3m離れて位置する共通性を持つ。

【土坑】

土坑は、以下の内容で分類を行う。各土坑については観察表に譲る。

基本平面形 規模cm 深さ cm 壁面 その他

a類 楕円形 100"-350 30"-70 やや急 建物と重複または近接

b類 長楕円形 100未満 20未満 緩

c その他 a·b 類に分類できないもの

a類には、SK30·62·90·115·500·61 9等がある。竪穴建物との重複が認められるものは、土

坑a類が竪穴建物より新しい傾向にある 。SKl 15 は、 STlO 1·110埋没後に構築されており、建物

跡を意識した土坑である。SK62·90等は、建物の壁面に接して構築されておい明確な新旧関係

を観察することはできない。建物と同時に機能していたことも考えられる。SK30·619等は、竪

穴建物や掘立建物に近接し、 lm以内に位置する。a類の覆土は 1 "-3層の堆積で、複数回の埋め

戻 しが想定される 。遺物は、破片が多く器種に特徴等を見い出すことはできない。人為的堆積は

確認されるが遺物量が少なく、用途は不明である。

b類には、SK620·754·780·910等がある 。覆土は粘質シルトを主体とした単層で、締まりが

ないものが多い。プラン検出時に、柱穴の可能性が想定されたが、覆土の状態が柱穴と異なる。他の
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遺構と重複することはほとんどなく、単独で位置する。遺物は、少なく小破片が混入する程度で

ある。用途は不明である。

【溝】

溝は、 a,..,__,c類に分類を行う。

a類 幅 100cm前後で、深さ 80cm以上と深く直線的に走る。

SD616のみである。SD616は上面幅80,..,__,150cm、底面幅20,..,__,40cm、深さ 80,...,__, 140cmを測る。

調査区南辺のG調査区は、水田による削平の為、遺構確認面が20,..,__,30cm低くいが、SD616 もかな

り削平を受けた状態である。壁は急に立ち上がり、底面は平坦である。断面形はU字型を呈する。

覆土は、レンズ状に堆積するが、各層が厚く 壁際に堆積し分層面が明瞭なことが観察され、溝上

面から土を流し込む様に埋め戻したことが想定される。遺物は上位層から須恵器坪類・甕が斜位

や倒位で出土する。高さ・幅共に約70cmの須恵器大甕(195-9)が破損した状態でまとまつて出

土した。溝埋没後に廃棄されたとみられる。

b類幅50,...,__, 100cmで直線的に走る。

SD6·19·26 ・ 37·86·87·441,...,__,443·617等多数である。深さは、50cm未満で浅い。壁は

緩やかに立ち上がり、底面と壁面の境界が不明瞭である。覆土は、奈良・平安時代の遺構に特徴的

にみられる黒～黒褐色の粘土～粘土質シルトが主体で、 l ,..,__, 2 層の堆積である。遺物は破片が少量

出土する。

c類 幅50cm未満で直線的または蛇行して走る。

SD777ｷ937ｷ1252,...,__, 1257等がある。

深さは、20cm未満で浅い。壁は緩やかに立ち上がい底面と壁面の境界が不明瞭である。覆土

は、b類と同様に黒～黒褐色の粘土～粘土質シルトが主体になるものと、地山と類似しやや黒色

に汚れた黒褐色粘土質シルトが主体になるものがある。前者に属する SD937 は、西半は直線的に

走り、東半は大きく南に膨らむ。後者に属する SD777 は、大型掘立柱建物SBl 162の南面に位置

し建物に付属する施設とみられる。同じく SD1523,...,__, 1527 は長さ 100cm,..,__, 280cm と短く、SD間

が約70cm と等間隔で位置する。SD616 と軸を 90゜違える。

a,..,__,b類方位軸は、東に30゜傾くもの、東に45゜傾くもの、ほぼ真北を示すものに大き＜分類する

ことができる。また、各々と直交するものがある。東に45゜傾くのは、a類のSD616 、 b類のSD86·

87等である。b類SD26 と C類SD1524,...,__, 1527はこれに直交する。SD616に切られる b類のSD617

は東に 30゜傾き、b類のSD6 は西に 60゜傾く。 SBl 162 に付属する SD777、調査区北西に位置する

SD37 も西に 60゜傾く。ほぼ真北を示すものには、b類のSD19ｷ441 ,..,__,443等がある。遺構の重複関

係から、方位軸は東に 30゜傾くものから東に45゜傾くもへと変遷したことが分かる。ほぼ真北を

示すものとの重複は確認できない。

SG134·323の河川が南半で真北に流れ、南で東に45゜傾いて流れる。河川の流れと溝の方位

は無関係ではなく、居住域の軸線は河川と深く関係していたことが理解される。
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【水田】

SG134 ・ 323河川の東、70,..,__,77-49,..,__,53Gで検出された。プラン検出作業の際、Sl34·323覆

土砂層が東に広がることが確認された。基本層序 II 層上位は若干砂質が強く、下位は粘土質が強

いが、その中位に砂層の堆積を確認した。砂層の堆積状況は安定せず、厚さも一定でないが、砂層

の堆積面を追うことで、 II 層上層と下層の分層が可能となった。水田は、 II 層上面で検出した。水

田は、 SG134の覆土である砂層に覆われていることから、河川と変わらない年代観が想定され

る。

水田で検出されたのは、畦畔・溝・足跡である 。

畦畔は、上面幅40"'-'70cm、下面幅50"'-'100cm、高さは 10cmに満たない。畦畔は水田耕作土と

同様の土質である。上面は平坦で、土圧で圧縮されている。南北畦畔の軸線はほぼ真北を指し、東

西畦畔はほぼ90゜傾く。水田は、 6 枚以上の区画が耕作されていたことが想定される。水田の規模

は、東西面一辺7.8m と 8.8m、南北面は7.3m と 9m以上であることが確認された。水田面一枚は、

70.2rri·58.7rriの面積を有す。71-50Gの畦畔には河川に向かう開口部がある。その周辺には砂

層が扶ったような状態で深く堆積している。この部分は、水田の水取り入れ口とみられ、砂層は

始めにここから水田に流入した後、かなりの勢いで水田を覆ったことが分かる。水田に伴う遺物

は出土していない。

溝SD933ぱ幅 120"'-'1 70cm、深さ 10cm未満である。壁は緩やかに立ち上がり 、壁と底面の境

界が明瞭でない。覆土は、水田面に堆積していた砂と同質である。SD933が河川に接する位置は、

長さ 200c皿幅 100cm、深さ 30cmの窪地状 (SK944) になる。木の枝や小礫、土器片がまとまつて

出土している 。

足跡は、水田耕作面 ・畦畔・溝で確認されている。足跡には、三日月状のものと、円形でくびれを

持つものがある。 2 つ以上接合し、平面形が分からないものも多い。三日月状のものは、長さ

22cm前後のものが多く、幅は踏み込んでいる前方が広く幅7cm前後である。踏み込みの深さは、

5,..,__, 10cmのものが多い。水田全面で検出されているが、71·72-50Gでは、廻るような動線が確

認できる。72-52·53Gでは、30"'-'40cmの歩幅が確認できる（第62図に点線で図示。足跡は石膏

で型取り）。円形でくびれを持つものは、SD933 に集中する。径 10cm前後で、踏み込みは、 5cm前

後のものが多い。三日月状は人間、円形でくびれを持つものは、動物（牛？）の足跡である。

【河川】

SG134 ・ 323が検出された。両河川は流路がほぼ同位置59,..,__,74-49"'-'72Gにあり、同ーの河川

であるが、覆土の状態から上位のSG134 と下位のSG323 に分けて登録した。SG 1 34は灰黄色～灰

色の細砂層、SG323 は黒色～黒褐色の粘土質シルトが主体を占める。G調査区の調査時に河川を

SG516 と 登録 したが、後に覆土の観察から SG323の南部分と判断した。河川 は、南半でほぼ真北

に、 69"'-'7 l -56"'-'57G地点から東に 35..-,__,45 ゜傾いて、南から北東に流れる。JI! 幅は、SG134が 1.3

"'-'7m、 SG323が2.6"'11.7m、最深はSG134が0.7m、 SG323が lm以上を測る。最底面は平坦で、緩

やかに立ち上がる壁面には各々凹凸があい数度の流路変更が想定される。遺物は、須恵器•土師
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中央ベルト A~F土層注記

1 I a 
2 I b 
3 7.5Y3/2オリープ黒色砂質シルト（砂5%.炭

化粒0.5cm大1％混入） 11に対応
3'7.5Y3/2オリープ黒色砂質シルト (3層より

砂質感が強い） 11に対応

10YR3/2黒褐色細砂（渦巻き状に堆積）

SG134 ・ 323覆土
10YR3/l黒褐色細砂（渦巻き状に堆積）

SG134 ・ 323覆土
10YR3/l黒褐色細砂 (lOYR4/4褐色砂・
10YR2/l黒色シルト混入、渦巻き状に堆積）

SG134 ・ 323覆土
10YR3/l黒褐色粘土質シルト（均質）
2.5Y4/3オリープ褐色細砂 (6層が渦巻き状に

5％混入） SG134・ 323覆土
10YR3/l黒褐色細砂 (10YR6/4にぶい黄橙色

細砂20％混入、渦巻き状に堆積）

SG134 ・ 323覆土
10 lOYRl.7/1黒色粘土 （炭化粒O.l-0.5cm大1%

混入）旧水田？

11 10YR6/2灰黄褐色粘土 (10YR5/l褐灰色粘土
霜降り状1％混入）

4
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12 10YR4/l褐灰色粘土
13 7.5YR5/l褐灰色粘土旧水田？

13'7.5YR5/l褐灰色粘土 (3'層20％混入）
14 III 

15 N古墳時代包含層 ？

16 V 

17 VI縄文時代包含層
18 珊

a-a'土層注記

I a 10YR3/3暗褐色シルト 旧耕作土

I b 7.5Y4/4暗オリープ色粘土（硬くしまる）床土
II 10YR2/2黒褐色粘土（砂混入し硬くしまる、

下面が安定しない）
III 2.5Y6/4にぶい黄色粘土（硬くしまる）

N 7.5Y6/l灰色粘土

V 2.5Y6/4にぶい黄色砂質粘土（硬くしまる）
VI 10YR6/l褐灰色粘土（炭化物2%，砂5％混入）
珊 2.5Y6/l黄灰色粘土

珊 WにVI・ VIllが斑に混入する
VIll 2.5Y4/l黄灰色粘土 （植物遺存体を含む、腐食土）

IX 5BG6/l青灰色細砂（均質）
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1 2.5Y3/l黒褐色シル ト 質粘土（炭化粒1%· 鉄分混入）
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SX150土暦注記
1 2.5Y3/l粘土 （植物腐食土の炭化粒1%混入）
2 10YR4/l灰色粘土 (3陪5%混入）
3 7.5Y3/l オリ ー プ黒色粘土 （炭化粒1%混入）
4 5Y3/ lオリープ黒色砂質粘土 （炭化粒1%. 砂5%混入）

a
 

a , 

SX152土層注記
1 2.5Y3/l粘土 （植物腐食土、ポソボソする 、 3層 10%· 炭化
粒1%混入）

2 2.5Y3/l粘土 (11習に類似、 3陪を混入しない）
3 5Y5/2灰オリープ色粘土 (2陪5%混入）

SX154 

a
 

SX162 

SX1114 

a , 

92.40m 
a 4 1 2 4 a' 

~ 亨与-
4 SX154土層注記

1 2.5Y6/2灰黄色シルト質粘土

~ 
( ¥l 日；［ピ巴，（炭化粒l%i昆入）

>~ ~ i. 

92.50m 

a- 1 2 1 2 3 
三いl__J- -a' 

SX162土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色 シ ルト質粘土（木片 ・ 炭化物1%混入）
2 W 陪に l層が5%混入
3 l陪に W層が10%混入

a-

94.60m 
a- 2 2 

-===:: 一戸翌三
, 

-a 

SX1114土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色粘土質シル ト (2陪斑に5% · 炭化粒

O.l-0.5cm大5%混入）
2 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルト 基盤陪
3 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト （炭化粒O.l-0.5cm大

1%混入）

SX160 a _ a _ a' 

92.50m , 
a-1 -a 

--L._; 

SX160土層注記
1 SX162 1層に同じ

a- 3 2 1 2 

~ 
-a' 

SX159土層注記
1 SX162 1陪に類似
2 SX162 2陪に類似
3 10YR2/l黒色粘土 (1層が斑に 10%混入）

゜
4m 

1 : 100 
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ST1 
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>
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ST1 土層注記 ST2土層注記
1 10YR4/l褐灰色砂質シルト（粘性あり）盛土
2 10YR3/ l黒褐色粘土質シル ト （土器を多祉に混入）
3 10YR3/2馬褐色粘土質シルト (7層に類似均質）
4 3陪に地山粒1cm大20%混入壁崩落土
5 10YR2/l黒色粘土質シルト（均質、しめりけあり）
6 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（黄褐色粒· 茶褐色粒0.5cm大

各々 30%混入） 一括埋土と判断
7 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト （均質、しめりけあり）
8 3陪に地山粒1cm大10%混入壁崩落土
9 10YR2/l黒色粘土質シルト（地山粒1cm大20%滉入、しまり

がない）
10 10YR2/l黒色粘土質シル ト (lOYRl.7/ 1黒色 シル ト粒1cm大

10% ・ 地山粒3cm大20%混入）
11 10YR2/l黒色粘土質シル ト (lOYRl.7/ 1黒色シル ト粒1cm大

10%·7府粒5% ・地山粒1cm大5%混入、 しまりがない）
12 10YR2/ l黒色粘土質シルト OOYRl.7/1黒色シルト粒3cm大

5% ・ 地山粒1cm大5%混入、 しまりがない）
13 地山と類似
14 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（焼土10%混入）
15 10YR2/l黒色粘土質シルト (lOYRl.7/ 1黒色シルト粒1cm大

10% ・地山粒1cm大5%混入、 しまりがない）
16 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (lOYRl.7/1黒色 シルト粒1cm

大20% ・地山粒1cm大5%混入、 しまりがない）
17 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (lOYRl.7/ 1黒色 シルト粒1cm

大10%· 地山粒1cm大5%混入、しまりがない）
18 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（地山斑に50%混入）掘り方

覆土

—24-

1 10YR3/2黒褐色粘質土シルト (6陪とほぽ類似、黄褐色粒の
大きさが0.5-lcm大と大きい）人為的埋土

2 lｮ と類似さらに混入物が0.5- l.5cm大と大きい人為的埋土
3 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（黄褐色粘土プロック滉入）
人為的埋土

4 10YR3/l黒褐色粘土質シルト（酸化鉄がしみこみ混入）
5 10YR2/l黒色粘土質シルト（しめりけあり）
6 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（炭化粒・茶褐色粒O.l-0.5cm
大各々 10%混入、焼土粒0.5cm大5%混入、硬くしまつてい
る）人為的埋土

7 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト (6附に焼土粒を含まない）人
為的埋土

8 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (611'1 と類似、 6陪より黄褐色
粒が多い約30%混入）人為的埋土

9 10YR2/2黒褐色粘土質シルト （純枠）
10 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（地山粒30%混入）壁崩洛土
11 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（炭化粒・茶褐色粒O.l-0.5cm

大各々 10%混入）
12 10YR3/l黒褐色粘土質シルト（炭化粒・茶褐色粒．

lOYRl.7/1黒色粘土質シルト O.l-0.5cm大10%混入）
13 JOYR2/2黒褐色粘質土シルト (9陪粒10%混入）
14 10YR2/2黒褐色粘質土シルト (9附帯状0.5cm大に堆梢して

いる）人為的埋土
15 10YR2/2黒褐色粘質土シルト (9/杓20%混入）
16 10YR2/2黒褐色粘質土シル ト (9層40%混入）
17 10YR2/2黒褐色粘質土シルト (9h'l50%混入）
18 7.5Y2/2黒褐色シルト質粘土（地山プロック 5cm大10%混入）
19 7.5Y2/2黒褐色シルト質粘土（地山プロック 5cm大50%混入）

第11 図遺構実測図—ST1·2-
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ST3土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト (4陪に類似、 黒味を帯ぴる）
2 10YR5/ l褐灰色砂質シルト (4層30%霜降り状に混入） 撹乱
3 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（土器片 ・ 黄褐色粒 ・ 茶褐色粒 ・ 黒色粒1cm大

各々 10%混入、しまつている）
4 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（土器片・黄褐色粒 ・ 茶褐色粒 ・ 黒色粒1cm大
が3陪より多く 20%混入、しまつている）

5 2.5Y5/4黄褐色粘土 （ しまっている）カマドの袖を構築
6 2.5Y2/l黒色粘土（他に比べてしめりがある、水平堆積）アンベラを推定
7 2.5Y2/l黒色粘土 (5陪が50%混入）
8 10YR5/l褐灰色砂質シルト (4層40%混入）木の根撹乱
9 焼土
10 10YR2/l黒褐色粘土質シル ト
11 10YR3/2黒褐色粘土質シルト
12 2.5Y5/4黄褐色粘土 (IO層が帯状に堆栢）
13 2.5Y5/4黄褐色粘土 (10層が斑に堆積）
14 2.5Y5/4黄褐色粘土 (10YR3/2黒褐色粘土質シルト・ 10YR3/l黒褐色粘土質

シ ルト斑に20%混入）

第13図遺構実測図ーST3-

—26-



b
ー

ST4 

□》
: 

~ 167-13 
二167-;2 

、9-1',踪
ギー→ ・｀167-11 

遺物 S=1: 6 

\ 

e— 
ー

c , —e 

94.30m 

a —-1 24 3 —a' 

\E翌戸

ロ
94.30m 

c -— 

b 
94.30m , - b' 

~ 

ア ミ は貼床・焼土

4
 3 

— c' 

d
'
 d 

94.30m 

6
 

2
 ST42 

,

q
ー

a— 

福砂も

94.40m 
a— -

q
 

’ - a 

b 
94.40m —b' 

2 

4
 

e巴30m - e' 

ー一 / 

゜ 2m 

ST4 · S0181 土層注記
1 2.5Y2/ l 黒色粘土 （均質）
2 2.5Y3/l黒褐色シルト質粘土 (2.5Y4/2暗灰黄色粘土粒® ·2.5Y5/3黄褐色
粘土粒@ · 2.5Y2/l馬色粘土粒⑤ ・ 炭化粒 1%斑に枇入）

3 2.5Y3/ l熱褐色粘土(@-©粒l-5cm大が各々 5%混入）
4 2.5Y3/2黒褐色粘土 (2層 · @ · @浄立各々 JO%混入）
5 6陪に類似、 6崩より①を多く含む
6 2.5Y5/4黄褐色粘土 (@ · ⑤ ・ 4附が5cm大のプロ ッ クで各々 5%混入）
7 2.5Y5/4黄褐色粘土 （混入なく純粋）
8 6陪に類似， 6)/,j より ⑥を多く含む
9 2.5Y5/4黄褐色粘土®-⑥各々 50%混入
SP194土層注記

1 JOYR4/2灰黄褐色粘土質シルト
2 JOYR3/ l 黒褐色粘土質シルト
3 2.5Y4/2 11音黄灰色粘土（霜降り 状ににぶい黄色混入）
4 JOYR5/3にぷい黄褐色粘土質シルト（黒褐色粘土質シルト斑に混入）人為的埋士
ST4EL180土層注記
l 7.5YR3/l黒褐色粘土質シル ト
2 JOYR6/2にぶい黄橙色粘土質シルト （灰黄褐色粘土質シルト ifiも入 ）
3 10YR4/2灰黄褐粘土質シルト （にぶい橙色シル ト 混入）
4 5YR4/2灰褐色粘土質シルト（にぷい橙色シルト混入）
5 7.5YR5/2灰褐色粘土質シル ト (5YR5/8明赤褐色シル ト 粒混入）
6 5YR5/8明赤褐色シルト 焼土
ST42土層注記
l JOYR2/2黒褐色粘土質シルト (10YR4/4褐色粘土質シルト 0.5cm大20%混入）
2 2.5YR5/4黄褐色粘土 ( J /\'110%混入）
3 2.5YR2/J黒色粘土質シルト . 
4 2.5YR5/4黄褐色粘土 (1陪30%混入）

1 : 50 
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ST43土層注記

1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (10YR4/4褐色粘土
質シル ト 0.5cm大10%混入）

2 10YR4/4褐色粘土質シルト (1層が帯状に混入）
3 2.5GYR5/l オ リープ灰色砂質シル ト (2層斑に

5%混入）
4 10YR2/3黒褐色粘土質シルト
5 10YR2/3黒褐色粘土質シルト (10YR4/4褐色粘土
質シル ト 0.5cm大10%混入）

6 10YR4/4褐色粘土質シルト (1層粒0.5cm大20%
混入）

7 10YR4/4褐色粘土質シル ト （茶褐色粒0.5cm大
30%混入）

8 10YR4/4褐色粘土質シルト（灰褐色粒0.5cm大
20%混入）

9 10YR4/4褐色粘土質シルト (1層プロ ック 1-
3cm大20%混入）
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ST27土層注記
1 IOYR3/3暗褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒0.5-lcm大・茶褐色粘

土粒各］〇％混入）
lOYR3/3暗褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒0.5-lcm大・茶褐色粘
土粒各20%混入）
10YR3/311音褐色粘土質シルト （黒褐色粘土粒2荊に20%混入）
IOYR2/l黒色シルト質粘土 （ややぬめぬめする ）
IOYR3/3暗褐色粘土質シルト（黒褐色粘土粒2府に10%混入）
2層に黄褐色プロック 3cm大10%混入
lOYR3/3暗褐色粘土質シルト
IOYR3/3暗褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒0.5-lcm大・茶褐色粘
土粒各30%混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒0.5-lcm大・茶褐色粘
土粒各10%、焼土粒5%混入）

IO lOYR3/311音褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒0.5-lcm大・茶褐色粘
土粒各10%、焼土粒10%混入）

11 lOYR2/2黒褐色粘土質シルト（黄褐色粘土プロック混入）
12 10YR2/3黒褐色粘土質シルト（黄褐色粘土プロック・焼土粒5%混

入）
13 10YR3/3暗褐色粘土質シルト（黄褐色粘土粒・茶褐色粘土粒各

0.5cm大10%混入）
14 10YR3/3暗褐色粘土質シル ト （黄褐色粘土粒· 茶褐色粘土粒各

0.5cm大20%混入）
2.5Y4/3オリープ褐色粘土 (16層・焼土を含む）カマド天井
2.5YR3/2黒褐色粘土質シルト（焼土粒l-3cm大のプロ ックで混入）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト（焼土粒．炭化粒5%混入）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト （焼土粒· 炭化粒10%混入）
2.5Y4/3オリ ープ褐色粘土 (16層・焼土少舟混入）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト （焼土粒．炭化粒50%混入）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト（焼土粒· 炭化粒20%混入）
2.5Y5/3黄褐色粘土 (2.5Y3/l黒褐色シルト O.l-0.5cm大5% .
10YR5/8黄褐色シルトすじ状に混入）カマド構築土
7.5YR4/3褐色シルト (22層が比熱した状態、硬くしまつている ）
7.5YR5/6明褐色シルト（焼土プロック）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト (22層と 23陪と 24層をプロック状に含
む、下位につれて炭化粒を多く含み炭化粒は0.5cm大で粘性あり ）
カマド内崩落土

26 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (lOYR3/l黒褐色粘土及び25層を斑に各
5%混入）

27 2.5Y5/211音黄灰色粘土 カマド構築土の一部
28 IOYR3/2黒褐色シルト質粘土 (IOYR2/l黒色粘土5%·2.5YR4/4 オ

リープ褐色粘土1%· 炭化粒0.5cm大1%· 焼土プロック l-3cm大混
入）

29 2.5Y5/4黄褐色シルト (2.5Y3/l黒褐色粘土質シルト ・ プロック 10%
混入）
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10YR4/2灰黄褐色シル ト （にぶい黄橙粒視入）
10YR5/2灰黄褐色シルト（純粋）
10YR5/3にぷい黄褐色砂質シルト (30層が20%粒子状に混入）
10YR2/2黒褐色粘土 (35層類似、焼土粒· 炭化粒各1%混入）
10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (36層に比べ10YR5/3にぶい黄褐色粘土
10%混入と少ないが類似する）

35 10YR2/2黒褐色粘土 (10YR5/3にぶい黄褐色粘土粒1%混入）
36 IOYR4/3にぶい黄褐色粘土 (lOYR5/3にぶい黄褐色粘土粒30% ·

10YR3/2黒褐色粘土50%混入）
37 10YR2/2黒褐色粘土 (JOYR4/4褐色粘土・ 10YR3/311音褐色粘土各

10%斑に混入）
10YR4/4褐色粘土 (39]\'§が斑に5%混入、もこもこする ）
10YR2/2黒褐色粘土（炭化粒 ・焼土粒5%混入）
10YR3/2黒褐色粘土 (10YR3/l黒褐色粘土・ 10YR4/3にぶい黄褐色
粘土・斑に各10%混入）

41 10YR4/3にぶい黄褐色粘土（壁際に堆積しはがれる、砂 ・ 10YR3/l
黒褐色粘土を斑に各10%混入）

42 10YR4/3にぷい黄褐色粘土質シルト (10YR3/ l黒褐色粘土を斑に
5%混入、 41層に比べ砂質感がある ）

43 10YR3/3暗褐色粘土質シル ト （黄褐色粘土粒0.5-lcm大 ・茶褐色粘
土粒各30%混入）
10YR4/3にぶい黄褐色粘土牧シルト (43層斑に5%混入）貼床
10YR4/2灰黄褐色シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色シルト粒混入）
10YR5/3にぷい黄褐色シルト
10YR4/2灰黄褐色シルト
10YR4/2灰黄褐色シルト縞状に ·10YR5/3にぶい黄褐色シルト混入
10YR5/3にぶい黄褐色シルト

10YR3/2黒褐色シルト 耕作土
10YR4/2灰黄褐色シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色シルト粒 ．
10YR2/2黒褐色粘土混入）

52 10YR2/2黒褐色粘土 (10YR4/2灰黄褐色シルト・ 10YR2/2黒褐色粘
土粒10%斑に混入）

53 JOYR2/2黒褐色粘土 (lOYR4/4褐色粘土・ 10YR3/3暗褐色粘土5%
斑に滉入）

54 10YR2/2黒褐色粘土 (10YR4/2灰黄褐色シルト・ 10YR2/2黒褐色粘
土 ・ 10YR4/4褐色粘土10%斑に混入）

55 10YR2/2黒褐色粘土 (10YR4/2灰黄褐色シルト粒 ・ 10YR4/4褐色粘
土 ・ 10YR3/3暗褐色粘土5%斑に混入）

56 10YR2/2黒褐色粘土 (10YR4/2灰黄褐色シルト粒20%·10YR4/4褐
色粘土 ·10YR3/3暗褐色粘土5%斑に混入）
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ST76·SK90土層注記

1 10YR2/3黒褐色粘土質シルト （炭化粒1% · 10YR4/4褐色シルト粒5%· 土器片3%混入） 人為的埋土
2 10YR2/3黒褐色粘土質シルト （炭化粒1% ·10YR4/4褐色 シ ルト粒20% · 土器片3%混入）人為的埋土
3 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (IOYR2/l黒色粘土質シルトプロック ・ 10YR4/4褐色シルトプロ ック 斑に10%· 土器片3%混入）
4 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (1QYR2/l黒色粘土質シル ト粒5% ·10YR4/4褐色シルトプロ ック 斑に 10%混入）
5 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (IOYR2/l黒色粘土質シ ルト粒5% ·10YR4/4褐色シルトプロ ッ ク 30%混入）カマド天井崩落土
6 10YR3/2黒褐色粘土質シ ルト (10YR2/l黒色粘土質シルト粒5%·10YR4/4褐色シルトプロ ック 5% ・焼土粒10%混入）
7 焼土
8 10YR4/4褐色粘土質シルト (6層・焼土粒5%混入、しまる、上而比熱痕跡あり）
9 10YR4/4褐色粘土竹シル ト (6陪 ・ 焼土粒1%混入）
10 10YR2/2黒褐色粘土質シルト （焼土粒 ・ 炭化粒10%混入、やわらかい）
11 10YR4/3にぶい黄褐色シルト質粘土 (11層斑に20%混入）
12 10YR4/3にぷい黄褐色シルト質粘土 (IOYR2/l黒色粘土質シル ト斑に20%混入）
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ST78土層注記
1 2.5YR3/2黒褐色粘土質シルト (!OYRZ/1黒色粘土質シルト斑に20%·

IOYR3/4暗褐色粘土質シル ト粒5%混入）人為的埋土
lOYRZ/ 1黒色粘土質シルト (2.5YR3/2黒褐色粘土質シル ト 10%混入）人為
的埋土
IOYR2/l黒色粘土質シルト (2.5YR3/2黒褐色粘土質シルト ・ 10YR3/4暗褐
色粘土質シルト・炭化粒5%混入） 人為的埋土
10YR2/l黒色粘土質シルト (2.5YR3/2黒褐色粘土質シルト 5%·10YR3/4暗
褐色粘土質シルト 10%· 炭化粒 ・焼土粒3%混入）人為的埋土
10YR2/l黒色粘土質シルト (2.5YR3/2黒褐色粘土質シルト ・ IOYR3/4暗褐
色粘土質シルト・焼土粒5%混入）人為的埋土
10YR2/ l黒色粘土質シルト (2.5YR3/2黒褐色粘土質シル ト・ 10YR3/4暗褐
色粘土質シルト 10%混入） 人為的埋土
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ST101·110土層注記

1 10YR2/2黒褐色粘土 (IOYR4/2灰黄褐色シルト粒20%·10YR4/4褐色粘土・
10YR3/3暗褐色粘土斑に混入）

2 10YR2/2黒褐色粘土 (IOYR4/4褐色粘土質シ ルト粒10%混入）
3 10YR2/2黒褐色粘土 00YR4/4褐色粘土質シルト粒10% · 10YR2/2黒褐色
細砂20%混入）

4 10YR3/2黒褐色砂 (3層 10%混入）
5 10YR2/2黒褐色粘土 (IOYR4/4褐色粘土質シル ト粒20% ·10YR2/2黒褐色
細砂20%混入）

6 10YR2/l黒色粘土質 シルト （炭化粒5%混入）
7 IOYR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト (6層粒5%混入）

遺物 S= 1: 6 
゜ 2m 

1 : 50 
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ST77土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (lOYR4/4黒色粘土20%混入）
2 10YR3/l黒褐色粘土質シル ト (lOYR3/3暗褐色シルト粒・ 10YR4/l
粒褐灰色シルト 30%· 土器混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シルト (lOYR2/l黒色粘土 ・ 10YR3/4暗褐色
粘土・ 10YR4/4褐色粘土5%混入）
10YR3/4暗褐色砂質シルト (3層5%混入）壁崩落土
10YR3/3暗褐色粘土質シルト (10YR2/l黒色 シルト粒 ・ 焼土粒5%
混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シルト (10YR2/ l黒色 シル ト 粒5% ・焼土粒
10%混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘土JO%混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シル ト (lOYR2/l黒色粘土・ 10YR4/4褐色粘
土5%混入）
10YR3/3暗褐色粘土質シルト (10YR2/l黒色粘土5% ·10YR4/4褐
色粘土10%混入）

10 10YR3/3暗褐色粘土質シルト (lOYR2/l黒色粘土 ・ 10YR3/4暗褐色
粘土5%·10YR4/4褐色粘土10%混入）

11 焼土塊
12 10YR4/4褐色粘土質シルト (10YR2/l黒色粘土30% ·10YR3/4暗褐

色粘土5%混入）
13 10YR4/4褐色粘土質シルト (lOYR2/l黒色粘土20% ·10YR3/4暗褐

色粘土5% · 細砂10%混入）
14 10YR3/l黒褐色粘土質シルト
15 10YR3/l黒褐色粘土質シルト (2層40%混入）
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ST364土暦注記
1 10YR3/l黒褐色粘土 (10YR4/l褐灰色粘土 ・ 10YR5/3にぶい黄褐色
粘土O.l-0.5cm大各3%混入）
10YR5/3にぶい黄褐色粘土 (l層 ・ 10YR4/l褐灰色粘土霜降り状に
5%混入）
10YR3/2黒褐色シルト (1層粒5%混入）
10YR5/4にぶい黄褐色粘土
lOY即/1黒色粘土質シル ト (6層斑に 10%混入）
7.5Y3/2オリープ黒色砂質シルト （炭化粒1%混入、硬くしまる）
10YR5/3にぶい黄褐色粘土 (1層・ 10YR4/ l 褐灰色粘土霜降り 状に
5%混入）
10YR2/2黒褐色粘土 （地山斑に 10%混入）
10YR2/l黒色粘土
10YR5/3にぶい黄褐色粘土 (10YR2/l黒色粘土混入）
10YR2/l黒色粘土 ( 10陪 ・地山粒0.5cm大10% · 炭化粒5%滉入）
10YR2/l黒色粘土質シル ト （地山 l-3cm大・ 炭化粒5%混入）
地山プロック
10YR2/l黒色粘土 (JO層・地山粒0.5cm大30% · 炭化粒5%混入） 貼床
10YR3/l黒褐色粘土 (10YR4/l褐灰色粘土 ・ 10YR5/3にぶい黄褐色
粘土O.l-0.5cm大各20%混入）

16 10YR3/l黒褐色粘土 (10YR4/l褐灰色粘土 ・ 10YR5/3にぷい黄褐色
粘土O.l-0.5cm大各10%混入）

17 7.5Y3/2オリープ黒色砂質シルト (1層粒10% · 炭化粒1%混入、硬 く
しまる）
6層に 19層斑に10%混入
10YR2/2黒褐色粘土（地山斑に20%混入）
18附に類似、 21層 10%混入
10YR2/2黒褐色粘土（地山斑に20% · 炭化粒5%混入）
白色粘土塊
6層に類似、 22層粒1cm大5%混入
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ST365土層注記
1 10YR2/2黒褐色砂質シルト（ほぽ均質）
2 10YR2/l黒色粘土 (lOYR4/4褐色シルト質粘土0.5-3cm大粒10%·

10YR4/l褐灰色粘土粒0.5-lcm大5%混入、硬くしまりぱさぱさす
る、酸化鉄浸透する） ’ 

3 10YR3/l黒褐色粘土 (10YR4/4褐色シルト質粘土粒0.1 -lcm大10%·
10YR4/l褐灰色粘土粒0.5-lcm大1%混入、 2層よりも粘性強く硬く
しまる）

4 地山に2層が5%斑に混入
5 地山に2層が10%斑に混入
6 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 地山プロック
7 3附に白色粘土混入
8 3陪に焼土粒混入
9 3陪に焼土粒少批混入
10 炭化粒
11 7.5YR4/6赤褐色粘土（硬く焼きしまる）
12 7.5YR4/4にぶい赤褐色粘土質シルト 被熱陪
13 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (10YR3/2黒褐色シルト ・ 10YR4/l褐灰

色粘土各1%混入）
14 10YR3/2黒褐色粘土 (lOYR2/l黒色粘土・炭化粒1%·10YR4/4褐

色粘土5%混入）
15 10YR4/l褐灰色粘土 (10YR6/4にぶい黄橙色粘土30%混入）
16 10YR2/l黒色粘土 (lOYR3/l黒褐色粘土5%斑に混入）
17 10YR4/2灰黄褐色粘土 (16/杓斑に一部帯状・ 18層斑に5%混入）

18 2.5Y4/ l黄灰色粘土 (16層 1%·17陪5%混入）
19 10YR2/1黒色粘土（地山プロ ック 1-5cm大5% ·10YR2/2黒褐色粘

土斑に10%混入）
20 10YR2/l黒色粘土 (lOYR2/2黒褐色粘土 ・ 10YR4/3にぶい黄褐色粘

土粒5%. 焼土粒· 炭化粒1%混入）
21 10YR3/l黒褐色粘土 (lOYR2/l黒色粘土5% ·10YR4/3にぷい黄褐

色粘土10%混入）
22 20層に焼土粒· 炭化粒が混入しない
23 10YR3/l黒褐色粘土 (lOYR2/ l黒色粘土10%· 10YR4/3にぶい黄褐

色粘土5%混入）
24 2.5YR5/2暗灰黄色粘土 (16層が1%混入）
25 10YR4/2灰黄褐色粘土 (16 · 24府がほぽ均質にl-3cm大プロック

で5%混入）
26 10YR3/2黒褐色粘土 (10YR4/l褐灰色粘土10% ・地山粒1%.

10YR4/4褐色粘土5%混入）
27 2.5Y4/l黄灰色粘土 (16陪20% ・地山 1%混入）
28 10YR3/l黒褐色粘土（地山10%硬くしま る）
29 10YR3/2黒褐色粘土 (30層 1%. 焼土粒10%· 炭化粒5%混入）
30 2.5Y4/3オリープ褐色粘土質シルト （硬くしまる ）
31 30陪に29陪・焼土1%混入
32 10YR4/2灰黄褐色粘土 (lOYR2/l黒色粘土3%混入）貼床
33 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (10YR2/2黒褐色粘土1%滉入）貼床
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遺物 S=1 : 6 

ST366 ・ 369土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 表土
2 JOYR3/2黒褐色粘土質シル ト (10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 10%混入）
3 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (10YR4/4褐色粘土質シル ト粒10%混入） SP 
覆土

4 10YR2/l黒色粘土質シルト（炭化粒5%混入）
5 10YR2/l黒色粘土質シルト（炭化粒・ 10YR4/4褐色粘土質シルト粒5%混入）
6 I OYR2/2黒褐色粘土質シルト (lOYR4/3にぶい黄褐色粘土質シル ト粒5%混

入）
7 JOYR2/2黒褐色粘土質シルト (lOYR4/3にぷい貸褐色粘土質シル ト 粒5% ·
焼土粒1%混入）

8 JOYR2/l黒色粘土質シル ト （炭化粒 ·JOY R4/3にぶい黄褐色粘土質シル ト
粒5%混入）

9 JOYR3/l黒褐色粘土

ST367·463土層注記

I 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘士質シルト粒10%混入）
2 10YR4/4褐色砂質シル ト

3 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘土質シ ルト 粒20%混入）
4 10YR2/l黒色粘土質シル ト OOYR4/4褐色粘土質シル ト粒5%混入）

゜ 2m 

1 : 50 
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ST368土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色シルト・ 10YR4/l褐灰色シル

ト ・ 10YR3/3暗褐色シルト質粘土粒0.1 から 1cm大各5%斑に混入）
2 10YR2/2黒褐色粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色シルト・ 10YR4/l褐灰色シル

ト・ 10YR3/3暗褐色シルト質粘土粒0.1から 1cm大各5%斑に混入）
3 10YR2/2黒褐色粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色シルト・ 10YR4/ l褐灰色シル

ト・ 10YR3/3暗褐色シルト質粘土粒0.1から 1cm大各10%斑に混入）
4 10YR2/2黒褐色粘士 (10YR4/3にぶい黄褐色シルト・ 10YR3/3暗褐色シル

卜 質粘土 ・ 焼土粒0.1 -lcm大各10%斑に混入）
5 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (1· 2陪粒21%混入）貼床
6 焼土
7 10YR2/ l黒色粘土 ( IOYR4/4褐色 シルト地山斑に1%混入）
8 10YR2/l黒色粘土 (lOYR4/4褐色シル ト地山斑に50%混入）

1 : 50 
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ST560土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土粒l-5cm大5%·
炭化粒0.5cm大1%混入、硬くしまつている） SK593に類似埋土

2 10YR3/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土プロック 10cm大
40%ｷ 炭化粒1%混入、硬くしまつている）埋土

3 10YR3/l黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土プロック 5cm大
5%ｷ 炭化粒1%混入、硬くしまつている）埋土

4 2.5Y5/3黄褐色粘土 (3層マープル状に5%混入）埋土
5 10YR3/2黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土3cm大プロック 5%
混入、乾燥しやす＜硬くしまつている、磨滅した土器出土）

6 10YR3/l黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土斑5%·5層粒1%混
入、下の分層面に鉄分の沈滸が認められる ）

7 10YR2/3黒褐色細砂（粗砂混入、水平堆積）
8 10YR2/2黒褐色砂質シルト （炭化粒0.5cm大1%·1陪3% .

2.5YR5/3黄褐色粘土l-3cm大プロック 5%混入、土器片混入）
9 10YR2/2黒褐色粘質シル ト (2.5Y5/3黄褐色粘土粒O.l-0.5cm大・

10YR4/1褐灰色粘土粒O.l-0.5cm大・炭化粒1%弱混入 、 硬くしま
っ ている ）

10 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土粒0.1-0.5cm大
5% · 10YR4/1褐灰色粘土粒0.1-0.5cm大 1% . 炭化粒1%混入）

11 10YR3/2黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土粒0.1-0.5cm大・
10YR4/1褐灰色粘土粒0.1-0.5cm大・炭化粒各10%混入、硬くしま
っている）

• 

1 : 50 

12 10YR5/8黄褐色粘例シルト (10YR2/2黒褐色砂質シル ト 5%混入、
硬くしまる）

13 黒褐色
14 10YR5/8黄褐色粘質シルト (10YR2/2黒褐色砂質シルト・ 10YR2/2
黒褐色砂質シルト各10%斑に混入）

15 30層に類似、混入物が30層に比べ各附半分以下
16 10YR2/3黒褐色シル ト (30附粒0.1cm大5%混入）周構覆土
17 10陪に地山粒0.1cm大10%混入
18 7.5YR4/6褐色シルト (19層に20%混入）
19 7.5YR2/2黒褐色粘質シルト (18陪粒1cm大5% · 炭化粒0.5cm大3%
混入、土器片混入）

20 焼土
21 24陪に類似、 10YR2/ 1黒色シルト 24層に比べまとまつて混入
22 炭化物帯状に混入
23 10YR2/3黒褐色シルト（炭化粒0.2cm大1% ・地山3%混入）
24 10YR3/2馬褐色粘質シルト (JOYR3/1黒褐色粘質シルト 5%·

lOYRl.7/1黒色粘質シルト 3%混入）
25 10YR3/2馬褐色粘質シルト (24/('J に比べ地山プロック 5cm大混入）
26 黒褐色シルト
27 2.5YR4/2暗灰黄色シルト (2.5Y3/2黒褐色粘質シルト 5%·2.5Y5/3

黄褐色シルト斑に10%混入）周構覆土
28 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (10YR2/2黒褐色砂質シルト・

10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト各5%混入）
16培に類似、 30罰粒1%混入
10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (29府斑に10% · lOYRl.7/1黒色
粘質 シル ト粒0.5cm大 1%混入）
10YR2/2黒褐色粘質シルト (~.5Y5/3黄褐色シルト質粘土10% ·
10YR2/1黒色粘質シル ト 5%混入）

32 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土30% ·
10YR2/ l黒色粘質シ ルト 5%混入）

33 10YR2/ l黒色粘質シルト (10YR4/4褐色粘質シルト斑に 10% · 炭化
粒1%滉入）
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a-a' 土層注記
1 7.5YR6/l褐灰色シルト
2 7.5YR6/2灰褐色シルト
3 7.5YR5/l褐灰色シルト
4 2.5Y3/3暗オリープ褐色粘質シルト (7層粒0.3-lcm大3%· 16陪0.5

-3cm大5%·7.5YR5/8明褐色シルト粒1%混入）
5 10YR3/2黒褐色砂質シルト（土器片・炭化粒0.5cm大1%·6層1%混
入、柱痕と考えたが違う ）

6 2.5Y5/3黄褐色粘土 (5層粒 ·2.5Y4/2暗黄灰色粘質シルト粒0.1 -
1cm大各5%混入）

7 2.5Y3/l黒褐色シル ト 質粘土
8 10YR3/2黒褐色シルト質粘土 (6陪粒5%·2.5Y4/2暗黄灰色粘質シ
ルト粒5% · 7.5YR5/8明褐色シル ト 粒3%·9層粒0.5-lcm大3%混
入）

9 lOYRl.7/1黒色粘質シルト (6層 ·2.5Y4/2暗黄灰色粘質シルト粒斑
に各10%·7.5YR5/8明褐色シルト粒1%混入）

10 2.5Y4/2暗灰黄色粘質シルト (5層粒1%·6層粒10%混入）
11 6層. 7層斑に50%混入
12 焼土
13 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (lOYR2/2黒褐色砂質シルト

5% · 10YR3/l黒褐色粘質シルト 10%斑に混入）
14 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シル ト (10YR5/3にぶい黄褐色粘質シル

卜 20%·10YR2/2黒褐色砂質シルト5%混入）
15 7.5YR3/l黒褐色シルト
16 SD566 Fl 
17 10YR2/3黒褐色砂質シル ト (18層O.l-0.5cm大5% · 炭化粒3%混入）
18 2.5Y5/3黄褐色粘質シルト (17層粒5%混入）
19 10YR2/2黒褐色砂質シルト (17層粒5%·18層5%混入）
20 10YR2/l黒色粘質シルト
21 2.5Y5/4黄褐色粘土 (20層3%混入）掘り方

c-c' 士層注記
1 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト
2 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト
3 2.5Y3/3暗オリープ褐色砂質シルト （炭化粒混入）
4 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト

d-d' 土層注記
1 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (10YR3/l黒褐色粘質シルト・

10YR3/3暗褐色粘質シルト粒O.l -0.5cm大各10%混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (10YR3/l黒褐色粘質シルト

20%·10YR3/3暗褐色粘質シルト 10%· 炭化粒0.5cm大5%混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (10YR3/l黒褐色粘質 シルト

10% · 10YR3/3暗褐色粘質シルト 20%· 炭化粒3%混入）
4 炭化粒

e-e' 土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色砂質シルト (2陪20%混入）
2 2.5Y5/3黄褐色粘質シル ト (2.5Y4/2暗灰黄色粘質シルト20%·1層

5%·2.5Y3/l黒褐色粘質シル ト 5%混入）
3 10YR3/l黒褐色粘質シルト (4層20%混入）
4 2.5Y3/l黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 30%·5層

50%ｷ 炭化物10%混入）
5 2.5Y5/3黄褐色粘質シルト (6層5%混入）
6 lOYRl.7/1黒色粘質シルト （炭化物50%混入、しめり気がある）

f-f' 土層注記
1 10YR2/l黒色粘質シルト (lOYR3/2黒褐色砂質シルト . 2層斑に各

10%、焼土粒0.5cm大1%· 炭化粒0.5-lcm大3%混入）
2 2.5Y5/3黄褐色粘質シルト (1層マープル状に混入）
3 10YR2/3黒褐色粘質シルト (lOYR2/l黒色粘質シルト斑に10% ·
炭化粒1cm大1%· 焼土粒0.5-lcm大5% ·4層粒0.1-lcm大3%混
入）

4 10YR4/ l褐灰色粘烈シルト (3倍 1% ・地山5%混入）

g-g' 土層注記

1 10YR2/ l黒色砂質シルト（地1.1.J·10YR3/3暗褐色シルト斑に各10%
混入）人為的埋土か？

2 1層に比べ地山の混入が多い

h-h ' 土陪注記

1 10YR2/l黒色粘質シルト (10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト・
10YR3/l黒褐色粘質シルト斑に各5%混入）

2 10YR2/l黒色砂質シルト (lOYR5/4にぷい黄褐色粘質シルト 30%·
1層5%斑に混入）

3 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト粒0.5cm大
1%混入）

4 10YR2/l黒色粘質シルト (3層 ・ 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シル
卜 ·2.5Y5/3黄褐色粘質シルト粒斑に各5%混入）
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ST671 

撹乱

,~~ 
187-11 

ST585·S0566土層注記
I 10YR3/2焦褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土

3cm大プロ ッ ク 5%混入、乾媒しやす ＜ 硬くしまる、
/ff滅した土器出土）

2 10YR2/2媒褐色砂質シルト (10YR4/6褐色砂質シル
卜 斑に 10% ·11/15%混入）

3 10YR2/2規褐色砂質シルト (IOYR4/6褐色砂質シル
卜斑に5%·l層3%混入）

4 10YR2/2糾褐色砂質シルト （均質｀鉄がしみ込むよ
うに混入）

5 10YR2/2黒褐色.tll砂 (4層が5%混入、鉄分付苅）
6 10YR2/3黒褐色粘質シルト (2.5Y5/4黄褐色砂質シ
ルト・地山粒0.5cm大5%混入） SP728覆土

7 10YR2/l 黒色粘質シルト (2.5Y5/4黄褐色砂質シル
卜斑 1こ20%混入）

8 10YR2/2焦褐色粘質シルト (2.5Y5/4貨褐色砂質シ
ルト紐に 1 0% · 7層斑に5%iJ!.入）

9 10YR2/2//.I褐色粘質シルト (25¥5/4黄褐色砂質 シ
ル ト斑に30%混入、分層面側面に酸化鉄f寸~)

IO IOYR2/3黒褐色粘質シル ト (2.5Y5/4黄褐色砂質シ
ルトしも降り状に IO%iJ!.入 ）

a' 11 IOYR2/3黒褐色粘質シルト (2.5¥514黄褐色砂質シ
＿ー ル ト 斑に10% ·10YR3/4暗褐色粘質シル ト斑に20%

混入）
12 10YR5/8黄褐色 シルト質粘土 (I I層が粒子状0. 1 -

0.5cm大5%混入）
13 10YR5/8貨褐色砂質シルト (II層がしも降り状に

10%混入）
14 10YR5/8黄褐色粘質シルト

15 IOYR2/2//.\褐色粘質シルト (16層が3%況入）
16 2 .5¥5/4黄褐色粘質シルト ( 2.5Y3/ l 黒褐色砂質シル

ト・ 10YR2/ l黒色粘質シルト粒O.l-Icm大混入）

ST671 土層注記

1 撹乱

2 10YR3/3暗褐色砂質シルト (IOYR2/2黒褐色砂質シ
ルトプロ ック 2cm大5% ・地山土30%紐に混入）

3 10YR3/2煤褐色砂質シルト (2層30%斑に混入）
4 IOYR5/3にぶい黄褐色砂質シルト (IOYR3/2/).\褐色
砂質シルト粒状に0.5cm大3%混入）

5 IOYRl.71 1黒色砂質シルト (IOYR5/8黄褐色砂質シ
ルト斑に20%混入） 焼土・かまど

6 10YR2/ 1 A\\色粘質 シ ルト （地山5% ·IOYR3/ l /.ll 褐
色砂牧シルト IO%混入） 貯蔵穴

7 10YR2/ l 黒色粘質シルト (IOYR3/l黒褐色砂質シル
卜斑に 10%況入） 貼床

8 地山

94.70m 
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ST568土層注記
1 10YR2/2黒褐色シルト 00YR4/4褐色砂質シルト 10%·

10YR3/2黒褐色シルト 5%斑に混入）
10YR2/l黒色砂質シルト 炭化物堆積層
7.5YR2/2黒褐色粘土質シルト (1層斑に10% · 6陪粒
0.5cm大1%混入）
7.5YR2/2黒褐色粘土質シルト (1層斑に30% ·6層粒
O.l-0.5cm大3%混入 ）
10YR2/2黒褐色砂質シルト (6陪粒0.1cm大1%混入）
7.5YR4/6褐色砂質シルト 焼土層
7.5YR3/3暗褐色粘土質シルト 地山の被熱部分
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ST626土層注記
1 2.5Y5/4黄褐色粘土質シルト (10YR2/2黒褐色粘土
質シルト 30%斑に・ 10YR3/2黒褐色粘土質シルト
5% ·10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シル ト粒0.5-
2cm大5%混入）
10YR2/2黒褐色粘土質シルト (1層 ·10YR3/2黒褐
色粘土質シルト ·10YR5/4にぷい黄褐色粘土質シル
卜粒O.l-0.5cm大5%混入）
10YR2/ l黒色粘土質シルト (1層 ・ 10YR5/4にぷい
黄褐色粘土質シル ト 各1%混入）
10YR3/2黒褐色粘土質シルト (3層粒0. 1cm大3%·1
層粒0.1-lcm大5%混入）
10YR3/2黒褐色粘土質シ ルト (3層斑に10% ·1層
5%混入）

3
 
4
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ST627土層注記
1 10YR4/4褐色粘土質シルト (10YR2/2黒褐色粘土質シルト 30%·

10YR3/2黒褐色粘土質シルト 10%斑に混入）
2 10YR2/l黒色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘土質シルト 5%混入）
3 10YR2/l黒色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘土質シルト・

10YR2/2黒褐色粘土質シルト・ 10YR3/2黒褐色粘土質シルト斑に
各5%混入）

4 10YR2/l黒色粘土質シル ト (lOYR4/4褐色粘土質シルト ・
10YR2/2黒褐色粘土質シルト・ 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 0.5
-lcm大の粒子状に各10%混入）

5 lOYRl.7/1黒色粘土 (7.5YR4/4褐色粘土質シルト 3cm大被熱プロ
ック 5%混入）

6 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (7.5YR4/4褐色粘土質シルト 3cm大
プロック 10% ·lOYRl.7/1黒色粘土質シルト 5%混入）

7 10YR2/ l黒色粘土質シルト (8層粒O. l-0.3cm大10%混入）
8 10YR5/3にぷい黄褐色粘土質シルト (7層が汚れしみ込むように

1%混入）
9 10YR3/l黒褐色粘土質シルト (8層粒O.l-0.3cm大5%混入）
10 10YR3/l黒褐色粘土質シルト (lOYRl.7/1黒色砂質シルト・ 7層

斑に各5%混入）
11 10YR2/l黒色粘土質シルト (8層粒0.5cm大5%·lOYRl.7/1黒色砂

質シルト粒O.l -0.3cm大5%混入）
12 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルト (10YR2/l黒色粘土質シルト粒0.1-

0.5cm大5%·2.5Y6/3にぶい黄色粘土質シル ト粒0.5cm大10%混入）

13 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルト (lOYR2/l黒色粘土質シルト粒0.1cm
大1% · 2.5Y6/3にぶい黄色粘土質シルト粒斑に10%混入）

14 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルト (IOYR3/l黒褐色粘土40%·
10YR2/l黒色粘土質シルト粒O.l-0.5cm大 1%·2.5Y6/3にぶい黄
色粘土質シルト粒0.5cm大10%混入）

15 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質シルト（硬くしまつている）
16 10YR2/l黒色粘土質シルト (lOYR2/2黒褐色粘土質シルト粒1cm

大10% ·10YR4/6褐色シルト粒0.5cm大5%混入）
17 10YR2/l黒色粘土質シルト 00YR2/2黒褐色粘土質シルト斑に

20% · 10YR4/6褐色シルト粒0.5cm大5%混入）
18 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルト 06層斑に5%混入）
19 10YR2/l黒色粘土質シルト 00YR2/2黒褐色粘土質シルト斑に

5%·10YR4/6褐色 シル ト 粒0.5cm大5%混入）
20 lOYRl.7/1黒色粘土質シルト (7.5YR4/4褐色粘土質シルト塊

10%ｷ 炭化粒1cm大5%混入）
21 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト（硬くしまつている、天井の

崩落土か？）
22 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（炭化粒0.5cm大5% ·21層 1%混入）
23 7.5YR4/6褐色粘土質シルト
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SP927土層注記
1 10YR2/ l黒色粘土質シル ト （炭化粒0.5cm大3%·

10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト粒0.3-
0.5cm大5% ·lOYRl.7/1黒色粘土質シルト粒0.5-
1cm大1%混入）

2 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト（炭化粒3%·
lOYRl.7/1黒色粘土質シル ト粒0.5-lcm大・
10YR4/2灰黄褐色粘土質シル ト 斑に5%混入）

3 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト （炭化粒．
lOYRl.7/1黒色粘土質シル ト粒0.5-lcm大・
10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト斑に1%混入）

SP943土層注記
1 10YR2/l黒色粘土質シル ト (lOYR4/3にぶい黄褐
色粘土質シル ト・ 地山3%混入）

2 10YR5/3にぶい黄褐色シル ト 質粘土 (1層が斑に
10%混入、炭化物帯状に堆積）

3 炭化物層
4 10YR2/2黒褐色砂質シル ト (lOYR4/3にぶい黄褐
色粘土質シルト・地山3%混入） SD937 

遺物 S=1 : 6 
゜ 2m 
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ST645土層注記
1 10YR2/2黒褐色砂質シルト（地山1%混入）
2 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト (lOYR5/6黄褐色砂5% · 遺物多秘に混入）
3 10YR2/2黒褐色砂質シルト (4陪が3%混入）
4 2.5Y4/3オリープ褐色砂質シルト (3府 · 2.5Y4/2 11音黄灰色粘土質シ
ルト斑に各5%滉入）

5 10YR2/l熙色砂質シルト （地山粒1% · 炭化粒0.1cm大 1%混入）
SD628 

6 9層と類似、焼土1%混入 SD937 
7 2.5Y3/l黒褐色粘土質シル ト (2.5Y5/3黄褐色粘土質シルト帯状に

10%混入） SD937 
8 10YR5/3にぷい黄褐色シル ト (2.5Y3/2黒褐色砂質シルト粒

0.5cm大5%混入）

9 2.5Y5/4黄褐色砂質シルト (2.5Y3/2黒褐色砂質シルト帯状に流れ込
む様に10% ·2.5Y3/l黒褐色砂質シルト粒0.5cm大 1%混入）

10 lOYRl.7/1黒色粘土質シルト (12層が霜降状に5%混入） ED 
11 10YR2/l黒色シルト (12陪を5%混入）
12 2.5Y5/3黄褐色シルト (2.5Y3/ l黒褐色砂質シル ト ·2.5Y4/2暗黄灰
色砂質シルト斑に各5%混入）

13 2.5Y5/3黄褐色砂質シルト (2.5Y2/l黒色砂質シルト斑に 10% · 炭化
粒0.5cm大1%混入）

14 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト (15層が帯状に20%混入）
15 10YR2/l黒色シル ト (2.5Y5/3黄褐色シルト5%混入）
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ST750·8D628土層注記
1 錯乱
2 10YR2/l黒色砂質シルト
3 2.5Y3/l黒褐色粘質シルト (2.5Y5/l黄灰色砂質シルトしみ込むよう

に斑に10%·5Y6/ l灰色砂質シルトプロック 5cm大5%·4/(!l斑に
5%混入）
5Y3/l オリープ黙色砂 (5Y4/l灰色砂質シルト 10%·3陪5%·
10YR5/6黄褐色砂5%マープル状に混入）
10YR2/l黒色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 30%·
10YR4/ l褐灰色粘質シルト 10%斑に混入）
10YR2/ l黒色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 20%·
10YR4/ l褐灰色粘質シル ト 20%斑に混入）
10YR3/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 20% ·
10YR4/l褐灰色粘質シルト 10%·5@5%混入）
10YR3/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 10%·
10YR4/l褐灰色粘質シルト 20%·5陪に3cm大プロ ッ ク 3%混入）
10YR2/l黒色粘質シル ト (2.5Y5/3黄褐色粘質シル ト 5%· 10YR4/l
褐灰色粘質シルト 5% · 7層に5%帯状に堆積 ・ 炭化粒0.5cm大1%混入）

4
 

5
 
6
 

7
 

8
 , 20 

21 
22 

10 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR3/2黒褐色粘質シルト 10% ·
2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 5%混入）

11 10YR4/4褐色粘質シルト (13層の焼土粒1%混入、 lOYRl.7/ 1黒色
粘質シルト ・ 10YR3/3暗褐色粘質シルト各10%、 炭化粒5%混入）

12 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (11附が斑に20%混入）
13 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR2/ l黒色粘質シルトがしも降り状

に 10%· 焼土粒0.5~2cm大5% . 炭化物1cm大1%混入）
14 10YR2/ l黒色粘質シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色粘質シルト ·

10YR6/3にぶい黄橙色シルト各5%混入）
15 10YR5/6黄褐色 シル ト （硬くしまつている ） 被熱痕
16 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR3/2黒褐色粘質シルト 50% ·

2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 5%混入）
17 10YR3/2黒褐色シル ト質粘土 (lOYR3/2黒褐色粘質シルト 20%·10

層10%·2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 1%混入）
18 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シル ト (14陪3%·10YR6/3にぷい黄橙

色シルト 10%混入）
19 10YR2/l黒色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘牧シルト ・ 1 7陪各20%

混入）
2.5Y5/3黄褐色粘土 (19陪粒0.5cm大5%混入）
10YR3/2黒褐色砂例シルト （粘性あり、炭化粒0.3cm大1%混入）
2.5Y5/3黄褐色砂質シルト
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ー ST825土層注記-—_ l IOYR2/2黒褐色砂質シルト (IOYR3/2黒褐色斑にこ 二 /,: 雷認芸ば闘雷｝レト (IOYR5/2灰黄-— —-— 褐色シルト斑に50%混入）
3 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト (IOYR4/3にぶい黄

188-12 
褐色シル ト 斑に60%混入）

4 IOYR5/2灰黄褐色砂質シルト
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ST856土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト (5cm大円礫5% ・ 地山
斑に5%混入）

2 10YR2/l黒色砂質シルト (lOYR4/4褐色粘土質シ
ルト ・ 10YR4/6褐色砂質シルト斑に各10%混入）

3 10YR4/6褐色砂質シルト (10YR4/4褐色粘土質シ
ルト 5% · 2層 1%混入）

4 10YR5/6黄褐色砂質シルト （粘性あり、上面が硬
くしま っ ている ・ 10YR2/2黒褐色シルト 1%混入）
貼床

5 10YR2/2黒褐色砂質シル ト (3層5%斑に混入）
6 10YR4/6褐色砂質シルト (lOYR4/4褐色粘土質シ

ルト 1% ·2陪1%混入）
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S81124·1144 、 SA1143土層注記
1 10YR3/l黒褐色粘土質 シルト
2 10YR2/l黒色粘土質 シルト （ほぽ純粋）
3 10YR4/3にぶい黄褐色粘土
4 2層に3層5%混入
5 7.5Y2/2オリ ー プ黒色 シルト質粘土（地山プロ ッ ク 5cm大10%
混入）

6 7.5Y2/2オ リー プ馬色 シルト質粘土（地山プロ ッ ク 5cm大50%
混入）

7 10YR2/ l黒色粘土質シル ト （地山粒・ 黒褐色粒0.5- lcm大5%
混入）

8 10YR2/l黒色粘土質シルト （地山粒30% · 黒褐色粒5%混入）
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S81125·1141·1142土暦注記
1 10YR2/l黒色粘土 (10YR4/4褐色砂質粘土0.5-2cm大5% · 炭化粒1%混入、しまつている ）
2 1 0YR2/2黒褐色砂質粘土 (lOYR4/4褐色砂質粘土l -3cm大20%· 炭化粒］％混入）
3 JOYR2/2黒褐色砂質粘土 (JOYR4/4褐色砂質粘土l-3cm大10% · 炭化粒1%混入）
4 10YR2/2黒褐色砂質粘土（均質）
5 lOYRl.7/1黒色粘土 (lOYR4/4褐色粘土0.5cm大5%混入、 し まつている ）
6 10YR2/l黒色粘土 (lOYR4/4褐色砂質粘土プロ ッ ク 3cm大10% · 炭化粒1%混入、しまつている）
7 10YR2/l黒色粘土 00YR4/4褐色砂質粘土プロ ック 5cm大30% · 炭化粒1%混入 、 しま っ ている ）
8 10YR2/3黒褐色粘土質シルト (lOYR4/4褐色砂質粘土斑に10%混入）
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S81126土層注記
I IOYR2/ l黒色粘土 ( 10YR3/2黒褐色砂質粘土0.5-lcm大・ !OYR4/3にぶい黄褐色粘土l-3cm大5%混入）
2 I~ に灰色粘土質シルト船状に混入
3 IOYR2/l 黒色粘土 (IOYR3/2黒褐色砂質粘土5cm大・ 10YR4/3にぷい黄褐色粘土5cm大20%混入）
4 IOYR2/l黒色粘土 (JOYR3/2黒褐色砂質粘土l -2cm大・ 10YR4/3にぷい黄褐色粘土l-2cm大20%混入）
5 I OYR3/2黒褐色砂質粘土 (10YR2/l黒色粘土J -2cm大・ JOYR4/3にぶい黄褐色粘土I -2cm大20%況入）
6 10YR4/l褐灰色砂質シルト
7 10YR2/l患色粘土 (IOYR3/2黒褐色砂質粘土0.5-lcm大 ・ IOYR4/3にぶい黄褐色粘土5-lOcm大5%ilり人）
8 IOYR2/l黒色粘土 (IOYR4/3にぷい黄褐色粘土2cm大1%混入）
9 IOYR4/4褐色 (IOYR2/I 焦色粘土縞状に混入）
JO IOYR3/2黒褐色砂質シルト （ しまっている ）
11 IOYR2/J黒色粘土 (JOYR3/2黒褐色砂質粘土 ・ 10YR4/3にぶい黄褐色粘土0.5-lcm大混入）
12 10YR2/I黒色粘土 (IOYR3/2黒褐色砂質粘土! -3cm大5%·10YR4/3にぷい黄褐色粘土30%混入）
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S81127·1128·1129土暦注記
1 10YR3/l黒褐色シル ト質粘土 （均質）
2 2.5Y4/2暗黄灰色粘土質シルト (lOYR3/ l黒褐色粘土 ・ 10YR4/4褐
色粘土0.5-lcm大10%混入）

3 2層に類似、黒褐色粘土を多く滉入
4 8層に類似、細砂混入
5 10YR3/l黒褐色粘土質シルト (10YR4/4褐色粘土プロック l-3cm大

10%混入）
6 2.5Y3/2黒褐色砂質粘土（均質）
7 10YR3/l黒褐色粘質シルト (10YR4/4褐色粘土プロ ック 3-5cm大

50%ｷ 細砂5%混入）
8 10YR4/4褐色粘土 (10YR3/l黒褐色粘質シルトプロック 5cm大50%

混入）
9 10YR3/l黒褐色粘質シルト (lOYR4/4褐色粘土プロック 3-5cm大

50%混入）
10 2.5Y3/ l黒褐色砂質シルト (16荊に類似）
11 10YR4/4褐色粘土 (10YR3/l黒褐色粘質シルトマープル状に10%混

入）
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12 10YR3/l黒褐色粘土質シルト (lOYR4/4褐色粘土プロック 3-5cm大
10%況入）

13 2.5Y3/l黒褐色砂質粘土 (IOYR3/l黒褐色粘土・ 10YR4/4褐色粘土
0.5-3cm大5%混入）

14 10YR3/l黒褐色粘質シルト (lOYR4/4褐色粘土粒20%混入）
15 10YR3/l黒褐色粘質シル ト (IOYR4/4褐色粘土プロック 3cm大50%

混入）
16 2.5Y3/l黒褐色粘質シルト (2.5Y4/2暗黄灰色シルト粒0.5cm大5%混

入）
17 10YR3/l黒褐色粘質シルト (lOYR4/4褐色粘土プロック J-3cm大

50%混入）
18 10YR3/l黒褐色粘質シルト (IOYR4/4褐色粘土プロック l-3cm大

30%混入）
19 10YR3/l黒褐色粘質シルト (10YR4/4褐色粘土プロック 3-5cm人

30%混入）
20 10YR3/l黒褐色粘質シルト (lOYR4/4褐色粘土粒0.5cm大20%混人）
21 10YR3/l黒褐色粘質シル ト (IOYR4/4褐色粘土粒0.5cm大50%混入）

94.50m1 3 
c- 2 1 • ー C

8B1150 
SP662土層注記
1 IOYR3/3暗褐色粘質シルト (10YR4/2灰黄褐色シルト10%混入）
2 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト (IOYR3/3暗褐色シルト 10%混入）
3 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト

SP663土層注記
1 10YR3/3暗褐色粘質シルト (lOYR5/4にぷい黄褐色シルト 20%
混入）

2 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト (10YR3/311音褐色シル ト 10%混入）
3 10YR4/4褐色砂質シルト

SP658土層注記
l 10YR3/3暗褐色粘質シルト (IOYR3/411音褐色粘質シルト 10%混

入）
2 10YR3/311音褐色粘質シルト (10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト

50%混入）
3 10YR4/4褐色砂質シルト

SP659土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト (10YR3/3暗褐色粘質シルト40%

混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (lOYR4/2灰黄褐色シルト

20%混入）
3 10YR5/3にぷい黄褐色粘質シルト

SP660土層注記
1 10YR3/3暗褐色粘質シルト
2 10YR3/2黒褐色粘質シルト
3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト (lOYR3/311音褐色シル ト斑点状に

]〇％混入）
4 10YR5/3にぶい黄褐色シルト

SP611 土層注記
1 10YR2/2黒褐色シルト (10YR3/3暗褐色粘質シルト 30%混入）
2 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色粘質シルト

30%混入）
3 10YR6/3にぶい黄橙色粘質シルト (10YR5/3にぶい黄褐色シル

卜 10%混入）
4 10YR5/3にぷい黄褐色粘質シルト (10YR5/2灰黄褐色シルト

10%混入）

3
 

94.50m1 3 
d- IN占 亨d' 。 2m 

1 : 50 

第44図遺構実測図ーS81127·1128·1129·1150-

一 57 -



1-u ｷa, I \ 
SP401 

キ
~J7SP402 

否so 5歪°

94.90m I'!1 
a-

一
94.90m 

3 4 2 撹乱 2

d= 

~ 
S81145 

ご 4゚
寸

寸

SP400 

P405 

• 
• 

l 
N 

SP399 

5
 3

1
 

e-

¥
f
 ぷt,,ぶ

• ] -d' 

SP403 

SP407 

UJ SP477 
SP473 

d-
SP474 b-f-0 

94.00m 
d-

ー

3

S81146 

Q)sPioe 贔；；；
3 a,I 苫 a, I 

止a'b~.90m 2 - b'吃Om 4 3 -c' 

: 3 ― d'f二~2
て＿＿ ＿ 心

もら
ぷ＼

ｷcul 

(g SP484 

-b' 
SP475 

-d' 

2
 

94.00m 
e-

ｷ, 
—,· •>

|
 

ー

e

z
 

E
o
o
．
寸6

, 
d
 

ー

7
6

>
5roI

94.00m 
b- -b' 

SK382土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色砂質シルト （ほ
ぽ均質、酸化鉄混入）

2 2.5Y6/6明黄褐色砂 （硬くしま
る ）

3 2.5Y6/8明黄褐色砂（硬くしま
る、被熱している）

S81145土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色粘土質シルト

(2陪粒0.5cm大 1%混入）
2 2.5Y2/l黒色粘土質シル ト

(@2.5Y4/2暗黄灰色砂質シルト
マープル状に⑤2.5Y3/l黒褐色
粘土質シルト斑に各5%混入）

3 2.5Y3/3暗オリープ褐色砂質シ
ルト (2陪粒0.5cm大1%滉入）

4 2.5Y5/4黄褐色粘土質シルト
(®@層がマープル状に1%混
入）

5 2.5Y5/4黄褐色粘土質シルト
（純粋） 地山

3
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l 2.5Y2/ l黒色粘土
質シルト

2 2.5Y2/l黒色粘土
質シルト （黄褐色
粘土質シルト粒
10%混入）
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SP664土層注記
1 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト (I OYR4/2灰黄褐色粘質シル ト 斑に混

入）
2 10YR5/2灰黄褐色粘質シルト (IOYR4/2灰黄褐色シルト 20%混入）
3 10YR5/2灰黄褐色シルト（黄褐シルト粒少々混入）
4 10YR5/2灰黄褐色シル ト (10YR5/3にぶい黄褐色シルト・粘土各

20%混入）
5 10YR5/2灰黄褐色シルト (10YR4/2灰黄褐色粘質シルト30%混入）

SP665土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト (10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト 10%混入）
2 10YR4/3にぷい黄褐色粘質シルト
3 10YR4/3にぷい黄褐色粘質シルト (lOYR4/2灰黄褐色 シル ト斑に混

入）

SP666土層注記
1 7.5YR3/2黒褐色粘質シル l、 (10YR5/2灰黄褐色シルト 10%混入）
2 7.5YR4/4褐色シルト (IOYR5/2灰黄褐色シルト 30%混入）
3 10YR5/2灰黄褐色シルト (10YR7/2にぶい黄橙色シルト 30%混入）
4 10YR5/2灰黄褐色シル ト

SP667土層注記
1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト
2 10YR6/3にぶい黄橙色シルト ( 10YR5/3にぶい黄褐色シル ト 30%混入）

SP668土層注記
1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト (lOYR6/l褐灰色 シル ト 20%混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト
3 10YR6/2灰黄褐色シル ト

SP670土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト (lOYR5/3にぷい黄褐色シルト 20%混入）
2 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト (10YR4/3にぶい黄褐色シルト 10%混入）
3 10YR5/4にぶい黄褐色シルト

SP685土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト
2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト

SP686土層注記
1 10YR3/2馬褐色 シル ト (lOYR5/4にぶい黄褐色シル ト 20%混入）
2 10YR5/2灰黄褐色シルト (1QYR5/4 にぶい黄褐色シル ト 10%混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト
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S81163 、 1164

1 10YR2/2黒褐色砂質シルト （炭化粒0.3cm大1%混入）
2 10YR2/2黒褐色砂質シルト （炭化粒0.5cm大3%混入）
3 10YR3/3暗褐色砂質シルト (2層斑に5%混入）
4 10YR2/2黒褐色砂質シル ト (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-

0.5cm大20%·1陪斑に5%混入）
5 2.5Y2/l黒色 シルト質粘土 (1QYR4/2灰黄褐色シルト質粘土斑に

30%·4層5%混入）
6 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-

0.5cm大5%混入）
7 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-

0.5cm大10% ·11罰5%斑に混入）
8 5陪に類似 （炭化粒0.1cm大3%混入、酸化鉄多批に付;{I )
9 2.5Y5/4黄褐色粘質シルト (8層プロック 0.5-3cm大5%·2.5Y3/2黒
褐色粘質シルト斑に5%混入）

10 10YR2/l黒色粘土 (6陪斑に40%混入）
11 10YR4/4褐色粘質シルト (6層しみ込むように10%混入）
12 10YR2/2黒褐色粘質シルト (13層3%混入）
13 2.5Y5/4黄褐色粘質シルト (2.5Y3/ l黒褐色砂質シル ト・ 10YR2/l 黒

色粘質シルト粒0.1-lcm大混入）
14 6層に類似 (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-0.5cm大斑に5%

混入）
15 6層に類似 (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-0.5cm大斑に10%

混入）
16 6層に類似 (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-0.5cm大斑に20%

混入）
17 6層に類似 (2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒地山0.3-0.5cm大斑に30%

混人）

ss 

X
s
o

、

/ 0
¥
 

、S
6

X
今

d1 

a.- ......__,,,,~~ ::; Uti l !J ------------------- f U-) • —f' 

f— 望 I 
I SP860 

• • S81155 

• • 

—b' • 
(a): 屯ロ ~ S:864 髯b-

e — —e , 
SP865 SP862 

\ SP861 
95.10m 。こ —a , • a-

b 95.10m 
b'95.10m —e , —e-

95.10m c- ’ ー C I 
95.10m —I' 

d 
95.10m —- d' 

゜ 2m 

1 : 50 

第50図遺構実測図ーS81155·1156• 1163ｷ1164-

一 63 -



S81162 CD 

94.60m 
a-

94.60m 
b- P —b' 

` 94.60m 
c-

, 
ーC d 

94.60m 
-d' 

, 94.60m —e f—— f' 

~lド\ 3 1 

桑sこ:,~~三シ—
p
 

q
 

q — 

—q' 

—q' 

—g' 

P -h' I  
. 94.60m 

2~ 

., 
ー1

. 94.60m 
j 一

., —j 

k 
94.30m 

5 

94.70m 
n— 

- k' I 
94.60m 

-I' 

冒
94.70m 

0-
1 2 

-o' 

三

94.60m 
m— 2 

' -m  

平面図 ・エレペーション

p 94.60m 

~,· 

断面図

p
 

゜ 4m ゜ 2m 

1 : 100 1 : 50 

第51 図遺構実測図ーS81162-

一 64 -



S61162土暦注記
SP594土層注記 a-a' 
1 10YR2/l黒色粘質シルト (2.5Y6/4にぶい黄色粘質シルト · 2.5Y3/l
黒褐色粘質シルト l-5cm大各10%混入、土器片混入、炭化粒0.5cm
大1%混入）
lOYRl.7/ 1黒色粘質シルト (2.5Y6/4にぶい黄色粘質シルト 50%·
2.5Y3/l黒褐色粘質シル ト 5%混入）
2.5Y5/3黄褐色粘質シルト (2.5Y6/4にぶい黄色粘質シルト斑に
10% ·2.5Y3/l黒褐色粘質シル ト縞状に5%混入）
掘り方埋土はSP624に類似

3
 
※
 

SP623土層注記 b-b' 
1 10YR2/2黒褐色粘質シル ト (10YR5/3にぶい黄褐色シルト質粘土

10% · 10YR2/l黒色粘質シル ト 5%斑に混入） . 

10YR2/l黒色粘質シルト ( 1層10%·10YR5/3にぶい黄褐色シル ト
質粘土20%斑に混入）
10YR3/2黒褐色砂質シルト (1·2層各3%·10YR5/3にぶい黄褐色
シルト質粘土5%斑に混入）

2
 

3
 

SP624土層注記 c-c' 
1 2.5Y2/l黒色シルト質粘土
2 10YR3/2黒褐色砂質シルト (2.5Y2/ l黒色 シ ルト質粘土斑に5%混入）
3 2.5Y2/l黒色シル ト質粘土 (4層粒0.1cm大5%混入）
4 2.5Y6/3にぷい黄色粘土 （砂5%混入）
5 2.5Y2/l黒色粘土 (4層斑に5%混入）

SP599土層注記 d-d' 
1 10YR2/l黒色粘質シル ト (10YR5/2灰黄褐色粘質シルト・ 10YR3/2
黒褐色粘質シルト各5%斑に混入）
10YR2/l黒色粘質シルト (10YR5/2灰黄褐色粘質シルト30% ·
10YR3/2黒褐色粘質シルト 10%斑に混入）

2
 

SP601·SK637土層注記 e-e' 
1 10YR2/3黒褐色砂牧シルト (2.5Y5/3黄褐色砂質シルト粒0.1-

0.5cm大10%· 炭化粒0.1cm大5%混入）
lOYRZ/3黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色砂質シルト粒0.1 -lcm
大帯状に10%混入）
2.5Y3/l黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色砂質シル ト 粒0.1-lcm大
1%混入）
2.5Y3/l黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色砂質シルト粒プロック
5cm大1%混入）
2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土 (3層斑に5%混入）

2
 

3
 
4
 

5
 
SP602· 1 044土層注記 f-f' 
1 2.5Y3/l黒褐色砂質シルト （炭化粒0.1-lcm大1% ·10YR3/l黒褐色
砂質シルト斑に3%混入、粘性あ り ）
10YR3/l黒褐色砂牲シルト （炭化物0.5-lcm大5%· 10YR5/3にぶ
い黄褐色粘質シルト 0.5-lcm大5%·2.5Y3/l黒褐色砂質シル ト 斑に
10%混入）
2.5Y6/3にぷい黄色粘土 （砂5%混入）
2.5Y2/l黒色粘土 (3層斑に5%混入）
2.5Y2/l黒色シルト質粘土 (3層粒0.1cm大5%混入）
10YR3/2黒褐色砂質シルト (1陪斑に5%滉入）

2
 

3
4
5
6
 
SP610·611 土層注記 g-g' 
1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト (lOYR5/3にぷい黄褐色シル ト斑に

20%·7.5YR5/6明褐色シルト ・ 焼土粒0.5-lcm大5%· 炭化粒1cm
大3%混入）
10YR3/3暗褐色シルト (10YR5/3にぶい黄褐色シルト斑に20%·
7.5YR5/6明褐色シルト ・ 焼土粒0.5-lcm大5%· 炭化粒1cm大3%
混入）
2.5Y4/2暗黄灰色シル ト (lOYR4/3にぶい黄褐色シルト 1%. 炭化粒
0.2cm大3% ・焼土粒0.3cm大1%混入）
10YR3/3暗褐色シル ト

2
 

3
 
4
 

SP603·609土層注記 h-h' 
1 10YR2/l黒色粘質シル ト (10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト・

10YR3/l黒褐色粘質シル ト 各5%斑に混入）
10YR2/ l黒色粘質シル ト (lOYR5/4にぶい黄褐色粘質シルト 30%·
10YR2/l黒色粘質シル ト 5%斑に混入）
10YR2/2黒褐色粘質シル ト (2.5Y5/3黄褐色粘質シル ト粒0.5cm大
1%混入）
10YR3/l黒褐色粘質シル ト (3陪 ・ 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シル
ト・ 2.5Y5/3黄褐色粘質シルト粒0.5cm大各5%斑に混入）

2
 
3
 

4
 

SP604·605土層注記 j-j' 

1 2.5Y3/l黒褐色粘質シルト（分層面に炭化物付着）
2 10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト 10% ·1層 ·

10YR2/l黒色粘質シル ト プロック5-lOcm大20%混入）

3
 

10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト30% ·1層 ・
10YR2/l黒色粘質シル ト プロック 5-lOcm大10%混入、 2層に比べ
粘性が強い）

SP606土層注記 j—j ' 
1 10YR2/2黒褐色シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色シルト粒0.5cm大 ・

lOYRl.7/1黒色シルト斑に5%混入）
2.5Y3/l黒褐色粘質シルト (2.5Y4/2暗黄灰色粘質シルト斑に5% ·
炭化粒1cm大3%混入）
10YR2/l黒色砂質シ ルト (10YR3/l黒褐色砂質シルト 10%·
10YR5/3にぷい黄褐色粘質シルト5%混入）
10YR2/l黒色砂質シルト (lOYR3/l黒褐色砂質シルト］〇％ ・
10YR5/3にぶい黄褐色粘質シル ト 20%混入）

2
 

3
 

4
 

SP625·586·607土層注記 k-k' 
1 10YR2/l黒色粘質シルト (10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト・

10YR3/l黒褐色粘質シル ト各5%斑に混入）
10YR2/l黒色粘質シルト 00YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト 30% ·
1陪5%斑に混入）
10YR2/2黒褐色粘質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘質シルト粒0.5cm大
1%混入）
10YR3/l馬褐色粘質シルト (3陪・ 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シル
卜 · 2.5Y5/3黄褐色粘質シルト粒0.5cm大各5%斑に混入）
10YR3/2黒褐色砂質シル ト （炭化粒0.2cm大1% · 3層5% · 2.5Y5/3
黄褐色粘質シル ト粒0.5cm大1%斑に混入）
SP623野掘り方埋土と類似、アタリは明瞭でなく斑で埋め戻し様で
ある

2
 
3
 

4
 

5
 
※ 

SP595土層注記 1-1' 
1 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト（炭化粒0.2cm大1%混入、粘性あり）
2 10YR2/2黒褐色砂質シルト (10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト帯状
に流れ込むように20%混入）
10YR3/l黒褐色砂質シルト (2陪5% ·10YR5/4にぶい黄褐色砂質シ
ルト粒1cm大5%混入）
10YR2/l黒色粘質シルト (3陪5%混入）
l陪のアタ リ がSP63 1のアタリと類似

3
 
4

※
 

SP632土層注記 m-m' 
1 10YR2/2黒褐色シル ト (21習5% · 2.5Y5/3黄褐色シル ト 粒0.5-lcm
大5% · 炭化粒0.5cm大3%混入）
10YR2/ l黒色シルト (2層5% · 2.5Y5/3黄褐色シル ト粒0.5-lcm大
5%ｷ 炭化粒0.5cm大3%混入）
10YR2/2黒褐色シルト (2.5Y5/3黄褐色シルト粒0.5-lcm大斑に
30%ｷ 炭化粒0.5cm大1%混入）
10YR2/ l黒色粘質シルト (3層5%混入）
SP631 よりも掘り方埋土プロックが細かい、アタリは泡在認められず

2
 
3
 
4

※
 

SP629·630土層注記 n-n' 
1 10YR2/l黒色粘質シルト 00YR3/2黒褐色粘質シルト粒3cm大 · 2
陪プロック 3-5cm大10%滉入）
2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土 (2.5Y4/2暗黄灰色シル ト 質粘土斑に
10%混入）
1陪に類似 (1層に比べ2恩プロ ックが20%混入）
2陪に 1陪が10%混入
SP630はSP624の掘り方覆土に類似、明瞭な柱痕は認められない
2.5Y3/l黒褐色砂質シル ト (SD566Flに類似、土器片混入、粘性あり ）
10YR3/2黒褐色粘質シルト (7陪5%·2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土
3%斑に混入）
10YR3/l黒褐色粘質 シル ト (2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土粒0.5-
2cm大1%·8層粒0.5cm大1%· 10YR5/8黄褐色シルト質粘土粒
0.5cm大混入、土器片混入）
lOYRl.7/1黒色粘土 (2.5Y5/3黄褐色シルト質粘土斑に5% · 炭化粒
0.5cm大1%混入）
他に類似が認められな い、 7陪上面に礫2個確認その下位に柱痕上の
落ち込みが認められる

2
 
3
4

※
5
6
 

7
 

8
 
※ 

SP777·1045土層注記 o-o' 
1 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト（地山粒霜降状に10%混入）
2 10YR2/3黒褐色砂質シルト（上位は地山粒が帯状に10% · 下位は斑

に5%混入、地山 との分層面に酸化鉄が付滸）

SP631 土暦注記 p-p' 
1 10YR2/2黒褐色砂質シルト (2.5Y5/2暗灰黄色 シル ト斑に5%混入、
粘性あり ）
2.5Y2/l黒色砂質シル ト (2.5Y5/2暗灰黄色シルト ・ 3層斑に各5%混
入、粘性あり）
10YR5/4にぶい黄褐色シルト (10YR4/2灰黄褐色砂質シル ト. 2層
各5%斑に混入）
SP624 と掘り方桜土が類似

2
 

3
 
※ 
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ST584·S61165土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色砂質シルト (3層斑に3%混入）
2 1層に類似 （純粋）

3 l陪に類似 (7陪斑に20%混入）
4 7陪に類似 (7層に比べ粘性が強い、 1層が帯状に堆梢し中央が

落ち込む）
5 10YR2/l黒色シルト (7陪5%·lOYRl.7/1黒色砂質シルト 10%

斑に混入）
6 10YR2/3黒褐色砂質シルト (5 · 7/杓粒子状に0.3cm大3%混入）
7 2.5Y4/3オリープ褐色シルト (5R刃斑に5%混入）
8 7陪に類似 (5/(3 プロック 2cm大10%混入）

SK539土層注記
1 10YR3/2黒褐色粘質シ ルト 00YR4/2灰黄褐色砂質シルト 10%
混入、硬くしまっている）

SP717土層注記
1 10YR2/l黒色粘質シルト (3層 1%混入）
2 10YR2/2黒褐色砂質シルト (3荊5%混入）
3 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (lOYR2/l黒色粘質シルト

10%ｷ 褐色粒0.5cm大5% · 7.5YR5/6明褐色シルト 0.5cm大
10%·7.5YR3/2黒褐色シルト斑に10%混入）

4 7.5YR3/2黒褐色砂質シルト（褐色粒1% ·7.5YR5/6明褐色シル
卜粒10%混入）

5 7.5YR3/3暗褐色砂質シルト (4·6層3%斑に混入）
6 10YR4/4褐色砂質シルト (5陪 1%混入）
※ 焼土・炭化粒を含み掘り方埋土はST582の埋土と考えられる

SP719土層注記
1 10YR2/l黒色粘質シル ト
2 10YR2/l黒色粘質 シル ト （褐色粒· 褐色シルト多枇に含む）

SP712土層注記
1 10YR2/3黒褐色粘質シルト （炭化粒0.3cm大1%·2.5Y5/3黄褐
色砂質シルト粒O.l-0.3cm大5%混入）

S0616 
a-a' 土層注記

l 耕作土
2 10YR3/2黒褐色シルト SP覆土
3 10YR2/2黒褐色粘質シルト （ほぽ分陪不可） 自然埋土
4 10YR3/2黒褐色粘質シルト （ほぽ分陪不可） 自然埋土
5 崩落土が6層に混入
6 10YR3/2黒褐色シルト （地山粒が斑に20%混入） 埋土
7 10YR3/2黒褐色シルト（地山粒が斑に50%混入、しまりがない）
埋土

8 10YR3/2黒褐色シルト SD6覆土

b-b' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト （土師器粒混入、硬くしまつている）
2 1層に類似 (lOYR2/2黒褐色粒5%混入）
3 10YR3/l黒褐色シル ト (2 · 4·5荊粒1cm大10%混入、硬くし

まっている）
4 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 (5陪をプロック状に20%混入）
5 10YR4/ l褐灰色砂質シルト (4府をプロック状に5%滉入）
6 10YR3/l黒褐色砂質シル ト (2.5Y6/3にぶい黄色粘土プロ ッ ク

5cm大5%混入）
7 2.5Y4/l黄灰色細砂 (7層を 10%混入）
8 2.5Y4/2暗灰黄色細砂 (4陪粘土プロック ・ 2.5Y3/2黒褐色砂各

10%混入）
9 2.5Y3/l黒褐色粘土 （均質）
10 4/('i粘土に8·9層が斑に各20%混入
11 2.5Y4/3オリープ褐色粘土
12 /iJj 落土

c-c' 土層注記

1 10YR2/l黒色粘質シル ト (2陪が汚れるように斑に5%混入）
2 10YR3/l黒褐色砂質シルト （粘性あり、 10YR5/4にぶい黄褐色
粘質シルト粒O.l-0.5cm大がしも降り状に混入） 地山

3 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (1附がしみ込むように5%混
入）

4 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト（流れ込み附）
5 lOYRl.7/1黒色粘土（炭化粒0.5cm大1%混入）

一 67 -

6 10YR2/2黒褐色砂質シルト (2陪に地山10% 、 5/rl に 1%混入）
7 10YR2/2黒褐色砂質シル ト （地山斑に50%混入）
8 10YR2/2黒褐色砂質シルト (IOYR2/l黒色粘土斑に30%、 9陪

を 10%混入）
9 10YR2/3黒褐色砂 (lOYR2/l黒色粘土斑に20%、 地山斑に5%

混入）
10 10YR3/2黒褐色シルト SD615毅土

d-d' 土層注記

1 10YR2/l黒色粘質シルト (2/0が汚れるように斑に5%混入）
2 10YR3/l黒褐色粘質シルト ( IOYRl.7/1黒色粘土帯状に20%·
地山0.5-3cm大5%混入 ）

3 10YR3/ l黒褐色砂質シルト （粘性あり、 10YR5/4にぶい黄褐色
粘質シルト粒O.l-0.5cm大がしも降り状に混入）

4 10YR3/l黒褐色粘質シル ト （地山粒 ·10YR2/2馬褐色砂質シル
卜粒0.3cm大各20%混入）

5 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (1層がしみ込むように5%混
入）

6 10YR2/2黒褐色砂質 シルト (3陪に地山 10% ·lOYRl.7/ 1黒色
粘土1%混入）

7 10YR2/2黒褐色砂質シルト（地山が斑に50%混入）
8 10YR2/3黒褐色砂 (IOYR2/l黒色粘土斑に20% 、 地山斑に5%
混入）

9 10YR2/3黒褐色砂 (lOYR2/l黒色粘土斑に5%、 地山斑に40%
混入）

10 10YR3/l黒褐色砂質シルト （炭化粒1%混入）

e-e' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト （粘性あり、 炭化粒0.5cm大1%.

10YR3/3II音褐色砂質シルト］〇％混入）
2 10YR3/3 II音褐色砂質シルト（粘性あり、 10YR4/4褐色砂質シル

卜斑に10%混入）
3 10YR2/ l黒色粘質シル ト (lOYR3/l黒褐色粘質シルト4陪にし

ま状に10%混入）
4 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR3/3暗褐色粘質シルト・

10YR4/4褐色粘質シルト斑に各20%滉入）
5 10YR2/2黒褐色粘質シルト (lOYR3/311音褐色粘賀シルト・

10YR4/4褐色粘質シルト斑に各5%混入）
6 10YR3/4暗褐色砂質シルト（粘性あり、 4陪斑に50%混入）
7 10YR2/2黒褐色砂質シル ト （粘性あり、 6·8層各10cm大プロ

ック斑に10%混入）
8 10YR4/4褐色砂質シルト （粘性あり、 7陪5%混入）
9 10YR4/4褐色砂質シルト （粘性あり、 10附5%混入）
10 10YR4/6褐色細砂 (lOYR2/2黒褐色粘質シルトしま状に5%混

入）
11 JOYR3/2黒褐色 シル ト質粘土 (8層粒0.1cm大30%混入、硬くし

まっている）
12 10YR4/4褐色シルト質粘土 (411'§粒0.1cm大5%混入）
13 10YR3/4暗褐色粘土 （炭化粒1%混入）

f-f' 土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色シルト （耕土）
2 10YR4/2灰黄褐色シル ト （黄褐色シルト滉じり ）
3 10YR3/2黒褐色シルト
4 10YR4/2灰黄褐色シルト
5 10YR3/3暗褐色シルト
6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト
7 10YR4/2灰黄褐色シルト
8 10YR4/2灰黄褐色シルト
9 10YR4/2灰黄褐色シルト （粘質）
10 10YR5/2灰黄褐色シルト
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S0566 a-a' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘士3cm大プ

ロック 5%混入、乾燥しやす＜硬くしまる、磨滅した土器
出土）
10YR3/l黒褐色砂質シルト (2.5Y5/3黄褐色粘土3cm大プ
ロ ック斑に5%·1層粒1%混入、下位の分層面に鉄分の沈
滸が認められる）
2.5Y3/2黒褐色粘質細砂 (lOYR3/l黒褐色粘土粒0.1-
0.5cm大斑に混入、レンズ状堆積）

10YR3/l黒褐色シルト質粘土 （ほぽ純粋、磨滅した土器出
土）
10YR3/l黒褐色シルト質粘土 (2.5Y3/2黒褐色シルト・細
砂水平堆積）
3陪に4層がl-3cm大プロック 5%混入、自然木（径1-
3cm大の幹）まとまつて混入
2.5Y3/3暗オリープ褐色砂質シルト (lOYR3/ l黒褐色シル
卜質粘土粒 ·2.5Y5/4黄褐色砂質シルト粒・ 10YR3/l黒褐
色粘土粒O.l-0.5cm大各10%斑に混入、炭化粒5%混人）
2.5Y3/2黒褐色粘質シルト (3恩がレンズ状に水平堆積で混
入、 10YR3/ l黒褐色シルト質粘土粒 ·2.5Y5/4黄褐色砂質
シル ト粒 · 10YR3/l黒褐色粘土粒0.5cm大 10%混入）

9 10YR5/6黄褐色砂 (7層粒0.5-2cm大30%混入）
10 10YR3/ l黒褐色シルト質粘土 (2.5Y3/2黒褐色シルト・細

砂 • マープル状に混入、水平堆梢）
11 4陪に2.5Y5/4黄褐色砂質 シルト (lOYR3/l黒褐色粘土粒各

0.5cm大1%混入）
12 10YR3/l黒褐色粘質シルト (5Y4/2灰オリープ色粘土

0.2cm大 ·5cm大プロ ック 1%混入、 青色骨粉? 1%混入）
5Y4/2灰オリ ー プ色粘土 (12層20% ・地山 10%斑に混入）
粗砂灰色主体
11陪に類似 (9層10%·3/晋20%斑に混入、植物逍存体混入）
乳白色粘土に13層10%混入
2.5Y4/4オリ ープ褐色シル ト 質粘土

2
 

3
 
4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
 

地山 壁崩落

S0566 b-b' 土層注記
1 SD566 a-aｷ 断面l層に同じ

2 砂
3 1層に細砂・シルト質粘土粒混入
4 細砂水平堆積
5 粗砂プロック
6 SD566a-aｷ 断面2層に類似 （炭化粒• 土器片混入）
7 粗砂レンズ状堆稽
8 壁崩落土

1 : 250 

第54図 遺構実測図ーS0566-
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基本層序 · S087·SK1 82土層注記
1 IOYR3/2黒褐色粘土質シルト ( III 陪20% ·II 府5%斑に混入）
盛土基本層序 Ia

2 IOYR4/2灰黄褐色粘土質シルト（ボソポソする ） Ic 
3 2.5Y3/I黒褐色粘土（炭化粒1% . 土器片混入、硬くしま つ てい

る、 I· N層との分層面がうずまき状にゆれおり明確でない） 1] 

4 2.5Y5/3黄褐色粘土（鉄分の染み込みが認められる ） III 
5 2.5Y2/l黒色粘土（炭化粒子1%混入、 N層との分陪面も III 層同
様不明確である）

6 1 0YR4/2灰黄褐シル ト （橙色シル ト 筋状に混入）
7 IOYR4/2灰黄褐土粘土質シルト
8 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト (I OYR6/3にぶい黄橙色シル

卜粒混入）
9 IOYR6/2灰黄褐色砂質シルト

S086土層注記
I IOYR4/2灰黄褐色シル ト (IOYR3/I黒褐シルト · 2.5Y2/ l黒色
粘土筋状に20%混入）

2 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト (IOYR3/l黒褐シル ト ・
2.5Y2/I黒色粘土筋状に5%混入）

戸

'. 二｀—d'f~—r 

95.60m 
e- 3 

2 12 1 5 
I I I I -e' 

SD37 ·69 、 SK28· 29 ・ 30 ·89 、 SP1 17土層注記
I IOYR3/2黒褐色粘土質シルト （地山プロ ック 5cm大5%混入）
2 JOYR3/2黒褐色粘土質シルト (1 2/l'l粒・地山粒5%混入）
3 IOYR3/2黒褐色粘土質シルト (12層粒1% ・ 地山粒5%混入）
4 JOYR2/3黒褐色粘土質シルト (12/l'l粒1% ・ 地山粒10%混入）
5 IOYR2/3黒褐色粘土質シル ト (12層粒1 % ・ 地山粒20%混入）
6 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（地山粒10%混入）

JOYR2/ l黒色粘土質シルト（地山プロック 5cm大5%混入）
IOYR2/l黒色粘土質シル ト (JOYR3/3暗褐色粘土質シルト
(A) 50%ｷ 土器片混入）

9 IOYR2/3黒褐色粘土質シルト (Aを帯状に5%混入）
JO 10YR2/3黒褐色粘土質シルト (A0.5cm大10%混入）

11 10YR3/3暗褐色粘土質シルト (10YR2/3黒褐
色シルト ・ 細砂5%混入）

12 lOYRl.7/1黒色粘土質シルト（地山粒プロック
5cm大5%混入）

遺物8=1 : 12 
゜ 4m 

1 : 100 
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S083·SK187土層注記
1 2.5Y3/l黒褐色粘土質シル ト (lOYR3/3暗褐色 シ ルト (A) · 2.5Y4/4
オリープ褐色粘土質シルト (B) . 炭化粒．植物質繊維各々 l-3cm大
プロックがうずをまくように混入）

2 2.5Y3/2黒褐色粘土質シルト (A·B3cm大プロックでうずをまくよ

4m うに混入、炭化粒子．植物繊維は1層に比べてすくない）
3 2.5Y4/l黄灰砂質 シル ト (1. 2層が各々 5%混入）
4 2.5Y5/4黄褐色砂質粘土（ねばりがあり純粋）地山
5 2.5Y3/2黒褐色シ ルト 質細砂 （地山10%混入）
6 2.5Y3/2黒褐色シ ルト 質細砂 （地山5%混入）
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SK40·41土層注記
1 10YR2/l黒色粘土質シルト

(3層 ・ 地山粒10%混入）
2 10YR2/l黒色粘土質シルト

(3層・ 地山粒20%混入）
3 10YR3/ l黒褐色粘土質シル ト

(1層・地山粒5%混入）

94.80m 1 

a—~ ニフ- a'

SK721 土層注記
1 10YR2/l黒色シルト (2層が5%混入）
2 10YR2/3黒褐色シル ト (2.5Y4/4オ リー プ褐色砂質 シ

ルト粒0.5-3cm大5%· 炭化粒0.3cm大1%混入）

SK107土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色粘土質シル ト 表土 ・
耕作土

2 10YR3/3暗褐色粘土質シル ト
3 10YR3/3暗褐色粘士質シル ト （黒粒20%·

土器片混入）
4 10YR3/l黒褐色粘土質（黒粒10%混入）
5 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト（黄褐色砂

10%混入）

゜ 2m 

1 : 50 

第56図遺構実測図ーS083 、 SK40• 41ｷ107ｷ619ｷ721-

ー 71-



93.40m 
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• 2 1 -a' 

93.60m 93.30m 

b=-=ミµ..=-b'cこーc'
93.30m 

d- 5 —d' 

一
S0443·449·653 ·654·696土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト （地山2% . 炭化粒0.5

- !cm大 1%混入）

IOYR3/2黒褐色砂質シル ト ( 10YR2/3黒褐色細砂
30%ｷ 酸化した細砂20% · 炭化粒0.5-lcm大1%
混入）
IOYR4/2灰黄褐色砂質シル ト （酸化した シルト縦
帯状に5%混入）
10YR4/2灰黄褐色砂質シルト (10YR3/2黒褐色砂
質シル ト 斑に2%· 酸化したシル ト 筋状に5%· 炭
化粒0.2cm大1%混入）
7.5YR3/! 黒褐色粘土
7.5YR1.7/l黒色粘土
7.5YR4/l褐灰色粘土

2
 

3
 
4
 

i

|

 
J
I
 

+ 
68-52 + 69-52 

5

6

7

 
e-e' 土層注記
1 トレンチ

2 10YR3/2黒褐色シルト 耕土 ・ 表土
3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト
水性堆積痕
10YR3/l黒褐色粘質シルト
10YR3/2黒褐色粘質シルト
10YR3/2黒褐色粘質シ ルト
10YR2/2黒褐色シルト
10YR4/3にぶい黄褐色シル ト

（細砂混入） SD429F4 
10YR2/3黒褐色シル ト

（灰白粘質シル トを含む） SD覆土
10 10YR2/3黒褐色砂質シル ト

（灰白粘質シルト を含む） SD覆土
11 10YR3/2黒褐色粘質シルト

SD覆土
基本層序 III 陪に対応
7.5YR4/l褐灰色粘土基本層序W
5Y6/2灰オ リー プ色砂質粘土
基本層序 v

4
5
6
7
8
 , 

12 
13 
14 

ー
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SG323 
SG134 
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十 ffV ¥¥ ¥¥I a-a' ・ c-c' 土層注記 f-f' 土層注記
1 2.5Y4/l黄灰色粘土質シルト I 25Y4/l黄灰色粘土 (2.5Y6/2灰黄色シル
2 75YR1.7/ l黒色粘土 (5YR4/5赤褐色細砂 卜 · 2.5 Y5/l黄灰色シルト・ 10YR3/l黙褐

5%混入） 色シルト・ 10YR4/l褐灰色シルト・中央下

• I I 

月 JI({ 
3 10YR2/l黒色粘土質シル ト （地山10%混入） 部に2/~ 各々 5%混入）

lO I ---—l 

4 砂 2 7 5Y6/2灰オ リープ色砂 (25Y6/3にぷい黄

+ "' <SJ 色砂・ 75YR5/611附褐色砂 ·5YR4/5赤褐色
d-d'·e-e' 土層注記 細砂況入、 25Y4/ l 黄灰色粘土質シルト・
1 10YR3/l黒褐色粘土 ( lOYR6/2褐灰色粘土 2.5Y5/l黄灰色粘土が中央に帯状に横に広

10%混入） がる）
2 10YR4/l褐灰色粘土 (1翔50%プロック状 3 5YR5/6明赤褐色粘土 (2.5Y5/ l黄灰色粘

に混入） 土 ・ 10YR3/ l黒褐色シルト ·5YR4/5赤褐
3 10YR5/l褐灰色粘土 (5YR5/6明赤褐色シ 色細砂・ 75Y6/2灰オリープ色砂各々 5%混
ルト、斜に帯状に混入） 入）

4 25Y4/l黄灰色砂 4 7.5YR5/6\\音褐色砂 ( 1-3/('i斑に5%混入）
5 2.5Y4/l黄灰色粘土質シル ト
6 25Y5/l黄灰色粘土

94.00m 

2 
b=---..i,. 

h
 

+ 
(
S
 1
 L
S
 

+ 

゜

1 : 500 

94.40m 

c- 2 4 -c' 

一ゞ
93.80m 

s0429d- 5 2 —d' 

一汀一ー
94.10m 

e- —e' --w-94.20m 
f- —f' 

94.40m 
h-

g-g '· h-h'·i-i' 土層注記
1 2.5Y7/3浅黄色シルト (5YR6/6橙色シルト

斑に混入）
2 10YR5/2灰黄褐色シルト（黒褐色シルト斑
点状2cm大混入）

3 10YR4/l褐灰色粘質シルト（黒褐色シルト
20%滉入）

4 10YR4/ l褐灰色シルト (6/1褐灰色シル
ト ・ 馬色プロック 3cm大混入）

5 7.5Y3/l オリープ黒色粘質シルト （黒色プ
ロック 3-8cm大混入）

6 7.5Y5/2灰オリープ色粘質シルト（オリー
プ黒色シルト 1%混入・黒色プロ ック5cm
大10%混入）

7 7.5Y5/3灰オ リープ色粘質シルト （オリ ー
プ黙色シルト 1%混入、同色砂が斑に30%
混入）

8 7.5Y5/3灰オリープ色粘質シルト （オリー
プ黒色砂が斑に20%滉入）

9 7.5Y5/3灰オリープ色粘質シルト（オリー
プ黒色砂が斑に10%混入）

10 5Y3/l黒色粘土
11 5Y5/3灰オリープ色砂 (5Y4/l灰色砂10%

混入、 5cm大砂も少祉混入）

b-b' 土層注記 (SP494-497)
1 10YR2/2黒褐色シルト (IOYR5/3にぶい黄
褐色シルト 5%混入）

2 10YR2/2黙褐色シル ト (!OYR5/3にぶい黄
褐色シルト 20%滉入）

3 7.5YR3/ l黒褐色シル ト (lOYR5/3にぶい
黄褐色シルト 20%混入）

94.00m 

g— 
賃

—g' 

4
 

-h' 

94.40m 
l ー 3 5 

, 
- I 

4m 

1 : 100 
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0 • —a' 

95.30m 
a— 

゜

SE23 

• 

, — a 

SE23土層注記
1 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
2 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（辿物 ． 礫を多菌に

含む）
3 2}習に粁灰色粘土が混入
4 10YR4/4褐色粘土 (5/f'l プロ ック混入）
5 JOYR2/2黒褐色粘質シル ト (411'1 プロック 10%混

入）
6 10YR4/4褐色砂質粘土 (5陪プロ ック 10%混入）
7 JOYR3/411音褐色砂質粘土 (6陪プロック 10%混入）
8 10YR4/4褐色粘土（鉄分・細砂20%混入）
9 2.5Y4/4オリープ褐色砂質シルト （粘りがある、
鉄分付着）

JO IOG3/l暗緑灰色粘土質シルト（やや黒味を帯ぴ
ている）

11 5G3/lll音オリープ灰色砂質粘土（褐色細砂5%混
入）

12 8層にJO陪プロック5%混入
13 10YR4/4褐色砂 (11府斑に滉入）

b 
93.70m —b' 

三

95.30m 
遺物垂直分布図 ( S= 1 : 100) 

a- -a' 

゜ 2m 

1 : 50 ロ
冥

192-7 

a-

189-9 192-6 

189-1 
11 層遺物出土状況
遺物 S=1: 6 

゜

アミは礫
4m 

1 : 100 
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SE715土層注記

194-5 

S=ｷ1: 3 

I , 

1 10YR2/2黒褐色シル ト 質粘土 ( 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト
質粘土粒O.l-0.5cm大 1%· 10YR3/ l黒褐色シルト質粘土斑に
5%混入）

2 10YR2/2黒褐色シルト質粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色シルト
質粘土粒O.l -0.5cm大10%· JOYR3/l黒褐色シルト質粘土斑
に5%混入）

3 10YR2/2馬褐色 シ ルト 質粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色シル ト
質粘土プロ ック 10cm大20% ·10YR3/l黒褐色 シ ルト 質粘土
斑に5%混入）埋め戻 し状

4 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト 質粘土 (l陪がスシ状に5%混入）
5 7.5YR3/l規褐色粘士 (3/Nが斑に5%混入）
6 10YR5/6黄褐色粘土 (1QYR4/4褐色砂10% · 3層に5%斑に混

入）
7 10YR2/l黒色粘土 (lOY Rl.7/1黙色粘土斑に5% · 炭化粒

0.5cm大 1%混入）
8 10YR5/3にぶい黄褐色粘土 (7/~ に 1%斑に混入）
9 10YR2/l黒色粘土 (1QYR4/3にぶい黄褐色シルト質砂斑に

5%ｷ 炭化粒0.5cm大1%混入）

、◎ 〇― c'
/ -a. SP683 

SP682 

SE715 

344-1 

S=1: 10 

: 
! 

2 

95.00m 
撹乱

a-

1 : 50 

10 lOYR2/ l馬色粘土 (lOYR4/3にぶい黄褐色 シル ト 質砂5% ·
IOYR4/4褐色砂斑に10% · 炭化粒0.5cm大 1%混入）

11 I OYR2/l黙色粘土 (IOYR4/3にぶい黄褐色シルト質砂5% ·
10YR4/4褐色粘土 ・ 砂斑に 10% · 炭化粒0.5cm大] %混入）

12 lOYR5/6黄褐色粘土 (lOYR4/4褐色砂20% · 10YR2/l黒色粘
土斑に］〇％滉入）

13 lOYR5/6黄褐色粘土 (lOY R4/4褐色砂10% · 1 0YR2/ l馬色粘
土斑に 10%混入）

14 lOYR5/6黄褐色粘土 (lOYR4/4褐色砂10% · 10YR2/l黒色粘
土斑に 1%混入）

15 1 0YR5/6黄褐色砂 (IOYR4/4褐色砂10% ·10YR2/ l黒色粘土
斑に 1%混入）

16 酸化鉄付滸
17 粘土
18 砂
19 細砂
20 砂

2m 
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アミは奈良・平安時代の水田検出範囲
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1 : 50 

基本層序 ·S01166土層注記
I -珊は第7図a-a'土層注記に同 じ
I 10YR4/l褐灰色砂質粘土（炭化粒1% · 褐色細砂10%混入、 磁器出土）
2 10YR4/2灰黄褐色粘質細砂 （炭化粒I% . 褐色砂30% · 礫5cm大混入 、 磁器出土）
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a-a'土層注記

1 5Y3/lオリープ黒色砂（オリープ黒色砂質シルト・黄褐色砂をうず

まき状に混入） SG134覆土

b-b'土層注記

1 2.5Y4/2暗灰黄色細砂（シルト粒20％混入）

2 鉄分堆積

c-c'土層注記

1 10YR3/2黒褐色シルト 耕作土

2 10YR3/2黒褐色シルト (lOYR5/6黄褐色シルト20％混入）耕作土

3 10YR5/6黄褐色シルト（鉄分付着）

4 10YR3/l黒褐色粘土質シル ト

5 10YR4/3にぶい黄褐色砂 SG134覆土

6 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト (lOYR6/l褐灰色粘土質シル ト斑点

状に混入）基本層序 II
10YR7/2にぶい黄褐色粘土基本層序皿

10YR5/l褐灰色粘土 基本層序w
7

8
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a-a'·b-b' ・ c-c' 土層注記
1 7.5Y4/l灰色細砂 (7.5Y4/2灰オリープ色砂うねりながら混入）

SG134覆土
1. 5Y4/2灰オリ ープ色砂
2 2.5Y2/l黒色粘土 （硬くしまる）奈良時代包含1習？
2 . 2陪に3層砂が5%混入
3 2.5Y3/l黒褐色シル ト (2.5Y3/2黒褐色砂 ·2.5Y5/3黄褐色砂
渦巻き状に20%混入） SG323覆土Fl

4 2.5Y2/l黒色粘土質シル ト (10Y4/l灰色シルト · 7.5GY4/l暗
緑灰色砂各10%渦巻き状に混入） SG323覆土F2

5 2.5Y4/l黄灰色粘土（炭化粒が1%混入）古墳時代包含陪？
6 2.5Y5/2暗灰黄色粘土
7 7.5YR4/l褐灰色粘土（炭化粒0.3cm大1%混入）縄文時代包含

K刃？
8 5Y5/2灰オリ ー プ色砂質粘土
9 2.5Y5/2暗灰黄色粘土
10 5Y5/2オリープ色シルト質細砂（鉄分混入）
11 10BG5/l青灰色粘土

d-d' 土層注記
1 7.5Y4/ l灰色細砂 (7.5Y4/2灰オリ ー プ色砂うねりながら混入）

SG134覆土
2 砂
3 2.5Y3/l黒褐色シルト質細砂 (SG134が含む砂を 10%ゆるや
かにまき込むように堆積、炭化粒0.5cm大5%. 植物片を混入）

4 2.5Y3/l黒褐色シルト (2.5Y3/2黒褐色砂 · 2.5Y5/3黄褐色砂
渦巻き状に20%混入） SG323毅土Fl

5 2.5Y3/l黒褐色シルト (2.5Y3/2黒褐色砂 ·2.5Y5/3黄褐色砂
が静かに堆積し各5%混入） SG323覆土Fl

6 2.5Y2/l黒色粘土質シルト (2.5Y3/l黒褐色砂 · 2.5Y5/3黄褐
色砂約1%混入） SG323殺土Fl

7 6層に2.5Y4/4オリ ープ褐色砂が渦巻き状に30%混入 SG323 
覆土Fl

8 5Y4/l灰色砂質シルト (5Y5/2灰オリ ー プ色砂質シルト 5%·
5Y4/l灰色細砂10% · 2.5Y2/2暗灰黄色砂5%斑にうずまき状
に混入） SG323覆土Fl

9 7附に 10Y4/l灰色砂 · 7.5GY4/l暗緑灰色砂が各］〇％渦巻き状
に混入 SG323覆土F2

10 14層に10GY5/l明緑灰色細砂10%·5Y5/2灰オリープ色細砂
5%帯状に混入

11 9層に5Y5/2灰オ リープ色細砂が帯状に50%混入
12 白色粘土

e-e' 土層注記
1 10YR4/4褐色砂 SG134覆土
2 粗砂のまとまり SG134覆土
3 砂 ·2.5Y3/2黒褐色砂質シルトとの交互堆積 河中央 （深い
所）に向って水平堆積 SG134覆土

4 2.5Y3/2黒褐色シル ト 質細砂 (2.5Y4/2暗灰黄色シルト質細砂
が不規則にうずまき状に20%混入） SG134覆土

5 2.5Y3/2黒褐色シルト質細砂 (2.5Y4/2暗灰黄色シルト質細砂
40% ·7.5Y3/10オリ ープ黒色シルト質細砂10%が不規則にう
ずまき状に混入） SG134覆土

6 7.5Y3/10オリー プ黒色 シル ト 質細砂 SG134覆土
7 2.5Y4/2暗灰黄色シル ト質細砂 SG134覆土
8 2 .5Y4/2暗灰黄色シルト質細砂に2.5Y3/2黒褐色 シル ト 質細砂
が帯状に堆積 SG134獲土

9 2.5Y3/2黒褐色シルト質細砂 SG134覆土
10 2.5Y3/l黒褐色シル ト質細砂 (@2.5Y4/2暗灰黄色細砂 ・
⑥ 2.5Y5/l黄灰色 シル ト質細砂が帯状に10%堆積） SG323覆土

11 2.5Y2/l黒色シルト質細砂 (IO層20% 、 ® · ®陪霜降り状に
各10%混入） SG323覆土

12 2.5Y4/3オ リー プ褐色砂 (11陪が帯状に堆梢） SG323覆土
13 2.5GY2/l黒色細砂（粘性あり、 12府5% ·14府20%斑に混入）

SG323覆土
14 NZ/黒色粘土質シル ト (13附 20% · 同色細砂10% · 褐色砂

1 %混入、植物遺存体混入） SG323覆土
15 2.5Y3/2黒褐色シルト質粘土細砂 （均質） SG323覆土
16 2.5Y2/l黒色粘土質シルト (15層5%混入） SG323覆土
17 2.5Y4/2暗灰黄色細砂 (IO陪に混入物類似）
18 20層に類似

~\ 

灼3忍：

/ ^ ギ

o 10m 
1ｷ11111111 I 

19 lOYRl.7/1黒色粘土 （炭化粒0.5cm大・層中心部に50%集中）
20 10YR2/l黒色粘土（炭化粒O.l -0.5cm大3%混入）
21 10YR4/2灰黄褐色粘土 （炭化粒O.l-0.5cm大1%、 10YR3/2黒

褐色粘土斑に5%混入）
22 10YR2/l黒色粘土 (10YR3/l黒褐色粘土質シルトしみ込むよ

うに20%混入）
23 10YR5/2灰黄褐色粘土 (22層20%斑に混入）
24 10YR5/2灰黄褐色粘土 (20層5%斑に混入）
25 10YR2/2黒褐色粘土 (23層しみ込むように10%混入）
26 2.5Y5/2暗灰黄色粘土 （不規則なまとまりで10YR4/2灰黄褐

色粘土50%混入）
27 2.5Y5/2D音灰黄色粘土 (10GY5/l緑灰色粘土50%混入）

1 : 500 
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f-f' 土層注記
1 5Y3/l オ リー プ黒色砂 (3層5% · 2層 10% うずまき状に混入）

SG134覆土
2 2.5Y5/6黄褐色砂 (2.5Y4/2暗黄色砂5% · 2.5Y4/ l黄灰色砂

5% · 2.5Y3/l黒褐色粘土質シルト2%斑に混入） SG134覆土
3 10YR3/l オ リー プ黒色砂質シルト (3 · 6層を斑に各5% · 植物
遺存体を3%混入、粘性あり ）

4 2.5Y4/2暗灰黄色砂 (1. 2恩に比べ粒子細かくはぽ均質）
5 10YR2/l黒色シル ト粒（植物遺存体堆積部分）
6 5Y4/l灰色細砂 (4層とほぽ同じ粒子の大きさ、 7府を斑に

5%混入）
7 10YR2/l砂質シル ト （植物遺存体を 10%混入）
8 7層類似 (5GY5/l オ リープ灰色砂質粘土30%斑に混入）
9 2.5Y4/ l黄灰色粘土
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器 ・木製品が多量に出土している。これらの遺物の中には 、多量の墨書土器が含まれる。遺物の垂

直分布をみるし覆土の上位から下位の全体から出土 し、土器は倒立や横位の出土状況を示す。

覆土の状態から SG323 は、緩やかであるが常時流水があり、SG 1 34 はかなりの勢いの短期的な流

水とみられる。また、水田を覆う砂がSG 1 34の覆土と 一致する。SG 1 34 は洪水のような現象で埋

没したものと考えられる。SG 1 34の氾濫が、水田と足跡の検出を可能にしている。

中世

竪穴建物 l 棟 •井戸 l 基 ・溝 3 条 •土坑2基が検出された。遺構検出面は、奈良 ・平安時代の遺構検

出面と同じ 田層上面である。遺構の密度は、H調査区に比べ希薄である。

【竪穴建物】

ST856 は、調査区西隅に位置する。北側に方形の張り出し、東側に半楕円形の張り出しを持つ。

東側の張り出しは出入り口と考えられる 。南側に東西軸をほぼ同じにする SD742がある。ST856

から、珠洲と査器系陶器甕が出土しており、中世の建物と判断される 。

【井戸】

SE72 ば調査区のほぼ中央、SD566 の先端に位置する。平面形は、長軸2 . 5m、短軸 1.5m、深さ

1.8mを測る。壁面は急な立ち上がりで、底面は平坦である。底面から木材小片が出土したが、井戸

施設は確認されていない 。標高95mに位置すること掘り方が砂層まで彫り貫いているこ と 等、奈

良・平安時代のSE23 · 7 1 5 と類似し井戸と考えられる。SD566 と の切り合いが不明瞭であり、同時

期に機能した可能性がある 。SE72覆土 1 0層から白磁皿が出土しており中世の井戸と考えられる。

【溝】

西から東に流れる SD566 と SD429 、 ST856 と並んで位置する SD742がある。SD566 と 429 は、

西端が標高約95mに位置する。西端には、SE72 · SK370が各々重複する 。覆土は、細砂～粗砂が互

層に堆積する。溝は、扶られた状態で、 l mを超える土坑状の落ち込みを形成して いる。土坑状の

落ち込みは、調査時SK として登録しているが、覆土が溝と共通するため 、溝の流水によって扶ら

れたものと判断した 。SD566から、かわらけ ・鞘付刀子 ·仏像 ・木製品 ・砥石等が出土した。SD429か

らは、磨滅 し た土師器 ・須恵器 ・かわらけ (320-22)が出土した。中世以降の溝 と 考えられる。

【土坑】

SD429西端に位置する SK370 と SB 11 45 と重複する SK382がある 。 SK370 は、平面形楕円形

で長軸6.6m、短軸5.9m、深さ 1 .57mを測る大型の土坑である。東 ・南•北壁は急な立ち上がりで

あるが、西壁は緩やかな階段状になる。底面は平坦である。覆土は、しまりが無く、ブロ ック状の混

入があり、人為的に埋め戻されているとみられる。溝の先端に位置することや、標高95m付近に

位置すること堆水層まで掘抜いていること等、SE72 との共通点も多く、井戸の可能性が考えら

れたが、規模の大きさや階段状の壁面から貯蔵穴等、井戸とは異なる機能が想定される 。遺物は 、

磨滅 し た土師器 ·須恵器が出土しているが、重複関係から中世の溝である SD429 と同時期かそれ

以降の時期が考えられる 。SK382は、平面形が長方形で、長軸3 .28m、短軸 1.23m、深さ 0.24mを測

ふ壁面は急な立ち上がりで、底面は平坦である 。 白磁碗(329 -1 ) が出土 し ており、中世の土坑と

考えられる。
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近世

溝8条•土坑 l 基•水田が検出された。遺構検出面は、奈良・平安時代の遺構検出面と同じ皿層上

面である。H調査区に比べ希薄である。

【溝】

調査区南縁部に集中する。SD427·425·449は幅 lm前後で、壁面が緩やかに立ち上がい底

面に円形の凸凹がある。各溝ともに、底面に粗砂が堆積する。SD428 は、 SD427 と直交し、不整形

に広がる 。深さは、 5cm以下で浅い。重複関係は、SD455→427·449 • 428である。SD429上面

に、SD427 と同様の粗砂の堆積が部分的に認められることから、SD429は近世以降も遺存してい

たことが分かる。

SD934·1166は、近世の水田検出地区に位置する 。幅0.3'"'"'1.5m、深さ 0.15cmである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面は平坦である。覆土は砂で流水痕がみられる。SDI 166 には、径 5'"'-'

15cm長さ 50cm前後の杭が 10本以上打ち込まれて いた。近世陶磁器がまとまつて出土し、水田

の畦畔と方位軸が共通であることから、水田に伴う溝と考えられる 。

【土坑】

SKI 106 は、水田検出地区に位置する。平面形は不整形で、自然木を半裁しU字型に剖り貫いた

材(342 ー 8) を西壁に立て付け、杭 5 本 (342-3'"'-'7) が打ち込まれていた。覆土は、砂層で自然木

と近世磁器が出土した 。

【水田】

水田は II 層上面で検出された。 II 層と類似する黒褐色粘土に鉄分が付着した層を識別するこ

とによい水田の畦畔を検出すること ができた。水田を検出した範囲は、74'"'-'96-5 l'"'-'63Gであ

る。 N- 5'"'-'10 ° -Eである 。畦畔間の距離は、東西 10. 5·12·15·23 ・ 30 ・ 39m、南北 7·

10.5·20.Smを確認することができる 。

(2)H調査区

調査区全体で遺構検出面は 1 面のみである。調査は工事工程に合わせ、SD4078以西部分、Y軸

60G以北部分、B'"'-'G·K調査区 との境界にある市道部分、その他のH調査区部分に細分 して行っ

た。奈良・平安時代、中世・近世の遺構が確認された。標高は、調査区中央部分が98.80m と高く、東

西端が約96.50mを測る。比高差 2mを超える起伏に富む調査区である。地形は、西から旧河道脇

の微高地、一段上がつて広い微高地（砂礫堆）、東に広がる微高地となる。

基本層序

H調査区の北辺中央部分の基本層序は、次の通りである（第 133'"'"'135 図） 。 ロ一マ数字はB '"'"'

G·K調査区との対応関係を示す。

I 10YR4/4褐色シル ト III a 1 OYS/4にぶい黄褐色シル ト

I b 7.5Y4/4暗オリ ーブ色粘土 IIIb 1 OY5/6黄褐色シルト

II 対応する層なし W 砂礫層

I 層は耕作土・盛土、 III·N層は安定した堆積土である。奈良 ・平安時代および中世・近世の遺構
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の検出面は、 III 層上面である。調査区中央32"-'36-51 "-'6 l Gでは、 III 層が堆積せずIV層が遺構確

認面となる。調査区東端市道部分では、旧水田の耕作土とみられる II a "'ct層が確認できる（第

136 図）。調査区東端は、砂礫堆の微高地縁辺部に当たり、 皿層が粘土、W層が細砂～粗砂 と なる。V

層に対応する層は確認できない。また、調査区西端では III 層が黒褐色砂質シル ト、南端では黄褐

色砂質シルトとして堆積する。調査区西端と南端は I 層が厚く堆積する。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は、竪穴建物・掘立柱建物 ・溝•土坑・柱穴等である 。各遺構の内容は、B"'

G·K調査区とほぼ同ーであるが、中世・近世の遺構との重複が激しく、遺存状態は悪い。奈良・平

安時代の遺構は、黒色の強い黒褐色シル ト が覆土に含まれ、覆土全体が硬く締まる。

【竪穴建物】

竪穴建物は 17棟検出された 。 17棟中、 7 棟は一部未検出である。B"-'G•K調査区の竪穴建物 と

構造・付属施設は同ーである。

平面形は、正方形または長方形を呈する 。長軸と短軸の比を計測できるのは 11棟ある。内訳は、

正方形に近い 1. 1 未満がST l 561·2527a·3785の 3 棟、 1. 1 ,.___, 1. 2がST2527b ・ 3942 の 2棟、 1 . 

25"-'1.5がST2273·2620a·bの 3 棟、 1.6 を超えるのがST1657·2274·2575 の 3 棟である 。B

"'G·K調査区に比べまとまりはみられず、長方形を呈するものが多い。

規模は、最小ST1657 の 8.86面から ST2575b の最大48.06rrl の格差で、約5畳～約29畳の広さ

である。面積を計測できる 10棟中、 1 Om未満 3 棟、 1 Om以上から 20団未満 4 棟、 20rrl 以上から

30面未満は 1 棟、 30rrl を超えるのは 2 棟である 。

カマドは、B"-'G•K調査区同様遺存状態が悪い 。 17棟中、カマドおよびカマ ド の位置を確認 し

たのは 9 棟であるが、袖と煙道を検出したのは、ST2575a·2274· 3942 ·4027の4棟のみであ

る 。 カマドの位置は、 9 棟中、南壁にあるものは5基、東壁4基で、南東壁に集中する 。壁一辺の中央

に構築されているものは、ST2620の 1 基のみで、右袖壁寄りに位置するものは5基ある 。各カマド

でば袖の芯材は確認されず、粘土の貼り付けによって袖を造り出す構造を持つ。

貯蔵穴は、 ST2620·3980 の 2 棟で検出された 。平面形は楕円形で、長軸 100cm前後、短軸

80cmである。カマドの左側に貯蔵穴が位置する傾向は、B"-'G·K調査区と同じである。

柱穴が確認できたのは、ST8042の 1 棟のみである 。

周溝が確認できたのは、ST2575a·8042·8516の 3 棟である。カマド部分を除きほぼ全周す

るものとみられる 。

貼床は、ほとんどの竪穴建物で確認することができる 。掘り方には、ST8042 ·2273のようにほ

ぼ全面を掘り込むもの、ST3942のように中央を残し周縁部を掘り込むものがある 。掘り方の面

は凸凹である 。ST8042では、掘り方の鋤痕跡が確認され、壁に沿った建物構築時の動線を理解す

るこ と ができる 。鋤痕跡から鋤先端の幅は、 10cm前後と推定される 。掘り込んだ部分に粘土質シ

ルト ～粘土を埋め込み、床面を構築している 。
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建物の壁の遺存はST8042の 60cmがもっとも深い 。上部の削平が行われているため、壁や出入

り口等の構造は不明である 。

覆土は、 1 ,......, 2 層の堆積で人為埋土がほとんどである 。 自然堆積を明瞭に確認できる建物はな

ぃ 。ST2273·1158 は、 10,......,20cmの浅い覆土に多量の土器が含まれる 。 この土器群は、竪穴建物

埋め戻 し時の資料と理解される 。

建物長軸の方位は、B,......,G·K調査区とほぼ同じ数値で 3 群に分類できるが、真北から東に振れ

るのはA群のみで、B·Cは認められない。壁の遺存状況と関係するが、建物の長軸が、A群では東

に、B·C群では西に傾いている 。起伏のある地形に規制されてのことと推定される 。AおよびA'群

が多数を占め、建物の規模は 1 Orrl に満たないものから 4 0 rrl を超える大型のものがある 。

重複は、ST2620a,......,cの 3 時期が最も多い 。

【掘立柱建物】

掘立柱建物は 12棟検出された 。束柱を持つ総柱建物とこれを持たないものがある 。 中世・近世

の遺物を含むもの、中世の竪穴建物の覆土（やや灰色を帯びた黒褐色砂質シルト～細砂、以後中

近世覆土と呼ぶ）を含むものは、当時期から除き、残りを奈良・平安時代と判断した 。重複が激しく

再考の余地を残す。

総柱建物は5棟である 。総柱建物は、3X2間 (SB5286入変則的な 2間 X2間 (SB1249·285 ·

5289·5290)がある 。面積は 6.1,......,20.0rrlである 。柱間寸法は、 1.0·1.1·1.2·1.3 ·1.4·1.5·

1.6·1.7·1.8·2.0·2.3·2.4mがある 。

束柱の無い建物は7棟検出された 。 5間 X3間 (SBl 194·6232) 、 3X3間 (SB623 l) 、 3 X 2間以上

(SB6235) 、2間 X 2間(SB1214) 、 2間 X l 間 (SB 1215)があ 恥面積は、 3.6,......,78.0面である 。柱間寸法は、

1.2·1.3·1.4·1.5·1.6·1.7·1.8·1.9·2.0·2.1·2.2·2.3·2.4·2.5·2.8·2.9mがある 。

SB6235南東部分が調査外のため詳細は不明であるが、西面に廂が付く建物である 。 SB1194ｷ 

6232 は、B,......,G·K調査区の大型掘立柱建物SBl 162に次いで大型の建物である 。大型建物の柱穴は、

隅丸方形の特徴を持つ 。

建物の分布は、SBl 194 のある 31-52G周辺、 SB6232 のある 41- 5 2G周辺、 SB5286 のある

30 ー 57G周辺に掘立柱建物と竪穴建物の集中が認められる 。

建物は、SB5289 と 5290、 SB1214 と 1215等近接して位置するものがあるが、同位置での重複

は認められない 。 また、SBl 194 と ST8042 、 SB6232 と ST1273等、掘立柱建物と 竪穴建物が長軸方

位をほぼ同じくして隣接するものがある 。

建物長軸の方位は、他建物同様 3 群に分類することができる 。 CおよびC'群が多数を占める 。

A·A'群のなかでも、N-8 ° ,......,23 ° -E·N-75 ° -Wに収まる 。群ごとの建物規模の偏りは認めら

れない。大型建物SBl 194は C群、SB6232 はA群に属する 。

【土坑】

土坑は、時期を特定できるものが少ない 。 B,......,G·K調査区同様a·b · Cに分類することができ

る 。
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a類には、SK1553·1604 ・ 3928 ・ 3911 等がある 。竪穴建物との重複が認められるものは、土坑

a類が竪穴建物より新しく、掘立柱建物よりは古い傾向にある。

b類には、SK326 l· 3268等がある。覆土は粘質シル トを主体とした単層で、締まりがないもの

が多い 。 プラン検出時に、柱穴の可能性が想定されたが、覆土の状態が柱穴と異なる 。他の遺構と

重複することはほとんどなく、単独で位置する 。遺物は、少なく小破片が混入する程度である 。用

途は不明である。

【溝】

奈良 ・平安時代の溝と確認できた溝は、SD 1554 とそ れに直交すると推定される SD1605であ

る。 B,.....,G ·K調査区分類のb類に属する 。 中世の溝SD 1555 に切 られる 。方位軸は東に45 ゜傾き、

SD616 と等しい傾きを示す。SDl 554 と SD616の間は、45mを測る 。

中世

中世の遺構は、竪穴建物・掘立柱建物・溝•土坑•井戸・柱穴等である 。 当調査区の中世・近世の遺

構覆土には、やや灰色を帯びた黒褐色砂質シル ト～細砂（中近世覆土）が含まれ、奈良 ・平安時代の

遺構に比べ締まりがない 。 中世の遺物が出土した遺構および中近世覆土が含まれる遺構につい

て奈良・平安時代と識別し、近世の遺物が出土するものについては、近世の時期を当て、それ以外

について中世の遺構と判断した 。

【竪穴建物】

竪穴建物は6棟検出された 。ST9371 は SD9370 より新しいことから、近世の可能性がある。

平面形は、正方形または長方形を呈する。STl 920·ST3562は南面に出入り口とみられる張り

出しを持つ。

長軸と短軸の比を計測できるのは 4 棟ある 。 内訳は、正方形に近い 1.1 未満がST3562 、 1. 1 ,-...., 

1.2がST l 920·9372 の 2棟、 1.65がST2573である 。

規模は、最小ST3562 の 8.86rrlから ST1920の最大25.4 1 面の格差で、約5畳～約 15畳の広さで

ある 。奈良 ・平安時代の竪穴建物と規模の違いは認められない 。

カマド・貯蔵穴・周溝等の施設は認められず、張り出し状の出入り口がある。ST9371 は深さ 80

cm遺存するが、他の 5 棟は20cm前後と浅い 。壁は、ST937 1 が急に、他の 5 棟は緩やかに立ち上

がる 。床面は平坦で、ST 1920 と ST3562 は貼床がある 。柱穴が確認できたのは、ST1920 と ST90 13

の 2棟のみである 。 2棟とも 6本の主柱穴である 。

覆土は、 1 ,....., 2 層の堆積で人為埋土がほとんどである 。 自然堆積を明瞭に確認できる建物はな

ぃ 。ST1920 は、20cmの浅い覆土に多量の遺物が含まれる 。 この土器群は、竪穴建物埋め戻し時の

資料と理解される 。

建物長軸の方位は、建物長軸方位のA群の中でも、N-22,.....,34 ° -E に 6 棟が収まる 。建物長軸

方位から、中世の竪穴建物と同じ傾きを示すST 1561 も中世の可能性が残る 。

重複は、ST1920→ST2573 の 2 時期のみである 。
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ST1657 

Q) (Q) 

ST1657土層注記
1 10YR6/6明黄褐色シルト 撹乱陪
2 10YR3/2黒褐色シルト（地山粒を含みや

やしまる）
3 10YR3/2黒褐色シルト （地山を斑に多く

含む）
4 lOYR3/2黒褐色シルト （単/(')、 ST2273

と同質、地山粒 ． 炭化粒を多く含みしま
る）

5 10YR4/2灰黄褐色シルト (4陪を微枇に
縞状に含み、地山粒を点状または斑に含
みしまる）貼床

6 10YR3/2黒褐色シルト（単層、地山粒を
若干含む）柱痕跡

7 10YR4/2灰黄褐色シルト（地山粒を斑に
含む）埋土

8 10YR3/2黒褐色シルト（地山含む）
9 10YR2/2黒褐色シルト（地山含む）

96.80m 

a- 3 

キ
5 4 5 

tu. 

I 
’ -8  

96.80m 

b~b 

゜ 2m 

1 : 50 

ー

a
 

℃ , ー 8 

97.00m 21 97.00m 21 
b~b'c :=:J_-:: c' 

13 10 13 

゜ 4m 

1 : 100 

ST2620a · b · c土層注記
1 10YR2/l黒色シルト
2 10YR2/2黒褐色シルト（やわらかい）柱痕跡
3 10YR2/l黒色 シル ト （地山粒を含む）
4 10YR3/2黒褐色シルト（地山小プロック ・ 炭化粒・焼土塊を含みぽそぽ

そする）
5 10YR3/2黒褐色シルト
6 10YR3/2黒褐色シルト（地山粒を含みやわらかい）
7 10YR2/ l黒色 シル ト （炭化物を多く 含み汚れている ）
8 10YR2/2黒褐色 （地山塊を斑状または縞状に多く含み、やや粘質でしま
る）貼床

9 10YR2/2黒褐色シルト （地山塊を斑状に多く含みしまる ） 貼床
10 10YR2/ l黒色 シル ト （やわらかい）柱痕跡
11 10YR2/l黒色シルト （地山粒を含みしまる ）
12 10YR3/2黒褐色シルト (6層と同色同質、地山塊大き＜斑状に含む）
13 10YR2/2黒褐色シルト（地山塊大き＜斑状に含む）
14 10YR2/l黒色シル ト （地山縞状に含む）—a' 15 10YR2/ l黒色シル ト （地山点状に含む）
16 10YR2/ l黒色シルト（砂含む）
17 10YR3/2黒褐色シルト（単陪、地山微批に含みやわらかい）
18 10YR3/2黒褐色シルト（地山斑状または縞状に多く含み、 10YR2/l黒色

シルト ・ 10YR6/4にぶい黄橙色シルトを斑状に若干含みしまる）
19 10YR2/2黒褐色 シル ト
20 10YR2/2黒褐色シルト（地山粒含む）
21 焼土

第89図遺構実測図ーST1657• 2620a,.._,c— 
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ST2273·2274 、 S02574
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ST2273·2274 、 8D2574土層注記

1 JOYR3/311音褐色細砂 （地山が船状またはレンズ状に含
む、炭化粒・河原石を含む）

2 1 1罰と 10YR4/4褐色微砂（地山） 滉合土
3 10YR3/2黒褐色 シルト （地山粒を多く含みしまる ）
4 10YR3/2黒褐色シルト （単陪 、 炭化粒 ・ 焼土粒を微屈

に含みしまる ）
5 10YR2/2黒褐色 シ ルト （地山をプロ ッ クまたは斑に多

く 含み4荊を含む、 やや粘質）
6 10YR4/4褐色シルト (7層と同質、 4層と地山の互陪 ）
貼床

7 10YR4/4褐色シルト (41怜と同色同質シルトを斑また
は箱状に含み非常に硬くしまる ） 貼床

8 10YR3/2黒褐色 （地山粒含む） 柱痕跡
9 10YR4/4褐色シルト （地山を斑に多く 含む）
10 10YR4/4褐色シルト （地山 を多 く含む）
11 10YR3/2黒褐色 シルト （地山粒を多 く含みしまる ）
12 10YR3/2黒褐色シルト （被熱している ） 貼床

13 IOYR3/2黒褐色 シルト （被熱 している ） 貼床
14 5YR5/6明赤褐色シルト （被熱している ） 地 tlt
15 IOYR3/411音褐色細砂 （単陪 ） 中世
16 10YR3/2黒褐色シルト （炭化物を多 く含む ）
17 IOYR3/2黒褐色シルト （地山粒・焼土粒を含む）
18 IOYR3/411音褐色細砂 （単陪 ） 中世
19 IOYR3/2黒褐色 シ ルト (4附に類似、単陪）
20 10YR3/2黒褐色 シ ルト (19陪 と 類似、 地山粒を多く 含

む）
21 IOYR4/4褐色 シ ルト (6陪 と 類似、 IOYR2/2黒褐色 シ

ルトを斑に含み硬 く しまる ） 貼床
22 10YR4/4褐色シルト （単 /i'!i 、 19府を含みしまる ） 貼床
23 IOYR3/3暗褐色シルト （地山粒を多 く含みしまる ）
24 IOYR3/2黒褐色シルト （単附、炭化粒・焼土粒を微址

に含みしまる ）
25 焼土
26 5YR5/6明赤褐色シルト （被熱し、 24層含む）
27 5YR5/6明赤褐色 シ ルト （被熱し、しまる ）

第91 図遺構実測図ーST2273·2274 、 S02574一
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ST2575a • 2575b土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色砂 中世土坑覆土
2 10YR3/3 11音褐色シルト（地山塊・ 粒を多く、炭化粒 ・ 細砂を含み硬くしまる）
3 10YR3/3暗褐色シルト（単陪、混入物少なく しま る）
4 2層と地山の混合土（地山を斑に多く含み、炭化粒を含みしまる）
5 10YR3/3暗褐色シルト （地山塊粒• 砂を含みやわらかい） ST2575a周溝覆土
6 lOYRl.7/ 1黒色シル ト （炭化層 、 炭化物を縞状に多く含む）
7 IOYR3/3暗褐色シルト (3陪に類似、地山 を小プロ ック で含む、 3層より地山を多 く含む） EL崩落土
8 10YR2/2黒褐色シルト（地山・焼土を塊 ・ 粒で多く含む） EL崩落土
9 10YR3/3暗褐色シルト （地山 ・ 焼土を塊 ・ 粒で多く含む） EL崩落土
10 10YR3/4暗褐色シルト （地山が焼けている ）
11 3層と地山の混合土 （砂微枇、地山を斑に塊で含みしまる ） 貼床
12 IOYR5/6黄褐色シルト (13陪と同質、焼けている） EL袖
13 10YR6/6明黄褐色シルト （地山粘土で汚れている） EL袖
14 10YR3/3暗褐色シル ト （地山粒を多く含む） EL袖
15 IOYR3/3暗褐色シルト (15層と同質、焼けている） EL袖
16 10YR4/3にぶい黄褐色シルト (15層と同質、焼けている ） EL袖
17 IOYR2/2黒褐色シルト （地山微批含む、単陪）柱穴覆土
18 10YR2/3黒褐色（地山を霜降り状に含みしまる）柱穴覆土
19 IOYR3/3暗褐色シルト（単層）柱穴覆土
20 10YR3/3暗褐色シル ト （地山 を点状に含む）柱穴覆土
21 IOYR3/3暗褐色シル ト （単層、砂· 礫を含みぽそぽそする）柱痕跡
22 10YR2/2黒褐色シルト（地山を縞状または粒で多く含みぽそぽそする）柱穴覆土 埋土
23 IOYR2/2黒褐色シルト（地山粒含む）柱痕跡
24 10YR4/3にぶい黄褐色シルト （炭化粒 ・ 焼土塊を含む）柱穴覆土
25 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト （地山 を斑に含む）柱穴覆土
26 10YR2/2黒褐色シルト （単陪、炭化粒・焼土粒を微拭含みやわらかい）
27 10YR2/2黒褐色シルト (26m と同質、炭化粒・焼土塊 ・ 地山を斑点状または縞状に含みやわらかい）
28 IOYR4/3にぶい黄褐色シルト (28層と同質、焼土・炭化粒を含まず、地山粒を含みしまる ）
29 10YR3/l黒褐色シルトと地山混合土（地山を斑または縞状に含み、砂を微批含み しま る ） 貼床
30 IOYR3/2黒褐色シルト（地山粒を点状に含みしまる）貼床
31 5YR5/4 にぶい赤褐色シル ト （地山が焼けている ）
32 10YR2/2黒褐色シルト （焼土粒 ・地山粒微批、炭化粒多益含む） EL崩落土
33 5YR6/6橙色シルト （汚れた地山で焼けている ）
34 5YR5/4にぶい赤褐色シルト （焼土塊・地山塊．炭化粒を含み硬い） 焼けた貼床
35 10YR2/2黒褐色シル ト （上面に地山粒 ・ 焼土粒を多く含む）
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ST3785土層注記
1 IOYR3/3暗褐色シルト（地山塊· 粒を多く含み硬くしまる）
2 IOYR7/4にぶい黄褐色シルト
3 IOYR7/4にぶい黄褐色シルト (IOYR4/3にぷい黄褐色粘土質シルト・ 10YR4/6褐
色微砂を斑状またはプロ ック で含み汚れている ） 貼床
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2 10YR4/3にぶい黄褐色 シルトと地山・ 10YR5/4にぶい黄褐色の混合土 （やわ らかい）
3 5YR3/2暗赤褐色シルト （焼土粒．塊・炭化物を多く含み焼けている）
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ST3942 , 4027土層注記
I IOYR3/3 11附褐色シルト （地山塊 ・ 粒を多く含み硬くしまる ）
2 IOYR3/311音褐色シルト (J也山塊 ・ 3h'l を多く含み硬くしまる ）
3 IOYR3/2焦褐色シルト (lJih'l、地山塊 ． 粒を含みやわらかい）
ヽI I OYR3/2黒褐色シルト （地山塊 . 2/iil を含みやわらかい）
5 IOYR3/2黒褐色シルト （地山塊を多 く含み硬くしまる ）
6 IOYR3/3暗褐色シルト （焼土粒· 地山粒· 遺物を含みしまる ）
7 IOYR6/6明賀褐色微砂
8 2.5YR4/4にぷい赤褐色シルト （地山粒を少拭含みしまり、焼けている ）
9 IOYR4/3にぶい黄褐色 シ ルト （地山粒 ・ 焼土粒を含みしまる ）
］〇黄色粘土 カマド貼付け袖部
II IOYR4/3にぶい黄褐色 シルトと IOYRS/4にぶい黄褐色シルトの混合土 貼床
12 IOYR4/3にぷい黄褐色 シ ル ト （地山粒を含みしまる ）
13 IOYR2/2馬褐色シルト （地山粒を点状またはプロック多く含み硬くしまる ）
14 IOYR2/2縣褐色シルト （地山粒プロ ッ ク含みしまる ）
15 IOYR2/2焦褐色シルト （地山粒プロ ッ ク含みやわらかい）
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ST1 558 ·1556 、 S01554·1555他土層注記
a-a' 土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト（一部砂質が強い、黄褐色シルトわずかに含

み辿物混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト （わずかに土器片混入）
3 10YR3/4暗褐色砂質シルト（黄褐色砂質シル ト 同割合いで混入、遺

物混入）
4 10YR3/2黒褐色シルト（黄褐色砂質シルト ・ 黒色炭化物・遣物片全

体的に混入）
5 10YR3/3暗褐色砂質シルト（黄褐色砂質シルト斑状に全体的に混

入）
6 10YR3/4暗褐色シルト（にぶい黄褐色砂質シル ト をやや含み辿物

混入）
7 10YR3/4暗褐色シルト（黄褐色砂質シルトを小プロックでわずか
に混入）

8 10YR3/3暗褐色シルト（黄褐色砂質シルト斑状に含み遺物混入）
9 7.5YR4/3褐色砂質シルト（プロック状に砂質が強い、遺物・炭化
物を多く混入）

10 7.5YR4/3褐色粘質シルト（下部でグライ化、地山崩落による黄褐
色シルトを小プロックで混入）

11 7.5YR4/2灰褐色粘質シルト（全体的にグライ化、遺物混入）
12 10YR4/4褐色砂質シルト（明黄褐色シルトが斑状に混入し地山崩

落土）

d-d' 土層注記

1 10YR3/3 11音褐色シル ト （やや砂質を帯び逍物滉入）
2 10YR3/4暗褐色シルト (1層より砂質を帯ぴ遺物泥入）
3 10YR3/4暗褐色シルト（斑状にグライ化）
4 10YR3/2黒褐色シル ト （黒色シルト斑状に混入、一部グライ化）
5 10YR3/4暗褐色粘質シルト（明黄褐色シルト粒状に混入、斑状に

グライ化）
6 10YR3/3暗褐色シルト （黄褐色シルトが斑状に混入し地山崩落土）

ST8042 g-g' 土層注記
1 7.5YR3/3暗褐色シルト
2 7.5YR2/3極暗褐色シルト (7.5YR6/4にぶい橙色シルト 3cm大斑に

混入）
3 7.5YR3/3暗褐色シルト（にぶい赤褐色シルト斑に混入）
4 にぶい黄褐色シルト (10YR6/4にぶい黄橙色シル ト板状に20cm右

端にのぴている）
5 10YR6/3にぶい黄橙色シルト (10YR4/3にぶい黄褐色シルト斑に

30%混入）
6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト (10YR4/2灰黄褐色シルト斑に20%混

入）
7 10YR3/3暗褐色シルト (10YR4/3にぶい黄褐色シルト50%混入）

ST8042 EL8120 H' 土層注記
1 2.5Y4/4オリープ褐色粘質シルト
2 2.5Y3/2黒褐色シルト
3 2.5Y4/3オリープ褐色粘質シルト 天井崩落土
4 5層に3 · 6層各20%混入
5 7.5YR5/6明褐色シルト（固くしまっている、焼土塊）
6 10YR3/4暗褐色シルト (5層に10%混入）
7 辺元状に固くしまる
8 5層に類似 （固く しま っている、被熱面が一部黄色に固まる）
9 2.5Y5/4黄褐色粘質シルト（かまどのそで部分）
10 焼土
11 貼床

b-b' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト （明黄褐色シルト粒状にわずかに混入）
2 10YR3/3暗褐色シルト（明黄褐色シルト粒状にわずかに混入、遺物・

中～大型の礫やや混入）
3 10YR3/2黒褐色シル ト （明黄褐色シルトが斑状に混入し地山崩落

土）
4 10YR2/2黒褐色シル ト （明黄褐色シルトがプロ ック状にやや混入）

SD1554の形成最下層
5 10YR3/2黒褐色シル ト （上部で明黄褐色微砂やや混入、斜面際で遺
物・黒色炭化物混入）

6 10YR2/2黒褐色粘質シルト（明黄褐色微砂やや混入、下部斑状にグ
ライ化）

7 7.5YR3/l黒褐色粘質シル ト （斑状にグライ 化、一部ス コリア ）
8 10YR3/2黒褐色粘質シルト（灰黄褐色シルトを多く含み地山崩落
土を混入、下部斑状にグライ 化）

c-c' 土層注記

1 b - b' の6附
2 b-b' の9層

3 10YR3/3暗褐色砂質シルト（黄褐色シルトわずかに粒状に混入、や
やグライ化）

4 7.5YR3/3暗褐色粘質シルト（全体的にグライ化、粘性が強い）
5 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト（ややグライ化、砂質が強い）
6 b-b' の 12層
7 6層に類似、砂質シル ト を多く混入

ST1566 e-e' 土層注記
1 表土・耕作土
2 10YR3/3暗褐色砂質シルト
3 10YR3/2黒褐色粘質シルト （灰黄褐色シルトを多く含み地山崩落
4 土を混入、下部斑状にグライ 化）

ED8139土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト (10YR4/4褐色シル ト 斑に20%混入）

SP8060土層注記
1 10YR2/2黒褐色砂質シル ト
2 10YR2/l黒色シル ト （黄褐色シル ト 斑に10%混入）
3 10YR2/l黒色シルト (2層に5%混入）

SP8143土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色シルト 20%·

10YR5/2灰黄褐色シルト 10%斑に混入）
2 10YR3/3暗褐色シルト (lOYR4/4褐色シル ト 斑に20%混入）

SP8144土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト 00YR4/4褐色シルト斑に10%混入）
2 10YR3/3暗褐色シルト (lOYR4/4褐色シルト斑に20%混入）

SP8145土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト
2 10YR4/2灰黄褐色シル ト (1QYR5/4にぶい黄褐色シルト 10%混入）
3 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト
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ST1561·S01562土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト （砂粒3cm大・小石2cm大斑に混入）

ST8516土層注記
1 10YR2/2黒褐色粘質シルト（しっとりしている、黒褐色
砂5%混入）

2 10YR5/6黄褐色砂質シルト （粘性あり、細砂3%混入）
3 10YR3/3暗褐色砂質シルト （粘性あり、 10YR5/6黄褐色
粘質シルト地山20%混入）

4 10YR3/3暗褐色砂殴シルト （ほぼ均質）
5 10YR3/3暗褐色砂質シルト （ もろい、地山30%混入）
6 10YR2/l黒色粘質シルト （地山20%· 炭化粒0.1cm大 1%
混入） 貼床

7 10YR2/l黒色粘質シルト (6層に類似、やや赤味を帯ぴ
る、 7.5YR4/4褐色シルト粒0.3cm大1% . 炭化粒0.1cm大
1%混入） 貼床 ・ 被熱痕あり

a三三上a' 出土遺物1 : 12 
゜ 4m 

1 : 100 

第99図遺構実測図ーST1561·8516 、 5D1562-
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アミは礫

ST1920·2573 、 SK2552·1919土暦注記
1 10YR3/3暗褐色シルト（地山を斑に炭化粒を若千含む） SD2553覆土
2 10YR3/3暗褐色シルト（地山を斑に含み、河原石を含みしまる ）
3 10YR5/6黄褐色細砂 (2陪 ・ 小礫を若干含みやわらかい）
4 10YR3/2黒褐色シル ト (2層と同質、 3層をプロックまたは斑に含み、河原石を含みしまる）
5 10YR3/4暗褐色シルト (10YR8/6黄橙色シルト砂 ・地山 を斑に含み、硬くしまる）貼床状
6 10YR3/4暗褐色粘土質シルト（単層、微砂を含みやわらかい）
7 2層と 10YR3/4暗褐色細砂の混合土（しまる ）
8 10YR2/2黒褐色シルト (2層と同質、地山塊を斑状に多く含みしまる）
9 10YR2/2黒褐色シルト（単層純粋層、砂を全体に含み、辿物を多く含みしまる）
10 10YR3/3暗褐色シルト（一部床面直上に炭化物を多く含む）
11 10YR6/4にぶい黄橙色シルト (9層を縞上・点状に含みしまる ） 貼床
12 10YR6/6明黄褐色シル ト (11陪と同質、 11陪より 9層が少なく色調明るい、全体に汚れている）貼床
13 10YR6/4にぷい黄橙色 (9層を塊．粒で多く含み汚れている）貼床状
14 10YR4/2灰黄褐色シルト （地山が汚れていて硬い）風倒木痕跡
15 10YR2/2黒褐色シル ト （地山粒を点状に含み しまる ） SK6207Fl 
16 10YR4/3にぶい黄褐色（汚れていてしまる） SK6207F2 
17 10YR3/3暗褐色シル ト （地山を斑に含み、砂を含み しまる ）
18 10YR3/4暗褐色シルト（中世の砂を斑状に多く、 9層と地山塊を斑に含みややしまる ）

第100図遺構実測図ーST1 920·2573、 SK2552·1919-
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ST3562土層注記
1 10YR2/l黒色粘土質シルト （地山斑に多く含みしまる ）
2 10YR2/l黒色粘土質シルト（地山塊． 粒微菰含みしまる）
3 10YR2/l黒色粘土質シルト（地山粒微批含みしまる）
4 10YR2/3黒褐色微砂（やや粘質、炭化粒を微屈含みしまる ）
5 10YR2/3粘土質シルト （粘質で単層、地山粒を微祉に含む） 溝覆土
6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト （単層、ぼそぼそしてやわらかい）柱穴覆土
7 lOYR5/3にぶい黄褐色シルト (2陪を縞状に含み汚れている ）
8 10YR3/l黒褐色シル ト （地山塊・ 粒多く含み、 12/i!J を塊で含み粘質で硬くしまる）
9 10YR4/l褐灰色シル ト (8陪 ・地山を含みしまる）
10 10YR2/2黒褐色シルト（単層）
11 10YR2/2黒褐色シルト (7層を多く含みやわらかい）
12 10YR3/2黒褐色砂 (8/習を多く、 地山 を微址含み硬くしまる）

第101 図遺構実測図一ST3562-
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10 7 
一 ―――?— 

ST9371 土層注記（第136図基本層序に同 じ）
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1 10YR2/2黒褐色シルト（地山を点状に含む）柱痕跡
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I IOYRZ/2焦褐色シル ト （地山を点状に微量含む）柱痕跡
2 IOYRZ/2照褐色シル ト (4層 ・地山を斑に微量含みやわらかい）
3 2層と 4層の混合土
4 IOYR3/3暗褐色シルト （地山を点状に含みやわ らかい）
5 IOYR3/3暗褐色シルト（地山を縞状に含み硬くしまり、汚れている）
6 IOYR2/2黒褐色シルト
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8B5293土層注記
1 10YR4/3にぶい黄褐色細砂 （地山粒を含む）柱痕跡
2 lOYRZ/2黒褐色 シルト （地山塊 ・ プロ ック 斑または縞状に含み硬

くしまる）
10YR2/2黒褐色 シ ルト （汚れている ）
10YR2/2黒褐色シルト
10YR2/l黒色シルト 柱痕跡
10YR2/2黒褐色シルト 埋土
10YR2/l黒色シルト （単層）
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SA5293土層注記
I IOYR2/l黒色粘土質シルト（黒粘土単陪、硬くしまる）柱痕跡
2 10YR2/2黒褐色シルト （地山塊 · プロック斑または縞状に含み硬

くしまる ）
IOYR2/2黒褐色シルト（汚れている）
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1 10YR6/4細砂中世単陪
2 10YR3/l黒褐色シルト
3 10YR2/2黒褐色シルト（粘土質で単荊、 地山粒を微拭含み硬くしまる）
4 10YR3/l黒褐色シルト （地山をプロ ッ ク状に多 く 含む）
5 10YR3/l黒褐色シルト （地山を互附に含む）
6 10YR4/l褐灰色シルト (4~ と同質、地山を多く 含み汚れている ）
7 10YR4/l褐灰色シルト (6陪より地山の混入が少なく汚れている ）
8 10YR2/2黒褐色シルト
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S85296土層注記
1 10YR2/l黒色粘土質シルト 平安時代単爵
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8B6229土層注記
1 10YR3/3暗褐色 シルト （炭化物を多 く 含む）
2 10YR3/3暗褐色微砂 （地山粒・炭化粒微最含みやわらかい） 柱痕跡
2. 10YR3/3暗褐色微砂 (2層と同質、炭化物を多く地山粒を若干含み、や

わ らかい ） 柱痕跡
10YR4/3にぶい黄褐色細砂 （地山塊を斑状に含み、汚れていてやわらか
しヽ ）

10YR3/3暗褐色細砂 （小礫を含みぽそぼそする）
10YR3/3暗褐色シルト（地山を斑に含む）
10YR4/3にぶい黄褐色細砂
10YR4/3にぶい黄褐色細砂 （小礫含む）
10YR3/2黒褐色微砂 （単層、地山粒微祉に含む）
10YR3/3暗褐色細砂 （汚れていてやわらかい）
10YR4/3にぶい黄褐色シルト （単層）
10YR4/3にぶい黄褐色シル ト （地山縞状または塊で含み、上層に炭化層
あり ）
10YR3/3暗褐色シルト （単層）
10YR3/3暗褐色シルト（地山を点状に微批、砂少最含む） 柱痕跡
10YR4/3にぶい黄褐色シルト （地山斑に多く含み、砂少最含む）
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S86230·6231 土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト 耕作土
2 10YR6/6明黄褐色シルト 地山
3 10YR3/3暗褐色 シルト （地山粒を多最に含む）
4 10YR3/3暗褐色シ ルト （地山粒を含む）
5 10YR3/3暗褐色シルト （地山粒• 砂を含む）
6 10YR3/2黒褐色シルト（単府、地山粒・焼土粒を微批含む）
柱痕跡
10YR3/3暗褐色シルト （砂・礫を含み、地山粒を微枇含む）
10YR3/3暗褐色 シルト （地山を縞状に含む、押し土）
10YR3/3暗褐色シルト （やや粘質、礫・地山塊を含む）
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10YR3/3暗褐色 シ ルト （地山を斑状に多く含む）
10YR3/3暗褐色 シルト (IO層より混入物少ない）
10YR3/2黒褐色細砂 （汚れてぽそぼそする ）
10YR3/2黒褐色シルト
10YR3/2黒褐色シルト （地山斑に含む）
10YR3/2黒褐色シルト （地山含む）
10YR3/2黒褐色シルト（地山・砂斑に含む）
10YR3/2黒褐色 シルト （砂斑に含みやわらかい）
10YR3/2黒褐色 シル ト （地山粒含む）
10YR3/2黒褐色 シ ルト （地山含みしまる ）
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S86232土層注記
1 10YR3/311音褐色シルト （地山塊を若干含む） SK2345 

2 10YR3/3暗褐色シルト（単層） SP2340柱痕跡
3 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト （地山を縞状または粒で多く含む） SP2340 

4 10YR2/2黒褐色粘土質シルト （単陪、地山塊を徴枇含みしまる ） 柱痕跡
5 10YR2/2黒褐色粘土質シルト（地山塊を微餓、粗砂・礫を含み、ぽろぽろする ） 柱痕跡
6 10YR3/3暗褐色シルト（地山を斑状または縞状に多く含みしまる）
7 10YR3/3暗褐色シルト（粗砂・礫を多く含み、地山塊を少枇含む）
8 10YR4/3にぶい黄褐色微砂 （細砂を含み、地山塊を斑状または縞状に多く含む）
9 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト (6層と 地山の混合土）
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S66233土層注記
1 10YR2/2黒褐色シルト （単肘、炭化粒・地山粒．塊を微屈に含む、
ぽそぼそしてやわらかい）

I'IOYR2/2黒褐色 シル ト (I層と同質、砂を多く含む）
2 IOY3/2オリープ黒色 シルト （地山粒を微枇に含む） 埋土
3 10YR3/2黒褐色シルト（地山を斑または縞状に多く含む）
4 10YR3/3暗褐色シルト（地山を斑状または縦状に多く含みしまる）
5 10YR2/2黒褐色粘土質シルト （単陪、 地山塊を微最含みしまる）
柱痕跡
10YR3/3暗褐色シルト （地山を斑状または縞状に多く含みしまる ）
IOYR2/2黒褐色シルト
IOYR3/2黒褐色シルト （地山を多く 含む）
IOYR2/2黒褐色シル ト （地山粒を微批に含む）
10YR4/l褐灰色粘土質シルト（単府、地山粒を微屈に含む）
IOYR3/2黒褐色 シル ト （地山粒を含む）
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10YR3/2黒褐色シルト （砂を多く含む）
10YR2/2黒褐色シルト （地山粒含む）
10YR3/2黒褐色シルト（地山塊多い）
10YR3/2黒褐色シル ト （地山塊含む）
10YR3/2黒褐色シルト （砂を含む ）
10YR2/2黒褐色シル ト （地山含む）
10YR3/2黒褐色シルト（地山塊含みしまる）
10YR3/2黒褐色 シ ルト （地山塊含みやわらかい）
10YR2/2黒褐色 シル ト （地山粒微批含む）
10YR2/2黒褐色シルト（地山粒微批含む）
10YR2/2黒褐色 シ ルト （地山塊微屈含む）
10YR3/2黒褐色 シ ルト（地山をプロ ック または縞状に多く含む）
10YR3/2黒褐色 シルト
10YR3/2黒褐色 シルト （地山粒多く含む）
10YR2/2黒褐色シルト （地山斑に含みしまる ）
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S86234·6235土層注記
1 10YR2/2黒褐色シ ルト 柱痕跡

\ / 
2 10YR2/2黒褐色シル ト （地山含む）
3 10YR3/2黒褐色シル ト 柱痕跡
4 10YR3/2黒褐色シル ト （地山含む）
5 10YR2/2黒褐色シルト （ しまる）柱痕跡
6 10YR2/2黒褐色シルト（地山塊含む）埋土
7 10YR2/2黒褐色シルト（地山斑状含む）埋土
8 10YR3/2黒褐色 シル ト （地山粒含む）
9 10YR2/2黒褐色シル ト （地山粒微批含む）
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掘立柱建物
SP4091 土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト (10YR4/3にぶい黄褐色シルト粒斑

に10%混入）
2 10YR3/2黒褐色シルト (lOYRS/4にぶい黄褐色シルト粒斑

に10%混入）
3 10YR3/311音褐色シルト 00YR4/4褐色シルト粒斑に10%混

入）
4 10YR3/4暗褐色シル ト
SP4089土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト (1QYR4/2灰黄褐色シルト 2%混入）
SP8062土層注記
I 10YR3/2黒褐色シルト（砂質シルト塊3cm大30%混入）
2 lOYRS/3にぶい黄褐色シルト (10YR3/2黒褐色シルト斑に

10%混入）
SP8061 土層注記
1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト （下位に砂塊4cm大混入）
2 10YR3/2黒褐色シルト（砂塊3cm大混入）
3 10YR2/2黒褐色シルト

SP8060土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色シルト (10YR4/4褐色砂質シルト 5%混

入）
2 10YR4/2灰黄褐色シルト (1QYR4/4褐色シルト斑に40%混

入）
3 10YR2/3黒褐色シルト
SP8046土層注記
1 10YR6/2灰黄褐色シルト
2 10YR5/6黄褐色シルト 00YR5/2灰黄褐色シルト 50%混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト (10YR5/2灰黄褐色シルト斑

に30%混入）
SP8044土層注記

l 10YR5/2灰黄褐色シルト (lOYR6/3にぶい黄橙色シルト斑
に混入）

2 10YR3/2黒褐色シルト (10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト
2cm大混入）

3 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト
SP8045土層注記
1 10YR3/3 11音褐色シル ト (lOYR5/3にぷい黄褐色シルト斑に

10%混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト 00YR4/3にぷい黄褐色シル

卜斑に5%混入）
3 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト
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8B9139土層注記
SP9107 
1 10YR4/3にぶい黄褐色 シ ルト （地山

シルト斑状に混入）

SP9116 
1 10YR2/2黒褐色砂質シルト （ しま つ

ている ）

地山
10YR6/4にぷい黄橙色砂質シルト
(10YR4/4褐色砂質シルト斑状10%混入、
一部酸化している ）

a
 

S89150土層注記
SP9158 
1 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト

（地山斑状に10%混入）

SP9137 
1 10YR3/2暗褐色砂質シルト （地山斑
状に10%混入）

SP9136 
1 10YR2/2黒褐色砂質シ ルト （ しま つ

ている ）
2 地山10YR6/4にぶい黄橙色砂質シル

卜 (10YR4/4褐色砂質シルト斑状に
10%混入、 一部酸化してい る）

-
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—-—— 
S89360土層注記
SP9328 10YR3/2黒褐色砂質シル ト （地山シルト粒2%混入）
SP9025 10YR3/2黒褐色砂質シルト （地山 シル ト 粒10%混入）
SP9026 g-g'10YR3/2黒褐色砂質シル ト （地山 シル ト 粒5%混入）
SP9028 1 0YR2/2黒褐色砂質シルト（地山 シル ト 斑に20%混入）
SP9326 10YR3/3黒褐色砂牲シルト（地山 シルトプロック 5cm大

10%混入）
SP2157 10YR2/3黒褐色砂質シルト（地山 シルト粒5%混入）
SP9327 10YR2/3黒褐色砂質シルト（地山シルト斑に40%混入）

地山土、 10YR6/4にぶい黄橙色砂質シルト (lOYR4/4
褐色砂質シル ト 斑に10%混入、 一部酸化 している ）

SP9020 f-f 

1 10YR3/2黒褐色シルト （黄褐色シルト斑状に50%· 遺物片混入）
2 10YR2/3黒褐色シルト（黄褐色シルト下位に30%混入）
3 10YR3/2黒褐色粘質土（黄褐色シル ト 斑状に10%混入）

SP9326 e-eｷ 
1 10YR3/3暗褐色シルト（黄褐色シルトプロック中央に斑状に40%混

入）
2 10YR3/2黒褐色シルト （上位に黄褐色シルトプロ ッ ク 10%混入）
3 1 0YR3/3暗褐色シルト（上位に黒褐色シルトプロック 20%混入）

゜ 2m 

1 : 50 

第116図遺構実測図ーS89360-

- 139-



S81180ｷ9361 

|

C

 

\ 

a-

b' 

て

e—1 s 2 —e' 
下起古—

•
qー_

ー

q

SP9361土層注記
SP9076 e-e' 
1 10YR2/3黒褐色シルト（黄褐色シルト斑に

50%混入）
2 10YR2/3黒褐色シルト（黄褐色シルト粒状

に5%況入）

SP9292 H' 
I IOYR3/3暗褐色シルト（黒褐色シルト・黄
褐色シルトをミンチ状に30%混入）

2 10YR3/3暗褐色シルト (1 層より全体が斑
状化）

SP9180ｷ9181 g-g' 
I 10YR2/3黒褐色シルト（黄褐色シルト及ぴ
浅黄橙色シルト小プロック 30%混入）

2 10YR2/3黒褐色シルト (1 層よりも浅黄橙
色シルト約50%混入）

3 10YR2/2黒褐色シルト（浅黄橙色シルト小
斑状に10%混入）柱痕？

4 JOYR2/3黒褐色シルト（黄褐色シルト ・ 浅
黄橙色シルト小プロック 30%混入、
SP9!81 よりやや黒）

5 10YR2/3黒褐色シルト

※水糸高は97.20m

※水糸高は97.30m

f —2 1—— 

~ 
t' 

12 
c弐~c•

e—21 3 —e' 

冑

g攣g'

S69362土層注記
SP9182 c-c' 
1 10YR4/6褐色シルト（浅黄橙色シルト20%

・小～中礫混入）
2 10YR3/4暗褐色シルト（下位で浅黄橙色シ
ルト・黄褐色シルト30% ミンチ状に混入）

SP9222ｷ9223 d-d' 
1 10YR3/4暗褐色シルト（黄褐色シルト小斑
状に40%混入）

2 10YR3/4暗褐色シルト （黄褐色シルト小斑
状に20%混入）

3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト（黄褐色シル
卜斑状にJO%混入）

4 10YR4/3にぷい黄褐色シルト（下位でプロ
ック状に黄褐色シルト 20%混入）

5 10YR3/4暗褐色砂質シルト（砂質強まり、
中砂混入）

SP9297 e-e' 
1 10YR3/4暗褐色砂質シル ト （にぶい黄褐色
中砂斑状に30%混入）

2 10YR3/3暗褐色砂質シルト（にぶい黄褐色
中砂横帯状に50%混入）

3 10YR2/3黒褐色シルト（上位ににぶい黄褐
色中砂プロ ック混入）柱痕

SP9301 H' 
l 10YR3/2黒褐色シルト（褐色シルト小プロ

ックで40%混入）
2 10YR2/3黒褐色シルト（混入ほとんどない
が、上位で褐色シルトを小プロックで5%
混入）

d- 2143s —d' 

~ 

1- 121' 

一゜ 4m 
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※水糸高は97.80m

SB9364土層注記
SP9177 e-e' 
1 IOYR3/2黒褐色シルト（黄褐色シルト 10%混入、遺物片あり）
2 10YR3/2黒褐色シルト（褐色シルトをプロック状に50%混入）
3 10YR4/4褐色シルト（上位で追物・黒褐色シルトを ］〇％混入）

SP9274 H' 
1 10YR4/4褐色シルト（下位に黒褐色シルト 30%混入）
2 10YR3/311音褐色シルト（やや小礫、下位で砂質を帯ぴる）

SP9275 g-g' 
1 10YR2/3黒褐色シル ト （微少～小型礫やや混入）
2 10YR3/2黒褐色シルト (lOYR5/4にぶい黄褐色砂を多く混入）
3 10YR3/2黒褐色シルト

SP9265ｷ9266 h-h' 
1 10YR3/311音褐色シル ト （褐色シルト・微礫を斑状に混入）
2 10YR4/4褐色シルト（混入なし）

SP9282ｷ9283 i-i' 
1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト（地山斑に10%混入）
2 10YR4/3にぷい黄褐色シルト（あたりあり、 10YR3/3砂質シルト混入）

SP9322 
10YR4/3にぶい黄褐色シルトに地山土20% 断面図

゜ 2m 

地山
10YR4/4褐色シルトに粗砂50%、礫 (5cm以下） 10%混入

1 : 50 

平面・エレベーション図
゜ 4m 

1 : 100 
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SP2449 e-e' 
1 10YR3/311音褐色シルト （褐色シルトを全体に斑状に50%程度
混入）

2 10YR3/2黒褐色シルト （わずかに褐色シルトを小粒子で混入。
炭化物混入）

SP2429 f-f' 
1 10YR3/4暗褐色粘質シルト（黒色シ）レトを小プロックでわず
かに混入）

2 10YR4/4褐色シルト （横帯状に黒色シルトを30%混入）
3 10YR2/l黒色シルト （褐色シルトを小斑状に全体混入）
柱痕？

d
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SP9233 H' 
1 10YR3/2黒褐色シルト （明黄褐色シルトを40%斑状に
混入）

2 10YR2/3黒褐色シルト （明黄褐色シルトを中粒子で
20%混入）

SP2540 g-g' 
1 10YR3/2黒褐色シルト （わずかに褐色シルトをプロッ

ク状に10%混入）
2 10YR2/2黒褐色シルト （わずかに褐色シルトを粒状に
混入）

SP9237 h-h' 
1 10YR3/3暗褐色シルト （砂質を帯ぴ、褐色シルトを斑
状に40%混入）

2 10YR4/4褐色シルト （暗褐色シルトを粒状に全体に
40%混入）

3 10YR3/2黒褐色シルト（褐色シルトを中プロックで
40%混入 ）

SP2535ｷ2536 
1 10YR3/3 II音褐色シル ト （褐色シル ト を中プロックで

60%混入）
2 10YR2/2黒褐色シルト （褐色シルトを粒状に全体に混
入、中プロックもあり ）

3 10YR3/411音褐色シルト （褐色シルトを粒状に全体に
70%混入、下位が強い）

SP1985 
10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト （地山土斑状に混入）

地山土
10YR6/4にぶい黄橙色砂質シルト (lOYR4/4褐色砂質シ
ルトを斑状に10%混入、 一部酸化している ）

断面図
0 2m -c , 

1 : 50 96 90 96 90m ’ 
96.90m 1 , h . m 2 3 - h' 1 - 3 1 2 -i 平面・エレベーション図g—巧2 —g 一こ3 1 ヅ ~ I I I 0 4m 
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S89367土層注記
SP9250ｷ9260 e-e' 
I IOYR2/2焦褐色 シ ルト （ しまりあり 、 黄褐色 シ ルト

を プロ ック状に混入）
2 IOYR4/3にぷい黄褐色中砂
3 IOYR2/2焦褐色 シ ルト （ しまりなし ）
4 IOYR2/2黙褐色 シ ルト （砂質を帝ぴる ）

SP9261ｷ9262 f-1' 
1 I OYR3/ J 焦褐色シルト （やや粒状に酸化、赤みを帯
ぴる、黄褐色 シ ルト 10%混入）

2 IOYR2/2馬褐色 シ ルト （ しまりあり 、 黄褐色 シ ルト
をプロ ック状に混入）

SP9251 g-g' 
l IOYR4/3にぶい黄褐色シルト （暗褐色 シルトを小斑
状に70%混入）

2 IOYR3/3暗褐色 シルト （褐色 シルトを粒状に5%混
入、やや粘性あり、小礫混入） 柱痕か？

3 I OYR3/3暗褐色シルト

SP9249ｷ9259 h-h' 
I IOYR4/4褐色 シ ルト （粒状に黒褐色 シ ルトを30%況
入）

2 10YR2/2黒褐色シルト （斑状に褐色シルトを20%混
入 ）

SP9253ｷ9263 i-i' 
l 10YR4/4褐色シルト(/.\\褐色シル ト を小プロックで

30%況入）
2 IOYR3/311音褐色シルト （黄褐色シルトをわずかに小

プロ ッ クで10%混入）
3 IOYR3/4暗褐色中砂 （わずかに粘性あり ）

SP9269ｷ9270 j—j' 
l 10YR3/2焦褐色シルト （貨褐色シルトを40%斑状に
混入）

2 IOYR3/2焦褐色 シ ルト （黄褐色シルトを60%斑状に
混入）

3 10YR2/2焦褐色シルト （わずかに黄褐色シルトを斑
状に混入）

SP9248ｷ9258 k-k' 
I !OYR3/3暗褐色 シ ルト ( /~とじりなし ）
2 IOYRS/4にぶい賀褐色 シ ルト （暗褐色 シルトを JO%

混入）
k- —k ' 3 !OYR3/2黒褐色砂質シルト （焦褐色 シルトを中プロ

1P243 ッ ノ

三
ノで30%混入）

4 IOYR3/3暗褐色 シ ルト （わずかに褐色シルトを粒状
に5%混入）

S69368土層注記
SP9245 
IOYR4/4褐色砂質 シ ルト (IOYR3/3暗褐色砂質シルトが
斑状に30%混入）
SP9247 
!OYR3/2黒褐色砂質 シ ルト (IOYRS/4にぶい黄褐色砂質
シルト地山が粒状に 10%混入）
SP9271 
10YR4/3にぶい黄褐色砂質 シ ルト （地山が斑に5%況入、
砂質感強い）
SP9252 
JOYRS/3にぷい黄褐色砂質シルト （地山が斑に30%況入、
砂質感強い）

,P
 1
 

-
P
 

SP9309 e-e' 
1 10YR4/4褐色 シ ルト （明黄褐色シルトを斑状に30%
況入）

2 1 0YR2/3黒褐色シルト （黄褐色シルトを小粒状に
!0%混入）

SP9304 H' 
l IOYR3/3暗褐色シルト （わずかに枡砂枇入、浅黄橙

色 シルト・黄褐色シルトを ］〇％ずつ小斑状に混入）
2 10YR3/4暗褐色砂質シルト ( 1 より砂質強まる、混
入ほとんどなし）

SP9324 g-g' 
1 10YR3/3暗褐色 シ ルト （褐色 シ ルト 20% ・黄褐色 シ

ルト 10% . 下位を中心に斑状に混入）
2 I OYR5/4にぶい黄褐色,jl!砂 （上位に中型礫混入）

地山？

SP9308 
IOYR4/3Iこぶい致｀褐色砂質 シルト （地山斑状・炭化物少
訊混入）

地山
IOYR5/4にぷい黄褐色砂質シルト (JOYR4/3にぶい黄褐
色砂質 シルト粒20%枇入）

断面図
゜ 2m 

1 : 50 

平面・エレベーション図
0 4m 

1 : 100 
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8B1185ｷ1186ｷSA1184 
e-e'·f-1'·h-h' ・ 1-1' 土層注記

1 10YR3/3 11音褐色シル ト質細砂 （炭化粒0.3cm大3% · 2層5%混入）
2 10YR3/411音褐色粘質シル ト ( II音褐色砂 ・地山 10YR5/6黄褐色粘
質シル ト斑に各20%混入）
10YR2/l黒色砂質シ ルト
10YR4/4褐色粘質シルト (3 ·5·6附各5%混入）
10YR2/2黒褐色砂質シル ト (4/i'l5%混入）
10YR3/3暗褐色砂質シル ト (5附5%混入）
10YR2/3黒褐色砂質シルト（地山粒0.3~3cm大3%· 炭化粒0.3cm
大 1%混入）
10YR2/2黒褐色シルト（地山斑に10%混入）
10YR2/l黒色砂質シルト （黒色砂20% · 炭化粒O.l~0.5cm大3%
混入）

10 10YR3/4暗褐色砂質シルト（地山粒0.5~lcm大］〇％混入、やや
赤みを帯ぴ土器片露出）

3
4
5
6
7
 
8

,

 

g-g' 土層注記

1 10YR3/2黒褐色シルト（円礫・ 10YR5/3にぶい黄褐色シルト
30%斑に混入）
10YR3/2黒褐色シルト (lOYR5/3にぷい黄褐色シルト50%混入）
10YR3/2黒褐色シルト (lOYR4/4褐色シルト 2%斑に混入）
10YR3/2黒褐色シルト (10YR5/3にぶい黄褐色シルト混入）
10YR2/2黒褐色砂質シルト（円礫1cm大多批混入）

2
3
4
5
 
i-i'·j-j' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色シル ト (lOYR5/4にぷい黄褐色シルト 30%混入、
礫上部に点在）
10YR5/4にぷい黄褐色 シル ト ( IOYR3/2黒褐色シルト帯状の堆
積）
10YR3/2黒褐色シルト (10YR5/4にぷい黄褐色シルト 50%斑に
混入）
10YR4/2灰黄褐色砂賀シルト

2
 

3
 

4
 
k-k' 土層注記

1 10YR3/3暗褐色砂質シル ト
2 10YR3/3暗褐色砂牧シルト（地山粒20%混入）

m-m'·n-n' 土層注記
l 黒色シル ト （地山粒20%混入）
2 黒色シ ルト （地山粒40%混入）
3 黒色砂質シルト（地山粒50%混入）

·~ 崖
o-o'·r-r' 土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色シルト (]OYRS/3にぷい黄褐色シル ト 20%斑
に混入）
lOYRS/3にぶい黄褐色シルト（円礫1cm大 · 10YR4/2灰黄
褐色シルト 50%斑に混入）
JOYR3/l黒褐色シルト (JOYRS/2灰黄褐色シルト 30%混入）
lOYRS/2灰黄褐色シルト (lOYR3/2黒褐色シルト 10%斑に混入）

3

4

 
1-1' 土層注記
1 10YR3/2黒褐色砂質シルト 中世毅土
2 10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (l倍5%斑に混入、しまって

いる）
10YR3/2黒褐色砂質シルト (1@5% ・地山 10%混入）
10YR2/3黒褐色砂質シルト （地山10%混入）
10YR2/3黒褐色砂質シルト （地山20%混入）

3

4

5

 
p-p' 土層注記
I IOYR3/2黒褐色砂質シルト
2 IOYR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (10YR3/2煤褐色砂質シルト

40%斑に混入）
IOYR3/2馬褐色砂質 シルト (lOYR5/4にぷい黄褐色粘質シルト
2%斑に混入）
IOYR5/4にぶい黄褐色粘質シルト (lOYR3/2黒褐色砂質シルト
20%斑に混入）
IOYR3/2黒褐色砂質シルト (IOYR5/4にぷい黄褐色粘質シルト
10%斑に混入）

3
 

4
 

s-s' 土層注記
1 JOYR2/3黒褐色砂質シルト (211"!20%混入、もろい）
2 JOYR3/3暗褐色シルト（地山 JOYR4/3にぶい黄褐色細砂20%·

10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト粒0.3cm大10%混入）
l陪に類似 (2陪3%混入）
l陪に類似 (2陪5%混入）
2@に類似（地山10YR4/3にぷい黄褐色細砂10% ·10YR5/4にぷ
い黄褐色粘質シルト粒0.3cm大20%混入）

3

4

5

 

1三r
97.40m s 
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97.40m 
m— 
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-m  

第123図土層注記
SP2971 ( 日＇ ） 土層注記
1 10YR3/3暗褐色微砂（地山粒 ・ 炭化粒若干混入）
1 . 10YR3/3暗褐色微砂 (l陪に類似、炭化物多く混入）
SK8539 ( m-m' ) 土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト（円礫1cm大混入）
SK8538 ( n -n' ) 土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色 シル ト (IOYR5/3にぶい黄褐色シルト
下位に斑に混入、円礫5cm大敷きつまつている）

SK6086 (o-o' ) 土層注記
1 lOYR2/2黒褐色砂質シルト (JOYR4/4褐色粘質シルト粒

0.5cm大5%混入）
10YR3/311音褐色シルト (lOYR4/4褐色粘骰シルト粒0.5cm
大1%·1層5%混入）

2
 

97.40m 
o- s 1 2 -o' 

~ ―――ーノ
゜ 2m 

1 : 50 
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※水糸高は全て96.80m

SA5297土層注記
1 10YR2/3黒褐色 シルト（地山塊・ 10YR3/3II音褐色細砂塊を斑状に含み硬くしまる ）
2 10YR2/3黒褐色シルト （地山塊 ·10YR3/3暗褐色細砂塊を斑状に含みやわらかい）
3 10YR2/3黒褐色シルト（ぼそぽそする）
4 10YR2/3黒褐色シルト（地山塊 · 10YR3/3 II音褐色細砂塊 · 10YR2/2黒褐色粘土を斑状に含み
硬くしまる ）
10YR2/3黒褐色シルト （地山塊 ・ 10YR3/3暗褐色細砂塊 ·lOYRZ/2黒褐色粘土を斑状に含み
やわらかい）

10YR2/3黒褐色シルト（地山塊 · 10YR2/2黒褐色粘土を斑状に含みやわらかい）
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8B1181ｷ1182ｷ1183 
SP8075 ( c-c' ) 土層注記

1 10YR3/2黒褐色シルト （下位に円礫混入）
SP8090ｷ8101 (d-d' ) 土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色シルト （円礫l-4cm大混入）
2 2.5Y6/2灰黄色砂 （円礫l-3cm大多枇混入）
SK1508 (H'·e-e' ) 土層注記

1 2.5Y3/3暗オリープ褐色砂質シルト (lOYR5/6黄褐色シルト斑に
5%ｷ 炭化粒1% ' 円礫l-5cm大1%混入）

1'2.5Y3/3暗オリ ー プ褐色砂質シルト (4層 10%· 炭化粒1% ' 円礫1-
5cm大1%混入）

2 粘土
3 2.5Y4/3オリープ褐色砂質シルト (lOYR5/6黄褐色シルト斑に5% ·
炭化粒1%· 円礫l-5cm大1%混入）

4 10YR2/3黒褐色砂質シルト（炭化粒1% · 円礫l-5cm大1%混入）
5 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト（円礫0.5-2cm大10%混入）
SK1518ｷ1530 (g-g'·h-h' ) 土層注記
1 2.5Y3/3暗オリ ー プ褐色砂質シルト (lOYR5/6黄褐色シルト斑に

5%ｷ 炭化粒1% ・円礫1-Scm大1%混入）
1'1層より 黒味を帯びる
2 礫0.2-5cm大 (10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト 10%混入）
3 10YR6/3にぷい黄橙色砂質シルト （円礫2-3cm大混入）
4 10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト （円礫3-5cm大多屈混入）
5 10YR3/2黒褐色砂質シルト
6 10YR3/3暗褐色砂質シルト
7 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト

アミは粘土、その他は礫
〇 4m 

1: 100 
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第126図注記
SK1510·1528·1529·1539·1534·1540·8190他土層注記
1 2.5Y3/3暗オリープ褐色砂質シルト (3層5% · 円礫2cm大1%. 炭化
粒0.1-0.Scm大1%混入）

2 2.5Y3/311音オリープ褐色砂質シルト (3層30% · 円礫2cm大1%· 炭化
粒O.l-0.5cm大1%混入）

3 10YR5/6黄褐色シルト質砂 （円礫l-5cm大5%滉入）
4 SK1528·1陪に類似
5 4陪に加え2.5Y4/4オリープ褐色砂10%混入
6 2.5Y3/3暗オリープ褐色砂 （地山5%混入）
7 10YR4/4褐色円礫5-lOcm大 (10YR4/4褐色砂質シルト 10%混入）
8 10YR4/4褐色円礫5-lOcm大 (lOYR4/4褐色砂質シルト50%滉入）
9 10陪に類似、 11陪5%混入
10 10YR3/3暗褐色シルト質細砂 (2.5Y5/4黄褐色砂5% · 炭化粒0.1cm

大1%滉入）
11 2.5Y4/3オリープ褐色砂 （炭化粒1cm大1% ・地山5%· 円礫1-Scm大

3%混入）
12 10YR3/2黒褐色シルト質砂 （炭化粒0.5cm大 ・ 円礫3cm大3%混入）

柱穴

第127·128図注記
SK1505 ( e-e' ) 土層注記
1 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト（円礫10cm大混入）
2 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト （円礫2-3cm大混入）
3 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （円礫5-8cm大混入）
4 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （礫0.5-lcm大混入）
5 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト （円礫l-4cm大混入）
6 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト （円礫2-4cm大混入）
7 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト （円礫2-4cm大混入）
8 10YR3/311音褐色砂質シルト （粘性あり、有機質含む）
SK8005 (c-c' ) 土層注記
1 10YR6/3にぷい黄橙色シルト (lOYR5/4にぷい黄褐色シルト斑に

30%ｷ 上位に円礫10-15cm大混入）
2 10YR4/4褐色シルト (lOYR6/4にぷい黄橙色シルト斑に20%· 円礫

6cm大混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色砂牧シルト （円礫4cm大混入）
3·3層より砂質が強い
4 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （円礫8cm大混入）
5 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト （礫混入、表面は円礫が敷き詰ま

った層）
6 10YR6/4にぶい黄橙色シルト （表而は円礫5cm大が敷き詰ま っ た層）
地山

SP8030 (H' ) 土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト
SP8034 ( h-h' ) 土層注記
1 10YR3/411音褐色シルト
SK8027 (d-d' ) 土層注記
1 10YR3/4暗褐色シルト
S01511 (m-m' ) 土層注記
1 10YR6/2灰黄褐色円礫3-7cm大（砂混入）
2 10YR3/3暗褐色砂 （円礫3-7cm大10%混入）
3 10YR3/3暗褐色シルト質砂 (14形に類似、 12陪5%混入） 柱穴
4 10YR5/2灰黄褐色 シ ルト質細砂 （炭化粒3%混入）
5 10YR4/4褐色シルト質細砂 （円礫3-5cm大30%混入）基盤層
6 10YR5/2灰黄褐色シルト質細砂（炭化粒3%·7陪粒10%混入）
7 10YR5/3にぷい黄褐色砂 （円礫2-4cm大50%混入）
8 10YR5/3にぶい黄褐色砂 （円礫3-6cm大多数混入）
9 26層よりやや黒味を帯ぴる
10 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト （円礫3cm大多枇・ 10YR6/4にぶ

い黄橙色シルト斑に少批混入）

13 10YR3/3暗褐色シルト質砂 (14層に類似、 12陪 5%混入） 柱穴
14 10YR3/3暗褐色シルト牧砂（炭化粒0.5cm大1%· 円礫3cm大5%混入）
15 10YR3/4暗褐色シルト質砂 （炭化粒0.5cm大1% · 円礫3cm大3%混入）
15'15層より 黒味を帯ぴる
16 10YR5/2灰黄褐色砂 （円礫2-4cm大多数混入）
17 10YR3/3暗褐色シルト質砂 (14層に類似、 14陪に比べ円礫10%混入）
18 10YR6/2灰黄褐色円礫3-7cm大（砂混入）
19 10YR3/3暗褐色砂（円礫3-7cm大10%混入）
20 19層に地山シルト粒混入
21 10YR2/3黒褐色砂質シルト （細砂・礫混入）
22 円礫が23陪より多い
23 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト
24 10YR4/4褐色シルト質細砂 （円礫3-5cm大30%混入）基盤陪
25 10YR5/3にぶい黄褐色砂（円礫2-4cm大50%混入）
26 10YR5/3にぶい黄褐色砂 （円礫3-6cm大多数混入）
27 26陪よりやや黒味を帯ぴる

S08113 ( 1-1' ) 土層注記
1 10YR5/2灰黄褐色シルト （円礫4cm大多批混入）
2 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫多枇混入）
3 lOYR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫多最混入）
4 10YR5/2灰黄褐色シルト （円礫1cm大混入）
5 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト （円礫l-3cm大混入）
S08113 ( i-i' ) 土層注記
1 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫多拭混入）
2 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト （円礫多批混入）
3 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫多批混入）
4 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫l-4cm大混入）
5 10YR2/2黒褐色シル ト （円礫2-6cm大混入）
6 10YR6/2灰黄褐色砂 （円礫3cm大混入）
S01536 (g-g' ) 土層注記
1 10YR6/3にぷい黄橙色砂質シルト （礫40%混入）
2 10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト （円礫l-2cm大50%混入）
3 10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト （円礫2-3cm大多批混入）
S08113 (b-b') 土層注記
1 10YR2/2黒褐色砂質シルト (lOYR3/4暗褐色粘質シルトプロ ッ ク ・
円礫3-5cm大5%混入）

2 10YR3/4暗褐色砂質シルト （円礫3-5cm大5%混入、濁りなし）
3 10YR5/3にぷい黄褐色砂 （礫3cm大• 砂· 粘質シルト混入）
S08113 (j —j' ) 土層注記
1 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト （円礫3cm大多枇 ·10YR6/4にぶ
い黄橙色シルト斑に少批混入）

2 10YR2/l黒色砂 （黒色シルト 10%· 円礫 3-5cm大20%混入）溝
3 10YR2/2黒褐色砂質シルト (lOYR3/411音褐色粘質シルト斑に5%'

10YR4/4褐色シルト 10%混入）
4 10YR3/4暗褐色砂質シル ト （円礫3-5cm大5%混入、 i蜀りなし）
5 10YR2/2黒褐色砂質シル ト (lOYR2/l黒色砂質シルト3%混入）
6 10YR2/2黒褐色砂質シルト (lOYR3/4暗褐色粘質シル トプロ ック・

円礫3-5cm大5%混入）
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吋
’ 5

3
—®' ⑥ 
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SK8009 (c-c' ) 土暦注記

1 7.5YR4/2灰褐色シルト
2 2.5Y8/4淡黄色シルト
3 lOYRS/3浅黄橙色シルト（底位に行くにしたがいにぶ
い黄褐色シル ト に変わる）

4 lOYRS/3浅黄橙色シルト
SKBOOB (d-d') 土層注記
1 10YR5/2灰黄褐色シルト (10YR7/4にぶい黄橙色シル

卜粒2-3cm大斑状に混入）
2 10YR6/3にぶい黄橙色砂質シル ト （円礫5-8cm大堆積

状に混入）
3 10YR5/2灰黄褐色シルト（礫 · 円礫J0- 1 5cm大混入） b 

98.50m 
- 3 

4 10YR4/3にぶい黄橙色砂質シルト（円礫2-3cm大混入）
5 10YR4/3にぶい黄褐色シルト（円礫2-3cm大滉入）
6 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト（礫・ 円礫2-15cm大混入）
S08012 (b-b' ) 土層注記
I 10YR6/3にぶい黄橙色シルト（砂・円礫．礫混入）
2 10YR4/4褐色砂質シルト （円礫3cm大混入）
3 10YR5/4にぷい黄褐色砂質シルト（円礫3cm大混入）
SKB014 (a-a' ) 土層注記
I 10YR6/3にぶい黄橙色砂烈シルト（円礫2-3cm大混入）
2 10YR3/2黒褐色砂質シル ト （円礫3-5cm大混入）
3 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト（円礫3-5cm大堆積

状に混入）
4 10YR3/3暗褐色砂質シルト（円礫3-5cm大堆積状に混

入）
5 IOYR3/3暗褐色砂質シルト（円礫l-2cm大斑に混入）
6 7.5YR5/3にぶい褐色砂質シルト（円礫2-4cm大混入）
7 7.5YR8/2灰白色砂質シルト（円礫4-6cm大堆積）
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ヽ
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SKB015 (a-a') 土層注記
1 7.5YR3/2黒褐色シルト（円礫2-3cm大混入）
2 10YR7/6明黄褐色シルト （円礫5-Scm大混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト（円礫l-5cm大混入）
S08025 (b-b' ) 土層注記
1 10YR2/2黒褐色シルト （礫4cm大混入）
2 10YR5/3にぷい黄褐色砂質シルト （礫4cm大・ 1層20%混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト （礫4cm大 · 7.5YR3/2黒褐
色シルト 10%混入）

4 10YR3/3暗褐色砂質シルト
S08001 -8003 (c-c'·d-d' ) 土層注記
1 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （円礫3cm大混入）
2 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト（礫混入、表面は円礫が
敷き詰まった層）

3 10YR6/4にぶい黄橙色シルト （表面は円礫5cm大が敷き詰ま
った層） 地山

4 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （円礫8cm大混入）
SP8005 (e-e ' ) 土層注記
1 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト（礫・円礫2-4cm大混入）
2 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト（礫2-3cm大堆積）
SP8054 (H') 土層注記
1 7.5YR5/2灰褐色砂質シルト（円礫3-4cm大混入）
2 7.5YR6/2灰褐色砂質シルト（円礫2-3cm大堆積）
SP8053 (g-g' ) 土層注記
1 7.5YR5/l褐灰色砂質シルト （円礫3-4cm大混入）
2 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト （円礫2-20cm大堆積）

0吐
_,¥--
! SP8019 ( h-h' ) 土層注記

I o> 1 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト （円礫2-lOcm大混入）
＼ ーら~ 2 10YR4/2灰黄褐色砂質シル ト （円礫2-5cm大混入）
元 屯 SP8017·8020 (i-i ' ) 土層注記

1 10YR7/2にぶい黄橙色シルト
2 10YR5/4にぷい黄褐色 シルト（円礫3cm大混入）
3 10YR6/3にぶい黄橙色シルト（円礫1cm大混入）
4 10YR5/3にぷい黄褐色砂質シルト （上・底位に円礫混入）
SP8021-8023 (j―j') 土層注記
1 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫3cm大混入）
2 10YR7/2にぶい黄橙色砂質シルト （礫・円礫4cm大混入）
3 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト （円礫l-5cm大混入）
4 円礫3-Scm大堆積
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97.50m 
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SK6030ｷ6033ｷ6035ｷ6041ｷ6047ｷ6048ｷ 
8549土層注記
1 10YR2/2馬褐色砂質 シルト （炭化粒0.5cm大

3% ·3層斑に5%滉入）
2 10YR3/211音褐色砂質シルト （炭化粒0.1cm大

混入、 1陪より砂質が強い）
3 10YR4/3にぷい黄褐色粘質 シルト (lOYR

3/1黒褐色粘牧シル ト 粒3cm大 ・ 10YR4/2灰
黄褐色粘質シ ルト 3cm大各5%混入）

4 10YR3/3暗褐色シルト質細砂 (3層斑に3%
混入）

5 IOYR3/3暗褐色細砂 （地山粒混入）
6 IOYR3/3暗褐色細砂 （地山・礫混入、しまる ）
7 !OYR3/311音褐色 シ ルト 平安時代の覆土

＼
宍SK3548 SK3596 SK3635 SK3945 

, —a 

a二二戸..二□三.. .二三二.• a三ーニ戸―--/
s 

, —a 

SK3548 ・ 3635土層注記
1 10YR3/2黒褐色シルト （地山プロ ック ・ 炭化粒混入、硬くしまる ）
2 10YR3/2暗褐色 シルト （地山プロ ッ ク混入、硬 く しまる ）
SK3596土層注記
1 lOYR2/2黒褐色シルト （地山粒．辿物混入、しまる ）

SK3945·3947土層注記
1 10YR2/l黒色シルト (lOYRl.7/1黒色 シ ルト・ 10YR5/4にぶい黄褐
色シルト粒0.5-lcm大各10%、炭化粒0.5cm大5%混入）

2 1層に類似、 1層より黄褐色シルト粒少ない
3 10YR2/l黒色シルト （純粋）

遺物S=1: 6 
゜ 2m 

1 : 50 

第130図 遺構実測図ーSK3548 ・ 3596 ・ 3635·3945·6030·6033他一
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SKB041 土層注記
1 3-5cm大円礫 (IOYR3/2黒褐色砂質シルト混入）
2 3-lOcm大円礫
3 10YR3/4暗褐色シルト (10YR3/3暗褐色シルト斑に30%混入）
4 10YR3/4暗褐色粘質シルト (lOYR3/3暗褐色シルト ］〇％混入）

゜ 2m 

1 : 50 

S02127 

4
 SP2139 “ 

b 、

_
|
J
-

+ 49-58 

゜

1 : 100 

f,.,__ 

:*' 
人、 8D2127土層注記

1 10YR4/4暗褐色シルト（黒褐色シルト・辿物片混入）
2 10YR3/4暗褐色シルト（黄褐色シルト ・ 礫混入）

4m 3 10YR3/3暗褐色シルト（明黄褐色シルト小プロック混入）地山崩落
土

4 10YR3/4暗褐色シルト（明黄褐色シルト小プロック・礫・迫物片混
入）

5 10YR3/4暗褐色シルト（黄褐色シルト下位で帯状に混入、辿物片混
入） 0 

6 10YR3/3暗褐色シルト（上位大型礫混入、混じりは少ない）

6
 

— b' 

, —C 

2m 

1 : 50 

第131 図遺構実測図一SK8041·SD2127-
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SE2146土層注記
1 10YR2/2黒褐色粘質シル ト （わずかに灰白色粘土を粒状に混入）
2 10YR3/2暗褐色粘質シルト （小礫混入、上部横帯プロ ックで酸化し
た灰黄褐色粘土混入）

3 10YR2/3暗褐色シルト （小礫混入、やや砂質を帯びわずかに黄褐色
シルトを粒状に混入）

4 10YR3/3暗褐色シルト （黄褐色シルト斑に50%混入）
5 10YR2/3黒褐色シルト（黄褐色 ・ にぶい黄橙色シルトを粒状に混入、
炭化粒混入）

6 10YR3/3暗褐色砂質シル ト （黄褐色 シル ト粒状に混入）

x認も

96.80m 
a- 3 4 , —a 

7 7.5YR2/3極暗褐色砂質シルト（礫混入、シル ト の砂質が強い）
8 10YR3/2黒褐色砂質 シルト （大型礫に よ って形成、土・礫を同時に

埋設）
9 10YR4/6褐色粘質 シルト
10 10YR3/3暗褐色粘質シル ト （褐色粘質シルト中プロ ックで斑に5%

混入、上部ほど砂混入激しい）
11 10YR4/4褐色砂（わずかに暗褐色粘土質シルトを中プロックで混入、

小型礫わずかに混入）
12 10YR4/4褐色微砂 (11層よりきめが細かい、混入物ほと んどな し）

遺物S=1 : 12 
゜

アミは礫
5m 

1 : 80 
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．須恵器
• 土師器
•その他

エレベーション
〇 4m 

S01560ｷSP2011 (a-a') 土層注記
1 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト （粗砂10%混入）
2 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト （円礫1cm大20%混入）
3 10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト（円礫l-2cm大50%混入）
4 10YR3/3暗褐色砂質シルト（礫0.5cm大以下10%混入）
5 10YR3/2黒褐色砂質シルト （礫0.5cm大以下5%混入）
6 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト（砂40%混入）
7 10YR3/3暗褐色砂質シルト（砂10%· 礫0.5-2cm大10%混入）
8 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト (lOYR6/4にぶい黄橙色砂40%混入）
9 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト（礫0.5-0.8cm大20%混入）
10 10YR5/3にぷい黄褐色シルト （円礫2-3cm大50%混入）

~, SD1560ｷ2196ｷ2197 (b-b' ) 土層注記
1 10YR3/4暗褐色シルト（砂混入）
2 10YR3/4暗褐色シルト（明黄褐色シルトプロック 20%· 礫混入）
3 10YR3/3暗褐色シルト（下位で礫混入）
4 10YR3/2黒褐色シルト （砂・礫・逍物片 ・ 炭化物混入）
5 10YR3/2黒褐色シルト (lOYRl.7/1黒色粘質シルト多罷 ・下位で礫混入）
6 10YR3/3暗褐色砂質シルト （砂 ・ 黒色シルト小プロック・下位で礫混入）
7 10YR3/3暗褐色細砂 （地山が縞状・炭化物・河原石混入）
8 7層と 10YR4/4褐色砂の混合土 （地山）
9 8層に類似地山
S01560 ( c-c' ) 土層注記
1 10YR4/4褐色シルト （粘性あり、上部はもろく中～下はしま っ ている）
表土・耕作土 基本陪序 I
7.5YR2/3極暗褐色シルト （土器片0.5-2cm大 ・ 礫0.5cm以下混入）
7.5YR6/2灰褐色砂質シルト
7.5YR5/3にぶい褐色シルト （礫0.3-0.5cm大混入）
7.5YR5/3にぶい褐色シルト （礫0.3-3cm大混入）
7.5YR5/3にぶい褐色砂質シルト
7.5YR6/2灰褐色砂質シルト （礫0.3cm大・円礫3cm大各40%混入）

8 7.5YR5/2灰褐色砂質シルト（円礫3-5cm大混入）
9 10YR2/3黒褐色シルト
10 10YR3/4暗褐色シルト
11 10YR5/6黄褐色シルト （東西斜面下るにしたがい大き<

グライ化、粘土質、植物根 ・ 茎混入）
12 10YR5/4にぶい黄褐色シルト （褐色・灰白色シルト斑に

多饉混入、 一部グライ化しスコリアも混じる ） 基本層序 III
S01560 (e-e' ) 土層注記
1 10YR4/4褐色砂質シルト（黒褐色

シルト 30%· 礫10cm大混入）
10YR4/4褐色砂質シルト （黒褐色
シルト 10% · 礫10cm大混入）

2
3
4
5
6
7
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SD4078 (a-a' ) 土層注記
I IOYR4/4褐色シルト（やや粘性あり、上部はもろく中～下は しま つている ）
表土・耕作土

m IOYR5/6黄褐色シルト （東西斜面下るにしたがい大き くグライ 化、粘土質、
植物根混入）

1 IOYR6/4にぷい黄橙色砂 （ややし まる、 2.5¥7/4浅黄色シルトプロ ック ・ 礫
混入）

2 IOYR5/3にぷい黄褐色砂質シルト （ややし まる、浅黄色 シル ト・礫• スコ
リア混入）

3 10YR5/3にぶい黄褐色粗砂（しまりなし、礫多最混入）
4 IOYR4/2灰黄褐色砂質シルト （ しまる、 立上がりでグライ化、黒色炭化

物 ． 植物根・灰白色シルト斑に混入）
5 IOYR6/3にぷい黄橙色砂質シルト（硬くしまる、浅黄色シルト小プロック・
礫混入）

6 2.5¥6/4にぶい黄色砂（しまりがなくもろく崩れやすい、多試礫中に大型礫
わずかに混入）

7 IOYR7/I灰白色砂質シルト（ややしまる、立上がりでグライ化、礫• 石
英• スコリア混入）

8 IOYR4/3にぷい黄褐色粘質シルト （やや粘性あり、ややしまる、 黒褐色シ
ルト ・ にぷい黄橙色シルト・礫 · スコリア混入）

9 2.5¥6/4 にぶい黄色砂（しまりがなくもろく崩れやすい、多拭礫・植物根混入）
JO IOYR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト （ しまる、礫．粗砂混入）
11 IOYR5/3にぶい黄褐色砂質シルト （やや粘性あり、ややしまる、 立上がり

でグライ 化、礫• 石英 • スコリア混入）
12 IOYR4/4褐色粘質シルト（粘性あり、あまりしまりなし、礫．粗砂混入）
13 IOYR3/3暗褐色粘質シルト（粘性あり、ややしまる、礫混入）
14 IOYR4/3にぶい黄褐色粘質シルト （やや粘性あり、ややしまる、礫・租砂

混入）
15 IOYRS/1褐灰色粘質シルト（粘性あり、ややしまる、 立上が りでグライ化、

礫• スコリア混入）
16 10YR3/4暗褐色粗砂 （ しまりなし、礫多飛混入、最も礫の規模大）

SD4078 ( b-b') 土層注記
I 10YR5/4 にぷい黄褐色砂質シルト（中央部IOYR4/3にぶい黄褐色砂質シル

ト 40% · 有機質土 ・円礫J-4cm大混入）
2 IOYR6/2灰黄褐色砂質シルト（円礫上位1cm大・下位10cm大堆積状に混入）

自然堆積
10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト （円礫2cm大混入）
IOYR6/2灰黄褐色砂質シルト (JO府 10%混入、円礫多罰混入中大きいもの
で20cm大）
IOYR6/2灰黄褐色砂質シルト（上位円礫!cm大・下位多批砂混入）
IOYR6/3にぶい黄橙色シルト (10YR6/2灰黄褐色シルト斑に50%· 円礫滉
入）

7 7.5YR3/3暗褐色砂質シルト（円礫1cm大混入）
8 4府に類似 (10附30%混入）
9 IOYR3/4暗褐色砂 （暗褐色シ ルト 10%混入、焦味を帯ぴしっとりとした層、

かわきおそい）
JO 2.5¥5/4黄褐色シルト質細砂（やや粘性あり 、 硬くしまる、 F'I 礫0.5-5cm大

5%混入）
11 IOYR4/3にぷい黄褐色砂質シルト （円礫1cm大混入）
12 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト
13 !OYR2/3黒褐色砂質シルト （円礫1-5cm大堆積）
14 IOYR5/2灰黄褐色砂質シルト （円礫2cm大混入）
15 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト（円礫1-lOcm大混入）
16 IOYR3/2黒褐色砂質シルト（粘性あり、 円礫1-5cm大10% ・地山 10%llE に

混入）
17 鉄分
18 2.5Y4/3オリ ープ褐色砂（一部黒味を帯ぴる、植物根. F'I礫 1-IOcm大20%

混入）
19 2.5¥4/3オリープ褐色砂 （鉄分付沼、円礫l -5cm大10%混入）

SD4078 (c-c' ) 土層注記
I IOYR2/2黒褐色粘質シルト （円礫2cm大混入）
2 10YR4/2灰黄褐色シルト (JOYR6/3にぶい黄橙色シルト斑に50%混入）
3 IOYR2/2黒褐色シル ト (JOYR5/3にぶい黄褐色シルト斑に20%混入）
4 !OYR6/3にぶい黄橙色シルト (!OYR7/l灰白色シルト 30%· !OYR4/l褐灰
色シルト塊混入）

5 IOYR6/4にぶい黄橙色シルト (IOYR5/2灰黄褐色シルト50%混入）

1: 100 

S04078 (d-d' ) 土層注記
I IOYR5/4にぶい黄褐色シルト（礫0.3-0.5cm大混入） 中世細砂陪
2 10YR4/4褐色シルト (JOYR7/3にぶい黄橙色シルト斑に40%混入）
3 IOYR7/3にぶい黄橙色シルト (IOYR6/2灰黄褐色シル ト塊40%混入）
4 IOYR5/4 にぶい黄褐色シルト OOYR6/4にぶい黄橙色シルト斑に混

入）
5 IOYR6/3にぶい黄橙色砂質シル ト （円礫4-5cm大混入、 3層に類似

し2層 ． にぶい黄橙色シルト 10%枇入）
6 2.5Y6/4にぷい黄色粘質シルト (2.5Y4/4オリープ褐色シルト斑に

30%混入）
7 2.5Y4/4 オリ ープ褐色粘質シルト (2.5Y7/4浅黄色シルト ·2.5Y4/4オリープ
褐色シル ト 混入）

8 10YR6/3にぷい黄橙色シルト (1層に類似、円礫混入）
9 8/{iJ に類似 (8/{iJ より黒味を帯ぴる）

基本層序 (h-h' ) 土層注記
l JOY R4/3にぶい黄褐色シルト 表土・耕作土
2 JOYR6/4にぶい黄橙色砂質シルト （円礫2-5cm大混入） 盛土
3 JOYR4/3にぶい黄褐色シルト （円礫2cm大混入）
4 JOYR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト （円礫3-7cm大混入） SD890 
5 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト （円礫2cm大混入） SD80IO 
6 JOYR7/4 にぶい黄橙色砂質シルト （円礫板状に多枇混入） SD80IO 
7 JOYR5/3にぷい黄褐色シルト（「月礫2-5cm大混入） SD4078 
8 IOYR4/2灰黄褐色シル ト （円礫3cm大混入） SD4078 
9 JOYR5/4にぶい黄褐色砂質シル ト （円礫3cm大混入） SD8151 
JO JOYR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （円礫l-4cm大多罷混入）
11 IOYR4/6褐色砂質シルト（円礫3cm大 10%混入）盛士
12 IOYR6/3にぶい黄橙色砂質シルト（円礫2-Bcm大堆積状に混入、平板型の

石が多い）
13 JOY R6/6明黄褐色粘質シル ト

S08151ｷ5042 ( e-e' ) 土層注記
l 表土
2 JOYR7/4にぷい黄橙色粘質シルト 表土
3 10YR5/2灰黄褐色シルト (IOYR7/4にぶい黄橙色シルト ］〇％混入）
4 IOYR5/3にぶい黄褐色シルト（円礫1cm大混入）
5 IOYR5/3にぶい黄褐色シル ト
6 IOYR5/3にぶい黄褐色シルト (IOYR6/3にぶい黄橙色シルト斑に30%混入）
7 IOYR5/3にぶい黄褐色シル ト (IOYR6/3にぶい黄橙色 シル ト斑に20%混入）
8 JOYR5/3にぷい黄褐色シルト (IOYR6/3にぷい黄橙色シル ト塊5%混入）
9 IOYR5/2灰黄褐色シル ト ( JOYR6/2灰黄褐色シル ト斑に5%滉入）
10 IOYR5/2灰黄褐色シル ト
II 10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト (JOYR6/3にぶい黄橙色シル ト斑に40%混入）
12 10YR5/2灰黄褐色シルト (JOYR6/3にぶい黄橙色シルト斑に40%混入）
13 10YR6/3にぶい黄橙色シルト (JOYR5/2灰黄褐色シルト塊JO%混入）
14 1 0YR5/2灰黄褐色シルト (IOYR6/3にぶい黄橙色シルト塊30%混入）

S08154ｷSK5042 (f-f' ) 土層注記
1 10YR6/2灰黄褐色シル ト ( IOYR5/2灰黄褐色シルト ・ 10YR7/3にぷい黄橙
色シルト各5%斑に混入） SD8154 

2 IOYR4/2灰黄褐色砂質シルト （円礫3cm大• その他の円礫多最混入）
SD8154 

3 IOYR4/4褐色粘質シルト (IOYR3/l馬褐色砂質シルト帯状に20%混入）
4 10YR4/4褐色砂質シルト 純粋
5 2.5Y7/3浅黄色粘質シルト (2.5Y5/l黄灰色シル ト・ 10YR6/4 にぶい黄橙色

シル ト 各20%斑に混入）
6 5層 ・ IOYR3/2黒褐色砂質シルト 30%混入
7 5/{iJ ・ IOYR3/2馬褐色砂質シル ト 20%·10YR3/I黒褐色砂質シル ト 20%混入
8 7附に類似（プロソク状に各層混入）
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a-a'• b-b' ・ c-c'·d-d'·e-e' 土層注記
1 盛土 I a 2.5Y3/l黒褐色粘質シル ト
2 盛土 I b 10YR3/l黒褐色粘質シルト
3 盛土 I c 10YR4/2灰黄褐色粘質シル ト
4 10YR3/2黒褐色有機質
5 盛土 Id 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト
6 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト Idに同じ、
7 10YR4/2灰黄褐色シルト
8 旧水田 II a 10YR4/l褐灰色粘質シルト
9 旧水田 II b 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シル

卜 （酸化鉄）
10 旧水田 II c 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シル

卜 ( II aに比べ黒・茶色味を帯びる）
11 旧水田 lid II bに同じ （酸化鉄）
12 SK9379 Fl 10YR4/l褐灰色粘質シルト

（石5- lOcm大含む）
13 SK9379 F2 10YR3/2黒褐色粘質シルト

（土器片 ・小石3cm大少々含む）
14 SK9379 F3 10YR2/3黒褐色粘質シルト

（石20cm大含む）
15 撹乱1 (ST9371上面）
16 撹乱2 (ST9371上面）
17 撹乱3 (ST9371上面）
18 ST9371 Fl 7.5YR4/l褐灰色粘質シルト

（ しまる ）
19 ST9371 F2 10YR4/l褐灰色粘質シルト

（小石2cm大含む）単層
20 ST9371 F3 7.5YR3/2黒褐色粘質シルト

（ ところどころ石3cm大混入、 S09370 Fl と
繋がる 。 単層、粘土層、斜面上方が砂化、
やわらかい）

21 ST9371 F3'-l (F3と同質、細砂を混入）
22 ST9371 F3'-2 (F3 と同質、やや粗砂を巻き

ゆれている、 F3 との間に黄色砂を薄＜挟む）
1 : 100 

ヽ
v
 

第136図 遺構実測図―H 調査区（市道部分）一

-160-



95.80m , 95.90m 
f- 2 —f g =----1 

一
2
 3

 

, 95.70m 
-9 h-

7 34 —h' 
. 95.70m 
I- 2 S —i' 

~ 
95.80m ., 

J- 2 -J 

万
95.70m 

k- 2 5 4 -k' 

22'7.5YR3/l黒褐色粘土質シルト (7.5YR4/2
灰褐色シルト ・ 7.5YR5/l褐灰色砂質シル
卜混入）

23 ST9371 F4 10YR5/3にぷい黄褐色砂質
シル ト （小石1cm大混入）単陪

24 ST9371 F5 7.5YR3/l黒褐色粘質シルト
（単陪 、グライ化粘土附、 F3との間に酸化
鉄を縦レンズ状に含む）

25 ST9371 F6 7.5YR3/l思褐色粘質シルト
（黄色地山土を縞状又はまだらに含み、底面
に行くにしたがつ て粒状になる 。 底面に横
長 レ ンズ状に酸化鉄塊荊を縞状に含む）

26 ST9371 F6'F6と同質（地山土を斑状。
酸化鉄塊層を船状に含む）

27 SD9370 Fl 7.5YR3/ l黒褐色粘質シル ト
（単,~ 。 泥炭質で辿物を含む。 しまる ）

28 SD9370 F2 7.5YR3/l (Fl と同質。 三
角自然堆積。 Fl との間に追物を多く含み、
砂を縞状又は斑に含む。 しまる ）

29 SD9370 F2·7.5YR褐灰砂質シルト （ と
ころどころに7.5YR4/3褐色砂質シルト粒
を含む。 強いグライ化。 追物少ない）第5
トレンチ南而断而図参照

30 SP9389 (註記なし）
31 SD9381 10YR3/2黒褐色粘質シルト（下部

に10YR2/ l黒色粘質シルトの斑少々あり）
中央トレンチ南北断而図参照

32 SX9387 10YR4/l褐灰色砂質シルト、小
石 (2-4cm) 90% 、 10YR3/ l黒褐色砂質
シル ト 10%混入

33 地山 粘土（漸移府） 10YR4/ l褐灰色砂質
シルト 80%、 2.5Y6/2灰黄色粘質 シル ト
70%滉入

34 地山 粘土 2.5Y7/3浅黄色粘質シル ト
90%、 10YR5/6黄褐色粘質シルト筋状に
にじむように混入

35 地山 礫陪 7.5YR4/3灰褐色砂• 砂利層
36 地山酸化土 7.5YR4/4褐色砂質シル ト

20% 、 7.5Y5/2灰褐色砂質シルト 20% 、
7.5YR3/l黒褐色砂質シルト 60%、横筋状
に混入

37 地山微砂 10YR5/3にぷい黄褐色砂質シ
ルト

38 地山 粗砂 2.5Y5/3黄褐色砂質シル ト
39 地山粗砂 38層 よ り粗い

※34 : 基本肘序 rn
33ｷ35-39: 基本附序w

95.90m , 95.BOm 

l~lm二凸こ五叶ズt

f-1' 土層注記

1 10YR3/l黒褐色シルト
2 10YR3/l黒褐色シルト 00YR4/2灰黄褐

色 シル ト 斑に混入）

g-g' 土層注記

1 10YR6/4にぶい黄橙色シルト (lOYR5/2
灰黄褐色 シル ト 斑に10%混入）

2 10YR4/2灰黄褐色粘例シルト (lOYR6/2
灰黄褐色 シル ト 2%混入）地山

3 10YR5/2灰黄褐色粘傾シルト (10YR6/2
灰黄褐色シルト斑に20%混入）

h-h' 土層注記

1 7.5YR3/l黙褐色シルト
2 7.5YR3/2黒褐色砂質シルト
3 7.5YR4/l褐灰色シルト (7.5YR6/l褐灰色

シルト斑に40%混入）
4 10YR5/2灰黄褐色シルト (7.5YR4/4褐色

シルト筋状に混入）

5 7.5YR3/2黒褐色砂質シルト
6 7.5YR4/ l褐灰色シルト (7.5YR5/2灰褐色

シルト粒状に混入）
7 10YR6/2灰黄褐色粘質シルト

I一1' 土層注記

1 10YR4/l褐灰色シル ト
2 10YR4/2灰黄褐色シルト (10YR5/2灰黄
褐色シルト斑に5%滉入）

1-1' 土層注記
1 10YR3/l黒褐色シルト 00YR5/3にぶい
黄褐色シル ト 斑に 10%混入）

2 10YR5/ l褐灰色シルト (10YR5/3にぶい
黄褐色シルト斑に混入）

k-k' 土層注記

1 7.5YR4/ l褐灰色砂質シル ト （小石0.5-
1cm大混入、下位にい＜にしたがい砂利）

2 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト （小石1cm大
混入）

3 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト （小石0.5-
1cm大混入）

4 7.5YR4/l褐灰色シルト

5 7.5YR4/2灰褐色砂質シルト（小石1cm大混
入）

6 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト（小石0.5cm
大混入）

7 10YR4/3にぷい黄褐色砂質シルト
(7.5YR4/2灰褐色シルト筋状に 10%混入）

"~" 

゜ 2m 

1: 50 

1-1' 土層注記

1 10YR3/2黒褐色シルト (JOYR5/2灰黄褐
色シルト 10% · 下部に小石1 cm大混入）

2 10YR3/2黒褐色シルト (JOYR5/2灰黄褐
色砂質シルト塊状に20%混入）

3 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト 00YR4/2
灰黄褐色シルト 10%·JOYR5/3にぷい黄
褐色シルト斑に40%混入）

4 10YR3/2黒褐色シル ト (JOYR5/3にぶい

黄褐色シルト 10% · 下部に小石1cm大況
入）

5 10YR3/2黒褐色シルト (10YR5/3にぶい
黄褐色シルト斑に40%混入）

m-m' 土層注記
1 10YR4/ l褐灰色粘質シルト (10YR3/l黒
褐色粘質シルト粒状に20%·10YR6/3に
ぶい黄橙色斑に少々混入）

2 10YR4/2灰黄褐色シルト (JOYR6/3にぶ

い黄橙色シル ト斑に］〇％混入）
3 10YR4/l褐灰色粘質シルト ( IOYR7/3に
ぷい黄橙色シルト 20%斑に混入）

4 JOYR4/1褐灰色シルト

5 10YR3/2黒褐色シルト 00YR6/3にぶい
黄橙色シルト粒状に20%混入）

6 10YR4/1褐灰色粘質シルト (lOYR6/3に
ぶい黄橙色シルト斑に20%混入）

7 JOYR6/3にぶい黄橙色シルト (lOYR4/ l
褐灰色シル ト 斑に20%混入）

n-n' 土層注記

1 10YR3/2黒褐色シルト (10YR6/3にぷい
黄橙色シルト斑に10% · 小石1cm大混入）

2 10YR3/2黒褐色シルト (J OYR6/3にぷい
黄橙色シルト斑に50%混入）

3 10YR3/2黒褐色シルト (10YR6/3にぷい
黄橙色シルト・小石1cm大混入）

4 10YR3/2黒褐色シルト
5 10YR3/2黒褐色シルト (10YR3/1黒褐色

シルト・ 10YR5/3にぶい黄褐色シルト粒

状に混入）

6 10YR6/3にぷい黄橙色シルト (lOYR4/2

灰黄褐色シルト斑に20%滉入）

第137図 遺構実測図―H 調査区（市道部分）―

- 161-



【掘立柱建物】

掘立柱建物は32棟検出された。束柱を持つ総柱建物とこれを持たないものがある。

総柱建物は9棟である。総柱建物は6X 2間(SBl 1 86) 、4X2間(SB l 183 ·1185·1189 · 6233)、3X 2間

(SB9365 · 9367) 、 2間 X2間(SB5287入変則的な2X2間(SB9368)がある。面積は l 2. l "-'87.2 面

である 。柱間寸法は、 1. 6 ·1.7·1.8·1.9·2.0·2.1·2 .2 ·2. 3 · 2.4 · 2.5 ·2. 8 · 2 . 9 ・ 3 .0· 3. 1·

3.2mがある。

束柱の無い建物は23棟検出された。6X2間 (SB6229) 、 5X3間 (SB5293 · 6232) 、 4X3間以上

(SB6230)4 X 2間(SBl 181·5288) 、4X l 間 (SB l 182·11 92 ·11 93)、不規則な3X3間(SB9l 3 lｷ 

9151) 、3X2間以上(SB9360·9363) 、 2間 X2間(SB1 180· 9 150) 、2X l 間(SB1 191ｷ5291ｷ5296ｷ 

9364 · 9366)がある。面積は、3 .6"-'84.〇団である。柱間寸法は、0. 6 ·0.7·0.8·0.9·1.0·1.1·

1.2ｷ1.3ｷ1.4ｷ1.5ｷ1.6ｷ1. 7ｷ1.8ｷ1.9ｷ2.0ｷ2.1ｷ2.2ｷ2.3ｷ2.4ｷ2.5ｷ2.6ｷ2. 7ｷ2.8ｷ 

2 . 9 ・ 3 .0 ・ 3 .1· 3.6 · 3 .7 ・ 3.8 ・ 4 .0·4.2·4.5·4.8·4.9 · 6 .5がある。SB l 186 ·1189等建物に

廂または縁、塀が伴うものがある。柱の並びが建物と一致しないものについては、柱穴列(SA) として

登録している。

建物の分布は、ST3562のある 25 ,.....,27-57 "-'63G周辺、 SB 11 8 1 のある 36 -59G周辺、H調査区

西半38,.....,45 - 55,.....,57G に集中がある。建物は、SB1 181 ,....., 1 1 83 、 SB 11 89 ·11 85 ·11 86 の 3 時期

の重複がある。SB1 18 1 ,....., 1 1 83がほぼ同じ位置で建て替えられていることから、他の遺構につい

ても同様の変遷が考えられる。

建物長軸の方位は、A · A'群およびC・ C'群があり、A · A'群が多数を占める。N- l 7ー,.....,35ー — 
E · N-43°"-'7 1 ° -Wに収まる 。群ご との建物規模の偏りは認められない。

SA5297は長さ 0 . 5,.....,2mの溝状遺構が連なり、区画施設となる。ED3633 と ED3652 、 ED34 1 3

と ED3414等、 2基がセッ ト になるものもある。ED3614には、直径 10cmの丸太が遺存する。南西

部分が削平を受け、北面が調査区外で全容は不明だが、SP46l 1·4613が、南東コーナーとを形成

しており、南北 15.5m、東西 15.0凰面積23.25mの区画が読み取れる。また 、 27-65·66G に、

SA5297 と同様の溝状遺構が検出されておい軸線もほぼ一致するこ とから、区画施設の一部 と

みられる。溝状遺構による区画は、 3 区画以上あることが分かる。25"-'28-59"-'62Gの区画内に

は、 ST3562 · SB52l 3が位置する。

【溝 】

幅 3m以上で断面がV字状またはU字状になるものと幅3m未満で断面U字状になるものに大

別することができる。奈良 ・平安時代の溝と識別するため、前者を d類、後者を e類と呼び、上記分類

に入れることができないものを f類としてまとめる。

d類は、 SD1560·4078·8151 がある 。 SD1560 は、43·44-59"-'61Gで、N-15°-Eに領き 、

44-58Gで大きく南東に向きを変える。44,.....,47-55,...___,58G部分（登録SD2159) は、幅2m未満深

さ 50cm前後となり、e類に含まれる。SD4078 は、 29,.....,34- 50"-'62GではN-25°-Eに傾き、29

"-'3l-51Gで大きく南東に向きを変える。3 1-55Gから以南は、底面が平坦で幅広になる 。
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I 調査区土層注記
1 10YR3/3暗褐色シルト
2 盛土
3 水路撹乱
4 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 旧表土
5 2- lOcmの礫陪 SG3032Fl 
6 砂形 SG3032F2 
7 10YR2/3黒褐色微砂 吹き出し
8 10YR2/3黒褐色微砂 吹き出し
9 lOYRl.7/ 1黒色粘土質シルト 吹き出し
10 10YR2/3黒褐色シルト質微砂（土器片• 砂を含み硬くしまる ） SG3001Fl 
11 10YR4/2灰黄褐色シルト質机砂 ·lOYRl.7/1黒色粘土質シルトの互府 (7形との分／杓面に土器 ・ 炭化物を多く含む） SG3001F2 
12 上位7/罰下位81杓堆梢 SG3001Flｷ2 
13 10YR5/2灰黄褐色粘土質シ ルト （粘性強 く安定） SG3001F3 
14 10YR5/2灰黄褐色粘土質シル ト （炭化物· 砂を含み汚れている ） SG3001F4 
15 10YR2/3黒褐色粘土質シル ト （炭化物· 自然木を多く含み、粘性が強い） SG3001F5 
16 10YR5/l灰色シルト質砂 (15層と 17附の間に恩又はプロ ックを含む） SG3001F5a 
17 10YR2/l黒色粘土質シル ト （粘性強く自然木を多く含み倒壊様 泥炭層） SG3001F6 
18 10YR6/l灰色 シルト質細砂 (lOYR2/l黒色粘土質シルトを斑に含む） SG3001F6a 
19 17ｮ に 18層が巻き込むように堆積
20 10YR3/311音褐色シルト質細砂（炭化粒 · 自然木・粘質土を若干含み汚れている ）
21 10YR5/2灰黄褐色 シ ルト質微砂 （地山様で粒子細かく汚れている）
22 10YR4/l灰色シルト質細砂（炭化粒を含み汚れている）
23 10YR5/l灰色シルト質砂（粘質土を編状又は斑に含み汚れている、砂陪で粘性である）
24 10YR3/3暗褐色シル ト （腐植物を多く含みやわらかく、基本的に同ー、蓮＜堆積）
25 10YR3/3暗褐色砂質シル ト
26 10YR5/3にぷい黄褐色シル ト 質粗砂
27 10YR5/3にぶい黄褐色シル ト質細砂 （純枠層、下位に腐植物を多く含む）
28 10YR5/3にぶい黄褐色シル ト 質細砂（腐植物を多く含む）
29 10YR5/2灰黄褐色粘土質シルト（粘性が強く異臭がする、微砂・炭化粒を含みしまる）
30 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト（炭化粒 ・ 腐植物を多く含みやわらかく粘質）
31 7.5Y3/2オリ ー プ焦色シルト質微砂（流木を多く含み炭化粒を含みややしまる）
32 10YR5/ l褐灰色シルト質細砂（純枠陪、同色粘土プロ ックを微拭に含みやわらかい）
33 10YR4/ l褐灰色粘土質シルト（グライ 化する泥炭層、細流木 ・ 炭化粒を含みやわらかい）

表土

SG3001F7 
SG3001F7a 
SG3001F8 
SG3001F9 
基盤層 Ia
基盤層 I aｷ 
平安基盤層 I cｷ 

平安基盤陪 le
平安基盤陪 I c" 
基盤h可 lb
基盤附 II (SG3031覆土）
基盤層 Ill (SG3031覆土）
基盤附 W
基盤附 V

第139図 I 調査区土層断面図
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SG3001 東岸：転用硯

西岸：灯明具
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第142図 遺構実測図ーSG3001FS • 7層面一
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SK3037土層注記
1 10YR4/2灰黄褐色シルト質細砂（汚れていて礫を含む）
2 10YR4/2灰黄褐色シルト賀細砂 ( 1層より粘質）

SK3035 ・ 3036土層注記
l 10YR3/l黒褐色粘土質シル ト （礫を含み廊植物を含む）
2 2.5YR5/3黄褐色粘土質シルト（粗砂、礫砂、撹乱様）

SK3040土層注記
l 2.5Y6/2灰赤色粘土質シルト（粘土質シルト砂陪の混合土汚

れている）

SK3038 ・ 3039土層注記
1 10YR3/2馬褐色粘土質シルト
2 10YR3/2黒褐色粘土質シルト (l附より粘質）

第143図遺構実測図— I 調査区SK-

゜ 2m 

SK3230·3239·SP3231 土層注記
1 10YR3/2馬褐色シルト質微砂 （縄文土器・須恵器・炭化粒を
含み硬くしまる）

2 10YR4/6褐色シルト質微砂（酸化鉄分多く含む、 10YR2/3馬
褐色粘土質シルトを含み硬くしまる）

3 10YR3/311音褐色シルト質微砂（地山粒塊を多く含み硬くしま
る）

4 10YR3/3 11音褐色シルト質微砂（地山粒塊を多く含み硬くしま
る）

S04700·SK4726土層注記
1 10YR3/2黒褐色細砂
2 10YR3/311音褐色シルト（地山土を斑に含む）
3 10YR3/311音褐色細砂
4 10YR3/2黒褐色シルト

ST4541EK1·EL1·EL2土層注記
1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト （炭化物混入）
2 IOYR4/3にぶい黄褐色シルト（炭化物混入）
3 10YR3/2黒褐色シルト
4 5YR5/6明赤褐色シルト （微砂を少屈含む）焼土
5 5YR2/2黒褐色微砂（焼けて黒色化、炭化粒を含みしまる）

1 : 60 

第144図 遺構実測図— J 調査区下面土層断面図一
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底面の状況は、SD9370 と類似する。上面は削平されているが、本来の地形も、31-55G部分から

極端に低くなり、それに伴い溝の掘り方もこの地点を境界に変わったものと考えられる。また、

31-55G以北の断面観察によると、覆土は2時期に分けることができる。第 134図a-a'断面では

Fl ,....,_,4 と 5,-..._, 16 、 b-b'断面では Fl,....,_, 10 と 11,....,_, 17 に分かれる 。上位の最下層に当たる a -a'断面

のF4 、 b-b'断面のFlOは、黒色を帯びる堆積層で、他層とは明らかに異なる。一定の堆積期間が

あったものと理解される。29,....,_,31-51Gのコ ー ナーには、径 10,....,_,20cm大の円礫が遺物と共に集

中して検出された。そのコーナーから、 SD8151 側南西に幅50cm、深さ 15cm の溝が伸びる。

SD8151 は調査区南壁に当たり、北壁のみの検出であるが、幅は 3m以上と推定される。北壁は緩

やかに立ち上がい底面は平坦である。底面に径 10,....,_,20cm大の円礫と遺物が集中する。

e類はSD1555·2574·4096等である。掘り方・規模は、奈良・平安時代のb類に類似するが、

SD1555·2574は緩やかに蛇行する特徴を持つ。

【井戸】

礫組のSE2146が検出された。掘り方は、長軸6.40m、短軸2.40m、深さ 2.80mを測り、平面形は

楕円形を呈する。礫組の井戸側は、外形 1.20m、内径0 . 8mで、断面形は円筒形を呈する。下半は

20cm前後、上半は 10cm前後の扁平な礫が、合わせて 19段以上積まれている。掘り方上面で、円形

の土色変化を検出したが、明確な掘り方は無く、井戸に伴う柱穴は確認できない。井戸掘り方底

面から須恵器•土師器、掘り方 8 層から中世陶器(324-1)が出土している。

【土坑】

土坑ば奈良・平安時代の分類a,-....,c類に以下の内容を加えて分類を行う。各土坑については観察

表に譲る。

d類

e類

f類

基本平面形 規模cm

楕円形 100未満

方形 80,......,350 

上記の分類に入らないもの

深さ cm 壁面

30---....,50 やや急

50未満 急

その他

集中地区あり

集中地区あり

d類にはSK1528·1529 ・ 3596·6041 等がある。覆土は 1 ,...,_, 2 層で人為的埋土である 。

e類にはSK1540ｷ1 548ｷ1 91 9 ・ 3548 ・ 3945·6030·6035等がある。覆土は 1 ,...,_, 2 層で人

為的埋土である。 28,...,_,30 ー 55,...,_,5gc 、 38 ・ 37-57,...,_,59c、 39·40 ー 55Gの 3 ケ所に集中する地

区が認められる。d類の周辺にはc類の集中も認められる。SK1919から、ウマの骨（四肢骨片）が出

土した。

SK2552 は、 f類に分類される。ST1920→ST2573 • SK2552の重複関係がみられる。径 2m、深

さ 1.9m、平面形円形、断面形筒形を呈する。壁は急な立ち上がりで、一部オーバーハングする。底

面は平坦で、径0.2m以下、深さ 0.15m以下の柱穴が 4 基検出された。覆土は、人為的埋土である。

近世

近世の遺構は、溝•土坑・柱穴等である。
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ST4541 土層注記
1 10YR4/6褐色砂質シルト 噴砂
2 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト （炭化物混入） ST4541F 
3 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト（炭化物混入） EL3F2 
4 5YR2/2黒褐色微砂（焼けて黒色化、炭化粒混入、しまる） EL1F2 
5 10YR4/6褐色細砂 （炭化物混入） EP4F 
6 10YR4/6褐色細砂 SP4904F 

7 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シル ト
8 10YR4/6褐色砂質シルト （炭化物 ． 縄文土器混入）
9 7.5YR4/6褐色砂
10 10YR5/8黄褐砂
11 10YR4/4褐色砂
12 10YR4/6褐色砂

1 : 60 

ST4541F 
SK4711F 
基盤層
基盤層
基盤層
基盤層

第145図 遺構実測図— J 調査区下面平面図一
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J 謂査区土層注記
1 10YR4/6褐色砂質シルト 唄砂
2 1 0YR2/2黒褐色シルト（粗砂礫附）
3 10YR2/l黒色シル ト 斜而の堆積土
4 10YR2/l馬色シルト (5層混入）斜面の堆梢土
5 10YR6/6明黄色シルト 崩落堆積土（平安時代形成）
6 10YR3/2黒褐色シルト質微砂 (5層混入、炭化粒を微最に含み硬くしまる）
7 10YR3/2黒褐色シル ト質微砂 （炭化粒を微fil に含み硬くしまる ） 純文時代包含附
8 7.5YR4/6褐色砂
9 10YR5/8黄褐色砂
10 10YR5/6黄褐色砂
11 10YR4/4褐色砂
12 10YR4/6褐色砂

アミは噴砂

〇 4m 

1 : 100 

第146図 J 調査区上面遺構配置図
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J 調査区土層注記
I IOYR2/2黒褐色砂質シルト (4· 18陪 10%斑に混入、土止め
砲柱丸太有り ） 盛土

2 IOYR2/2黒褐色砂質シルト 予備調査トレ ンチ
3 10YR3/311音褐色砂質シルト（円礫0.5-3cm大5%混入）表土
4 IOYR3/311音褐色砂質シルト (IOYR3/4 11音褐色シルト質細砂が
東上位に流れ込み様に混入、木の根混入）崩落土

5 10YR3/3暗褐色砂質シルト (O.l-0.5cm大28陪粒10%混入）
崩落土

6 IOYR3/311音褐色砂質シルト (IO陪粒斑に5%·0.5- lOcm大円
礫10%混入） 崩落土

7 2.5Y6/6明黄褐色岩 （やわらかい塊） 崩落土
8 10YR3/4暗褐色砂質シルト (6層に類似、 6陪に比べやや茶色
味を帯ぴる ） 崩落土

9 21陪に22層 10%混入落ち込み
10 2.5Y5/6オリープ褐色粘土質砂 (1-lOcm大29層の塊5%混入）

SD覆土
11 10YR2/3黒褐色砂質シルト (IO附斑に0.5-3cm大円礫5%混

入） SD毅土
12 IOYRI.7/1黒色砂質シルト (IOYR3/2黒褐色シルト質細砂

10%· 0.5-5cm大円礫5%混入） 旧表土（平安時代）
13 23陪に22陪30%混入崩落土
14 IOYR3/411音褐色粘土質 シル ト (12陪 10%混入） 基盤漸移層
15 IOYR4/4褐色シルト質細砂 (0.5-5cm大円礫1%混入）崩落

土（平安時代遣構検出面）
16 IOYR3/4暗褐色砂質シルト (0.1-0.5cm大28層粒20%混入）

旧表土
17 10YR3/4暗褐色砂質シルト (0.5-IOcm大28陪粒5%混入）

旧表土

18 10YR3/4暗褐色砂質シルト (lOYR2/2黒褐色砂質シルト斑に
20% ·10YR4/6褐色砂質シルト・同色細砂10%混入）古瑣周
溝埋土？

19 10YR3/4暗褐色シルト質細砂 00YR2/2黒褐色砂質シルト
1cm大粒1%滉入） 古墳盛土？

20 10YR2/3黒褐色砂質シルト（一部細砂、砂混入） 旧表土
（古墳時代）

21 10YR4/3II音褐色シルト質細砂 (3cm大円礫1%混入） 旧表土
（古墳～縄文時代）

22 10YR2/2黒褐色砂質シル ト (15層が下位につれ斑に混入）
旧表土（古坑～縄文時代）

23 10YR2/3黒褐色砂質シルト (22層10%混入、粘性あり ） 旧表
土

24 10YR3/4II音褐色シルト質細砂 (20層上位に約5%混入）基盤
恩

25 10YR4/6褐色砂質シルト (0.5-5cm大円礫20%混入）基盤
層

26 2.5Y4/3 (オ リープ褐色砂質シルト・円礫・ 0.5- !0cm大平
坦な礫40%混入）基盤府

27 2.5Y5/3黄褐色砂質シルト (10YR2/2黒褐色砂質シルト 5%·
0.5-Scm大円礫10%混入）基盤層（高瀬段丘礫陪）

28 2.5Y7/6明黄褐色砂質シルト (2.5Y3/2黒褐色砂質シルト・
2.5Y6/8明黄褐色砂質シルト斑に各10%混入）基盤附
（第3紀凝灰岩）

29 2.5Y7/6明黄褐色砂質シルト （凝灰岩質28陪に比べ風化して
いるように思われる）基盤陪（段丘基層）

30 2.5Y4/4オリープ褐色砂質シル ト （粘性あり ） 基盤層
31 カク礫凝灰岩 基盤層

第147図 J 調査区基本層序
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第148図 遺構実測図ーS83077·5282 、 SA5283·5284、 SD3144• 3062-
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SP3097土層注記
10YR3/3暗褐色シルト（地山土を含む）

SP3098土層注記
10YR3/3暗褐色シルト（地山土を含む）

SP3102土層注記
10YR3/2黒褐色シルト（地山土を斑に含む）

SP3105土層注記
10YR2/2黒褐色シルト（地山土を多く含む）

SP3179土層注記
10YR4/4褐色シルトと 10YR2/3黒褐色シル ト の混合土

（地山土塊を多く含み硬くしまる ）

SP3099土層注記
10YR3/1黒褐色シルト（地山土を若干含む）

SP3103土層注記
10YR3/2黒褐色シルト

98.00m 

3~ 

98.00m 

-w'• 尺冒
97.40m yv—y' 97.40m 喜―z'

゜ 4m 

1 : 100 

SP3181·S03062土層注記
1 10YR3/311音褐色シルト（地山土を含む）
2 10YR3/2黒褐色シルト（地山土を斑に含む）
3 10YR2/2黒褐色シルト（地山土を多く含む）

S03144土層注記
I 10YR3/2黒褐色シルト 耕作土
2 10YR3/2黒褐色シルト（小礫を多く含む）床土
3 10YR2/2黒褐色粘質シルト（土器 ・ 地山粒を含む、硬い）
4 10YR2/2黒褐色粘質シルト （地山塊を多く含む）
5 10YR2/3黒褐色粘質シルト（汚れている、粘質、やわらかい）鍬痕

SP3106土層注記
10YR2/2黒褐色シルト（地山土を多く含む）

S83077土層注記
1 10YR2/2黒色シルト（単層、やわらかい）柱痕
2 10YR2/2黒色シルトと 10YR5/4にぶい黄褐色シルト（地山土）の混合土（地山

を縞状またはプロックで含み、 4層をプロックで含む）柱痕
3 10YR2/2黒色シルト （地山粒を若干含みやわらかい） Fl 
4 10YR3/2黒褐色 シル ト （地 山 をプロックで含む） Fl 
5 10YR2/2黒色シルト（地山粒を含みやわらかい） Fl 
6 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（地山を斑に含み、しまる ） F2 
7 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（地山をプロックまたは斑に多く含む） F2 
8 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 一括埋土F2
9 10YR2/2黒色粘土質シルト (10層をプロックで含む） F3 
10 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト（単層） F4 
11 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（地山土を多く含み、下/(ii に特に多い） F5 
12 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト （単陪）

第149図遺構実測図—S83077·5282 、 SD3144·3062-
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SE3076土層注記
1 10YR2/3黒褐色粘土質シルト（地山粒を若干含み硬くしまる）
2 10YR3/3暗褐色シルト質微砂（地山細砂をレンズ状に又は小プロックで多
く含み炭化粒を含む、ややしまる）人為的埋土

3 10YR3/4暗褐色粘土質シルト（地山土粘土をプロック又は粒状に若干含み
粘質、 しまる ） 人為的埋土

4 10YR2/3黒褐色粘土質シルト （地山土を小プロ ック又は縞状に含む、し ま
る）崩落土

5 10YR2/2黒褐色粘土質シルト （粘質で微砂を多く含み地山土をプロ ックで
含む、やわらかい）

6 10YR2/3黒褐色粘土質シル ト （地山粒・大礫5個混入、花コウ岩·凝灰岩他
炭化粒を全体に微拙に含みしまる）

7 10YR2/l黒色粘土質シルト（地山粒 ・ 10YR5/3にぷい黄褐色粘土質シルト
粒を多く含みやわらかい）

8 10YR2/l黒色粘土質シルト 00YR5/3にぶい黄褐色粘土質シルトをプロッ
クで含みやわらかい）

9 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (lOYR5/3にぶい黄褐色粘土質シルトをプロ
ックで若干含み単一層） 9層と 10層の分附面に砂層あり

10 10YR2/ l黒色粘土質シルト （地山粒．炭化粒を微枇に含みやわらかい）
11 10YR2/2黒褐色粘土質シルト (9 と同質で角礫を含む）
12 2.5Y6/4にぶい黄色シルト質細砂（粘土を船状に含みやわらかい）
13 7.5Y5/l灰色シルト質細砂 （同色粘土をプロ ックで含みやわらかい）
14 2.5Y5/6黄褐色シルト質細砂（汚れている、若干粘質土を縞状に含みはが

れる 、 しまる、グライ化する ）
① 10YR2/3黒褐色粘土質シルト （地山粒を含み非常に硬くしまる ）
② 10YR2/3黒褐色粘土質シルト（地山プロックを多く含み土器片を含む、硬

くしまる）
③ 10YR2/3黒褐色粘土質シルト（地山プロックを若干含み炭化粒を含む、し

まる ）
④ 10YR5/4 にぷい黄褐色シルト質細砂（細砂に 10YR2/3黒褐色粘土質シルト

〈①～③〉 をプロソク又は縞状に含む、しまる、 ⑤の粘土を小プロックで
若干含む）地山砂

⑤ 10YR5/2灰黄褐色シルト質微砂 (IOYR4/2粘土をプロックで含みやわらか
い） 地山砂

⑥ 10YR5/4にぷい黄褐色シルト （地山土）と 10YR2/3黒褐色粘土質シルトの
混合土（①を小プロック又はまだらに含み硬くしまる ）

⑦ 10YR5/4にぷい黄褐色シルト質細砂（⑧を若干まだらに含みしまる ）
⑧ 10YR2/3黒褐色粘土質シルト（地山粘土を塊又は小プロックで含みしまる）
⑨ 10YR5/3にぷい黄褐色シルト質細砂（塊で④を含みやわらかい）
⑩ 10YR2/l黒色粘土質シルト （木片を含み粘質、 単層でやわらかい、地山微

砂を塊レンズ状に含みやわらかい、旧井戸枠部）
⑪ 10YR2/l黒色粘土質シルト （粘質で地山微砂を塊レンズ状に含みやわらか

い、旧井戸枠部）
※ 1-14層井戸桜土、 ①～⑪井戸掘り方覆土
材は左壁8層上位、右堅7層中位より残存

SE3110土層注記
I 10YR3/2黒褐色耕作土
II 10YR3/2黒褐色耕作土 （小礫を多く含む）
III 10YR3/2黒褐色粘土質シルト（小礫を若干含み、硬くしまる）
1 10YR3/2黒褐色シルト （単 9習、 一括埋土、自然礫を含む、地山粒、炭化粒
を含み硬くしまる）

2 10YR3/2黒褐色シルト (1 と同質、地山小プロックを若干含む、自然礫を
含む、硬く しま る）

3 10YR3/2黒褐色シルト（地山土を斑に多く含みしまる ）
4 10YR2/l黒色粘質シルト （単層、地山微砂をプロ ックで若干含む、やわら

かい）

5 10YR2/礁褐色シルト（地山粘土をプロック又は斑に含む、 4陪を縞
状に含む）

6 10YR6/4にぶい黄橙色微砂と 2の混合土（斑に2層を含む）
7 10YR6/3にぶい黄橙色シルト 崩落土

8 10YR5/2灰黄褐色細砂 (4層を縞状に含む）
※ 1 · 2層は人為的埋土

゜ 2m 

1 : 50 

第150図遺構実測図ーSE3076 ・ 3110―
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【溝】

中世の溝と同様の分類が可能である。近世の遺物が出土したもの、またその遺構と重複するも

のを抽出した。

d類とする溝は、SD4078上位層、SD8151 上位層、SD9370である。SD4078 は、先述のとおり、覆

土が 2 時期に分かれ、その上位層にのみ近世の遺物が含まれている。SD8151 は、底面に礫が多数

出土したが、礫に混じる遺物は、中世とみられるもののみで、人為的埋土の覆土に近世の遺物が

混入する。SD9370は、西壁のみの検出で、東壁は調査区外となる。近世以降の水田および道路工

事等により削平を受けており、詳細は不明である。南壁面および平面での観察から ST9372→

SD9370 • ST9371 となる。ST9372 と SD9370の遺存状態ば悪く掘り方が浅いが、ST9371 は、深

さ 80cm遺存する。

e類には、SD1536·2200·1573·1562等がある。SD1536 と 2200 は、深さ 7mで、約30mにわ

たって検出されている。Nー 33°-E傾く。ほぼ同じ傾きを示すものにSD1573·1562、それとほ

ぼ直交するのが、SD3751 である。

f類は、多様である。SD 1511 は、土坑 2 基を取り囲むように、南北約 10m、東西約 12mの方形を

なす。東面は、SD1536 と重複をもち、SD 1511 • SD1536である。東面ほぼ中央の西壁が凹状を呈

し溝幅が狭くなっているのに対し西壁は、溝上面幅 4m と広くなる 。北西コーナーでは、柱穴が、

6 基連なる。溝内には、平面形楕円形で浅いSK8027 と円柱状に深く掘り込むSK1505がある。

SD 1511 を切 る遺構に、 SD8001 がある。東側に約 lmの開口部を持ち、口 の字型に廻る。東西 ・

南北面各々 Smを測る。南面と北面は、一段低くなる。南面の深い部分をSD8003、北面を SD8002

として 登録した。覆土は 5cm前後の円礫が多量に含まれる。 SD8001 ,......, 8003 のほぼ中央に

SK8015、やや東寄りに柱穴 8 基が位置する。東側開口部の前面に SD8025がある。SD8025 は、

SD1536の延長線上にある。SD1536 は SD 1511 と 重複し、 SD 1511 より新しいことか ら、 SD8025

も SD 1511 より新しいと推定される。

SD8001 か ら切られる遺構に、SD8012があ る。東側に約 6mの開口部を持ち、コの字型に廻る。

東西 6m、南北面 l lmを測る。基本的な構造は、SD8001 に類似する。南面と 北面は、一段低くなる。

南面の深い部分をSD801 ふ北面を SD8004 として登録した。SD8013から姿器系陶器甕(323-7)

が出土した。覆土は、 SD8001 同様円礫が多い。ほぼ中央に SK8009 が位置する。 SK8009 は、

SD8011 の延長とみられる溝に切られる。また、SD8013 は、 SD8010 に切られる。SD8010 は、北に

伸びSD 1511 に切 られる。これら溝の重複関係から、SD80 12→SD 1511 • SD8001 と理解される。

【土坑】

SK804 l·1505がある 。SK8041 は、斜面に構築され、 5cmの円礫が多量に堆積する。礫 と混在

して中世～近世の遺物が出土した。覆土中位層から、金属製の経筒蓋(349 -15)が出土した。その

状況から礫埋設（廃棄？）のために構築されたものとみられ、SK8041 周辺に、経塚があった可能性

が考えられる。土地整備の際、経塚が削平され、経筒や礫等が廃棄されたと推定される。SK1505

は、 SD 1511 のほぼ中央に位置する。断面形円筒形を呈する。SK1505から骨が出土し、人骨と動物
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骨の分析結果が出ている。 SD 1511 の中心的な遺構 と考えられる 。 SD8001 の中心 SK8015 、

SD8012の中心SK8009からは、近世の遺物は、出土していない。

【柱穴】

多数検出されている（表3)。しかし、近世の建物と認定できるまでは至っていない。

【水田 】

H調査区市道部分の調査の際、東壁断面で水田とみられる土層を確認した。ほぼ市道 と重なる

状態で 1 段下がり削平されており、安定した水平堆積を示す。X軸46グリット以東は、水田とし

て利用された時期があったことが推定される。平面的な検出は行っていない。

(3) I 調査区

調査区全体で遺構検出面は 1 面のみである。寒河江方面からの細い旧河道にあたり、標高

93.50m前後と低い。縄文時代から近現代までの河川、中世の土坑が検出された。

基本層序

I 調査区の基本層序は、次の通りである（第 138·139 図） 。

表土・耕作土 地目水田

旧表土 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト

基盤層 I a 

基盤層 I C 

基盤層IV

10YR3/3暗褐色砂質シル ト～シルト

10Y5/3 にぶい黄褐色シル ト 質細砂

10Y5/ ・褐灰色シルト質細砂

基盤層 V 10YR4/ l 褐灰色粘土質シルト

表土•旧表土は、20,..,_,30cmの堆積である。基盤層 I C と Wの間に基盤層とみられる安定層が確

認されるが、SG3001 覆土に組み込まれる堆積状況を示す。基盤層が砂質であり、 I調査区全体が、

河川と なった時期もあったものと推定される。基盤層 I aを掘り込む状態で、遺構が検出された。

SG3001 と重複する河川としてSG3071 ・ 3032があるが、トレンチ調査では、遺物は出土してい

ない。重複関係は、SG307 1 →300 1• 3032である。

縄文時代～奈良・平安時代

SG3001 が検出された。SG3001 の覆土は、 1 ,..,_, 7 層に分層される。さらに、遺物のま とまり、間

層の状況から、F l·2、 p5,..,_,7河川面が確認できる。川幅は、Fl·2で約4m、 p5,..,_,7 で約 Sm、長さ

30mに亘って検出した。

F 5 ,..,_,7 では、木材と クルミ ・トチ等の堅果類が多量に出土した。木材に規則性は認められないが、

木材を止めるように打ち込まれた杭が検出された。杭上部は、F5 上面で確認できる。F5 上面では、

須恵器・土師器の混入が認められるが、F7層では認められない。

Fl · 2ば微砂～粗砂が20cm前後に浅く堆積し、須恵器•土師器・木製品等の多量の遺物が含まれ

る（第 140·141 図）。墨書土器、転用硯、タ ール付着や黒色汚れ等の使用痕のある土器が、SG3001Fl ·

2ほぼ全域から出土する。東西岸片方への集中はない。Fl·2については、南東の水路調査部分で検

出されたSG8602まで伸びることが確認された。 SG8602でも、同様の遺物の出土状況を示す。
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第3 トレンチ断面(C-C'断面）で噴砂を検出した 。噴砂はSG3001Fl·2を切る 。

中世以降

SG3001 は埋没し、安定した基盤層に土坑が検出された 。 SK3033"-'3037 ・ 3040等である 。平

面形楕円形で、掘り方は30cm前後と浅い。土坑周辺から青磁が出土している 。

I 調査区の東•西側は、水路が整備されているが、SG3001 埋没後も、河川は流路を変えながら

I 調査区周辺を北から南に流れていたものとみられる 。

(4) J 調査区

I 調査区西側で、高瀬山遺跡に接し、高瀬山東側断層崖、地塁状の段丘面、断層崖下の低い段丘

面にあたが標高は、西側の断層崖上面で約 109m、東端では97mを測る 。遺構検出面は 2 面で、上

面で奈良・平安時代～中世、下面で縄文時代の遺構が検出された 。

基本層序

J 調査区の平坦面での基本層序は次の通りである（第 146"-'150 図） 。

表土・耕作土 地目果樹畑・荒地

中世・平安時代基盤層 10YR6/6明黄色シルト

縄文時代包含層 10YR3/2黒褐色シルト質微砂

縄文時代基盤層 7.5YR4/6褐色砂

各層の間に西側斜面からの崩落土（黒色シルト）が入り込んでいる。西側斜面は、高瀬段丘礫層

を基盤層に、表土の崩落を繰り返した斜面堆積を示す。各時代の遺構は、各基盤層上面で検出さ

れた 。 I 調査区の河川を挟んだ西側にも、各時代の生活の場が広がつていたことが分かる 。

縄文時代

竪穴建物・溝•土坑・柱穴が検出された 。

ST4541 は、床面の一部、焼土3基、柱穴を検出した 。北側の床面の遺存状態から、径6m前後の円

形の竪穴建物を推定することができる。焼土は、長 さ lm前後の小判型で、地床炉とみられる 。地

床炉と柱穴の重複関係が認められることから、建物の重複が想定されるが、明確な掘り込み等

は確認できなかった。ST4541 に切られる状態でSK4711 がある。SK471 l 床面から、深鉢(151-

1)が出土した 。SD4700が、ST4541 、 SK471 l の西側を囲むように位置する 。

奈良・平安時代

掘立柱建物・柱列・溝•井戸が検出された 。

掘立柱建物は、3X 2 間でほぼ同規模のSB3077 と SB5282がある 。柱穴平面は隅丸方形で大き

く、柱痕跡が残る 。J 調査区の 2 棟の建物方位軸は、H調査区以東とは異なり、大きく西に傾き、D'群

と分類 した（第363 図）。建物は、東西の傾斜に合わせた状態で建てられており、地形に規制されての

ことと考えられる 。井戸SE3076は、縦板横桟隅柱の構造で、水溜に曲物を用いている 。井戸部材が

遺存する北隣に、SE3076井戸枠とほぼ同規模の井戸部材を抜き取った痕跡が確認され、重複が認

められる 。溝は、 4 条検出された 。掘立柱建物とほぼ軸線が等しいSD3062、約45 ゜東に傾< SD3114 

とそれに直交する SD3090·3092である。SD3144に類似した軸線で柱列SA5283·5284がある。
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SD3144は掘り方の鋤痕が底面に残る 。H調査区ST8042で確認された鋤痕に類似する 。

中世以降

井戸 •土坑が検出された。SE3l 10 は、SE3076の堆水層まで届いており井戸と考えられる 。かわ

らけ (320-16)が出土したことから、中世の所産と判断した。20-53Gに土坑SK3228 ・ 3230 ·

3239が検出された。東側は、削平を受け不明である 。

西側斜面 1 4-59·60Gに幅0.5m、深さ l m、断面形U字形の溝が検出された。平安時代上面か

ら掘り込まれているが、遺物は確認されず時期は不明である。

噴砂

4 条の噴砂を検出した。噴砂は、縄文時代包含層を切り、SE3l l 0 に切られる 。 また、 I 調査区で

は噴砂がSG3001Fl · 2 を切ることも確認している 。 I • J 調査区の噴砂が同ーの地震に由来す

ると仮定すれば、 9 世紀末以降、 13世紀以前の間に地震の時期は限定される。

W 出土 した遺物

今回の調査では、縄文時代 ・弥生時代 ・古墳時代・奈良時代 ・平安時代・中世 ・近世の遺物が出土し

た。出土箱数は、整理箱346箱を数え、整理作業終了時には384箱に収納した。

遺物には、土器•土製品 ・ 陶器・磁器 ・木製品 ・金属製品・石器・石製品・自然遺物等がある。以下各時

代ごとに概要を記し、各遺物についての詳細は観察表に譲る。

1 縄文・弥生・古墳時代

縄文土器・弥生土器 ・土師器・石器・自然遺物が出土した。

(1)分布

B"-'G · K調査区および J 調査区下面、SG134 ・ 323 ・ 300 1 の河川 、 SD6 1 6等の溝からまとまつ

て出土した。縄文土器前期は、 J 調査区下面ST4541·SK47 1 l およびその周辺から出土した。縄

文晩期～弥生前期は、B"-'G · K調査区下面および各河川から出土した。古墳時代の土師器は、河川

から出土した。河川・溝出土資料は、流れ込みと理解される。

(2)土器

土器は、粘土に埋没していたため、遺存状態が悪い。縄文土器は浅鉢・深鉢 ・ 壺 ・ 甕、弥生土器は

壺 ・甕がある。文様・器形の分かるものは、少ない 。

J 調査区SK4545から出土した深鉢 (151 -1 ) は、狭い文様帯を沈線で区画し、山形および渦巻

文がみられる。 I 調査区と J 調査区の境界部分から、貼付文のある深鉢 (151-2)が出土してい

る。これらは、 J 調査区の遺構の年代を特定できる資料である。

I 調査区SK3037出土深鉢は、撚糸文が施されている 。 151- 1 ·2に比べ、胎土が密で重量感がある 。

深鉢の口縁部の遺存する資料で、薄いつくりの一群がある (151 -14) 。 口縁部直下まで施文され

ている 。また、口縁部が屈曲する一群がある (152 ー 3)。文様の分かる資料としては、 1 54-2は、シダ

縄文が施される。底部が無文の大型の土器になる。 1 52 - 8 は綾絡文、 152-9はレンズ状の二重文、
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152-12 は、櫛歯状文が各々入る 。底部の遺存する資料では、体部下半に沈線の区画から削り出

すつくりがある (152-4)。底部に網代痕のあるもの (151-13·153-1·153-2入底部に笹葉

の木葉痕のあるもの (152 -1 2)がある。

土師器は、鉢・甕がある。甕 153-6は、口縁部を肥厚させ、複合口縁状のつくりである。

(3)石器

石鏃・尖頭器・石箆 •石匙 •石錐・掻器・削器•石核・剥片•石斧•石剣・磨石・凹石•石皿・砥石等が出土

した 。

石鏃は、基部側に丸みのある扶り込みが入り左右対象となるもの(154-1 入基部に茎を持つ有

茎鏃(154-2 ・ 3·5 入有茎鏃の未成品とみられるもの (154-4),両側にノッチの入るアメリカ

型石鏃といわれるもの(154-6)がある。

尖頭器は基部欠損した 154-7の 1 点のみである。

石箆ば撥形で両側縁に加工をもつもの(154-1 1·12) 、ー側縁に加工をもつもの (154 -9·

1 3) がある。 154-10は未製品とみられる。

石匙は、つまみを上方にしたとき、側縁が刃部となる縦型で、幅広の形態がある (154-14·

16·19)。刃部が、つまみの反対側につく、横型は 154-18で、 154-15·17は未成品とみられる 。

石錐は、長い錐部を持ち平面形が左右対象にならないもの (154-20入素材の剥片の一端を加

工して錐部をつくり出したもの(154-22)がある。 154-21 は未製品とみられる。

石斧ば磨製石斧(158-5,.___.,9) がある。

この他頁岩を素材とするものには、両面加工で両側縁全体に加工がみられる削器 (155-4 ·

5 . · g· 10等）、片面加工で急角度の調整加工が行われている掻器(155-7·8等）、加工痕跡のある

剥片(155-2 ・ 3·6 、 156 - 6等）、石核(156 ー 3·157-9·159-1 入接合資料(159-2、 160-1·

2)がある 。

礫石器には、表面に磨痕を持つ磨石(161- 1 ,.___.,3·9·10入敲打による凹を持つ凹石(16 1-4

,.___.,9)、大型で扁平な礫で磨痕をもち器状に加工された石皿(161-11)がある 。

(4) 自然遺物

植物遺体として、多量の堅果類が出土している（表 14)。まとまった出土量を示すSG3001F7

は出土土器から縄文時代晩期以降とみられる。クルミ・トチは実の入った状態で、手は加えられ

ていない。

2 奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺物には、土器・土製品 ・金属製品・木製品・石製品・自然遺物がある 。

(1) 土器の分類

奈良 ・平安時代の土器は、約 114300点出土した（表 15) 。

土器ば須恵器•土師器・灰釉陶器がある。土師器は製作技法により、ロクロを使うものと使わな

いものがある。さらに、土師器の中で、内面または内外面に黒色処理を施したものがある。黒色処
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理された土師器は、黒色土器と呼称し分類を行う 。土器の器種には、坪類の食膳具（供膳具）直本・甕

等の煮炊具、壺・甕等の貯蔵具がある。以下、種別ごとに器種の分類（第354---....,357 図）を行い、出土

した土器についてまとめる 。

須恵器

【無台坪】坪類のなかで高台を持たないものである 。器高（身の深さ）により A と Bに分類すること

ができる 。

無台坪A 出土量が最も多く、食膳具の主体をなす器種である 。寸法と器形により、 I ,...__, III に分類

することができる 。無台坪AI は、口径 15cm前後、底径が 10cm以上の大型のものである 。 口径に

対して底径が大きく、箱型を呈す。無台坪A II は、口径 14cm前後、底径 9cm前後で、無台坪AI よ

り小型で、底径が小さく逆台形を呈する 。無台坪AIII は口径が 14cm前後で、底径が6cmのもので

ある。底部の切り離しは無台坪Al に静止糸切り (a入回転ヘラ切り (b入回転糸切り (c)がある。無

台坪AII には静止糸切りはみられず、回転ヘラ切り、回転糸切りのみである 。無台坪A田は、回転

糸切りのみとなる 。器厚は無台坪Al が最も厚く、 II から III へと薄くなる。 I ,...__, III の中でも、底部

切り離し回転ヘラ切りに比べ回転糸切りの坪が薄い 。回転糸切りの目は、無台坪A ICは荒く、無

台坪AIlleは細かい 。底径が、小型化すると回転糸切りの目は細かくなる。

無台坪B 深みのある大型のものである 。寸法は、口径 16.5cm、底径9cm、器高9cmを測い底部の

切り離しは回転ヘラ切りで、底部が厚く作られている 。出土点数は3点のみで特殊な器種である。

【有台坪】高台を持つ t不である 。坪部が無台坪とほぼ同じ寸法・形態を示す有台坪Aと身が深く有

台坪特有の造りを呈する有台坪Bに分類することができる 。

有台坪A 寸法と器形により無台坪同様に I ,...__, III に分類することができる 。有台坪AI は大型で

箱型、有台坪AII は底径がやや小さく逆台形を呈するもの、有台坪AIII は、底径が小さ＜体部が開＜

ような形態のものである 。有台坪には底部切り離しの静止糸切りはない。回転ヘラ切り (b) は、有台

坪A I,...__, III にみられる。回転糸切り (c) は、有台坪A II にみられるが有台坪AI ・皿にはみられない 。

有台坪B 寸法により大型 I 、中型 IL小型 III に分けることができる 。BI は、口径 15cm以上、器高

が7cm以上である 。B II は、口径 11 ,...__, 15cmで、器高は 6cm前後である 。B田は、口径 11cm未満で、

器高は 5cm前後である。BI ,...__, III には、回転ヘラ切りと回転糸切りの両方がみられる。

【双耳坪】有台胚に一対の扁平な把手が付くものである 。寸法から大型 I と小型 lI に分類するこ

とができる 。 I は、体部上半に凸部を有する 。 1 点のみの出土である 。鉢の可能性が残る。 II は、 t不

部の寸法が有台坪BIII に類似する 。把手部分は、丁寧にケズリ調整がおこなわれている 。

【高坪】坪に脚が付くものである 。 285 ー 3 の 1 点が出土した 。脚部のみで坪部が不明である。

【稜椀】有台坪で体部に稜を持つ 。底部の切り離しは回転ヘラ切りのみである 。有台坪BII と寸法

が似る 。出土点数は少ない 。

【皿】有台で、器高が4cm以下で低い。焼成不良品を含め4点のみの出土である 。食膳具としては、出

土点数が少ない 。

【蓋】有台坪A·Bにともなうとみられる蓋A蓋A と形態が類似しつまみの付かないものを蓋B、坪

類にともなわないものを蓋C と分類する 。
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蓋A 径 14cm前後、器高は 4cm未満である。つまみは、宝珠形のもの (a)、ボタン状のもの (b) 、リ

ング状のもの (c) がある。

蓋B 器高の高い I と低い II に分類することができる。蓋B I は、器高2.5cm以上で身が深いた

め、無台坪の可能性が残るが、蓋に似る口縁部のつくりから蓋として扱っている。出土点数は少

ない。蓋B II ば器高2.5cm以下と低く浅いっくりである 。体部ロクロナデの凹凸が明瞭で、外面

に回転糸切り痕を残す。蓋Bは転用硯に用いられる確率が高い。

蓋C 壺蓋になるもの、用途不明のものとする。小型の319-16は、平野山窯跡群第 12地点遺跡

で蓋F-11 に分類したものに類似する。

【壺】頸部の短い壺A(短頸壺）、長い壺B(長頸壺）、小型壺類のCに分類する 。

壺A 頸部が直立するもので大型のものを I 、小型のものを且に分類する。頸部が直立するもの

ば蓋がともなう。高台は確認できない。 I には口径が大きく、頸部が短く外反 し、平底のものがあ

る。器高は25cm"-'35cmで甕資料の中では、完形遺存率が高い。

壺B 寸法により I と II に分類する。破片資料のみで、全体の形態が分かる資料が無い。壺BI は、

高台が付くとみられる。広口のもの (190-8·202-11 等）も含める。頸部にリングを付す資料

(314-2)がみられる。壺BII は、器高20cm前後のの広口壺と推定され、壺G と呼ばれるものであ

る。 194-8の 1 点のみの出土である。

壺C 短頸壺、長頸壺、広口壺等多様であるが、容量に差はないとみられる。無台と有台がある。

【甕 】多様である。破片資料が多く、全体の形態が分かる資料は少ない。寸法 と形態から A"-'Cに分

類する。

甕A 口径50cmを超える大型のもので 195-9 ・ 315-1 の 2 点出土している。頸部に櫛描文が

入る。 195-9は体部下半に同心円状に割れる叩打痕が認められ、打ち壊したことが理解される。

甕B 口径35"-'50cmで底部は叩き出して丸みをもつものである。破片数は多いが、 10個体以内

に収まるとみられる。 194-5等である。

甕C 口径が l 5"-'25cmのものとする 。体部が丸みをもつもの (314 ー 3) と長胴のもの (315-2)

がある。両者とも容量は変わらないとみられる。体部上半からタタキがはいる。

【鉢】形態と寸法からA·Bに分類する。土師器鉢に類似する 。

鉢A 把手が付くもので、土師器鉢Aに類似する。

鉢B 土師器鉢Bに類似する。寸法から大型 I 、中型 IL小型 III に分類する。

【こね鉢】こ ね鉢 とみ られる底部、 l 点(211-6) の出土である 。

【横瓶】全体の形態が分かる資料はない。破片資料から、叩き出しと閉塞痕が確認できる 。

体部全体に丸みを帯びるもの (286 ー 3) と平坦面をつくり出すもの(164-4)がある。

土師器

【無台坪】坪類で高台をもたないものである。ロクロ使用か否かでA と Bに分類する。

無台坪A ロクロ土師器の無台坪である。須恵器無台坪に形態は類似する。須恵器無台坪同様、口

径・底径が大きく箱型を呈するものを I 、底径が小さく、逆台形を呈するものを II 、さらに底径が
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小さくなるものを III とする。 I の回転ヘラ切りを Ib(281 -2) と する。 I の回転糸切りは、確認

できない。 II の回転ヘラ切りを IIb(l71-9) 、 II の回転糸切りを II c(l63-8) とする。 III の回転糸

切りを III c(l97-6 ·243 -8) と する。 III の回転ヘラ切りは確認できない。

無台杯B ロクロを使用しない非ロ ク ロ土師器の無台坪である 。浅いタ イプを I (172-9)、深い

タイプを II (186-6) とする。

無台坪c ロクロを使用しない非ロクロで本来黒色処理される器形のもの(285-5·6等）とする 。

【有台坪】坪類で有台のもので、須恵器有台坪同様にA と Bに分類する。

ー 有台杯A 須恵器有台坪A と同様に、無台坪に台を付したものである。無台坪分類で箱型を呈す

る I で、底部切り離しが回転ヘラ切りの I bのみである (319-21)。

有台坪B 坪部が深くなるタイプである。寸法から大 I ・ 中 II に分けられる。 I は、底部切り離し

が回転糸切りのみで、20 1-9·10 、 3 13 -1 がある。 II は、回転ヘラ切り Ilb(l74 -5入回転糸切り

田 c(l97-9)がある 。

【皿】須恵器の皿と寸法、調整は同じである。須恵器の焼成不良とみられるが、消費地遺跡での出土

例のため、あえて土師器と分類した。須恵器の焼成不良が一定量流通するとみられる。

20 1 -1 1ｷ3 13 -10がある。

【高坪】体部に段を持ち、口縁部が強く引き出されるもので、脚が付くとみられる (280-24) 。

【蓋】 204 -8 の 1 点のみの出土である。外面に煤が付着しておい煮炊具の蓋とみられる。

【鉢】 口径が大きく、器高が30cm以下のものとした。煤付着の使用痕跡が多く、鍋と呼称される

場合もあるが、鉢 ・甕 と寸法や形態で類似するものがあるため、鉢として分類した後に改めて識

別を図りたい。

鉢A 鉢B · Cに把手の付くタイプである (177-4 ·292 -8 ・ 31 3 -7)。ロクロ土師器で、カキメ ・

ハケメ ・ ケズリ等の調整がみられる。平底になる。煤付着等の使用痕は意外に少ない。小型は認め

られない。

鉢B ロ ク ロ 土師器で、ロ ク ロナ デ・カキ メ ・ ケズリ調整がみられる。長胴甕Bの成形技法および口

縁部の形態が類似する。寸法から、大型の I (291 -2ｷ171 -6) 、中型の II (248-6)、小型の III

(166-3) に分類する ことができる 。

鉢C 頸部の括れが強く入るタイプで、短胴甕と非常に類似する。口径や器高が鉢B と類似する

ものがあり (248-6 と 182-4入鉢Bの頸部形態の 1 つと考えて分類を試みた。大型 I (182-4) 、

中型 II (172-4)、小型 III (173-1 ) に分類できる。中型 II は、小型の寸法に近いが、口径 1 5cm前

後、底径7.5cm前後が一定量みられるため分けて II を設定した。

鉢D 体部 ・ ロ縁部が直線的に開＜ものである。寸法の違いから I ,...__, III に分類したが、各々系譜は

違うものとみられる。皿は、無台坪の身が深くなるタイプで碗 と呼称されること が多いが、鉢B皿

に寸法 ・胎土が類似し、煤付着があるため鉢に分類した。一定量みられる。

【甕 】非ロクロの甕A、ロクロ平底の甕B、ロクロ丸底風の甕C、その他の甕Dに分類する。また、寸法

から長胴甕 I 、短胴甕 IL小型甕 III に分類する。
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甕A ハケメ調整が行われ、底部に木葉痕が残る。 I と田 (173 ー 3)がある 。 I は頸部に沈線があ

るもの (169-1 入頸部が短く外反するもの(168- 7)がある。

甕B ロクロナデ・カキメ・タタキ・ケズリ調整がみられる 。 I ,...._, ill がある。 m には底部切り離し糸

切り痕がみられる (199-2) 。

甕C 調整は甕B と同じであるが、底部が丸みを持つタイプである。丸底風には、口縁が直立し、短

頸壺ともいえる 195- 1 がある。小型は確認できない。

甕D 須恵器甕Bに類似するものである。須恵器の焼成不良 とみられるが、消費地に流通するこ

とから分類している 。

【壺】本来須恵器の器種とみられるが、少量出土する。須恵器の焼成不良とみられる壺A (170-2) 

とハケメ調整が施され頸部内面に煮炊の痕跡が残る壺B(206 - l l)がある 。

【双耳壺】縦耳をもつ293 ー 3 は、堅い焼きで外面平行タタキ・カキメ、内面同心円アテがみられる 。

【横瓶】293-4は須恵器の焼成不良とみられるが、消費地に流通することから、分類している 。

【甑】破片のみの出土で全体の形態は不明である 。293 -1 は孔を持つ 。

黒色土器

【無台坪】形態から身の浅いものA と身が深く碗型になる Bに分類する。

無台坪A 技法と形態から I ,...._, 皿に分類する 。 I は非ロクロで内面は黒色処理・ミガキ調整が行

われるものである。体部下半に段を有するもの(282-8入段が沈線となるもの(282-2入段を有

しないもの (282-12)がる。外面口縁部に横ナデがまわる。 II は、ロクロ使用で内面または内外

面黒色処理・ミガキがあるもの (281-9)である。皿は体部に屈曲した段が付き、金属器模倣の可

能性があるものである (282-2) 。

無台坪B 非ロクロ I とロクロ II がある。底部には、 I は木葉痕、 II は回転糸切りの切り離し痕が

残る。

【有台坪】形態から A と Bに分類する。

有台坪A 口径が大き＜体部が外反するもの (202-2)。黒色処理の行われない土師器有台坪に

も同様の形態有台坪Bがある。

有台坪B 体部がほぼ直立するもの (163-10) 。

【鉢】土師器鉢Aに類似した鉢Aと土師器鉢Dに類似する鉢Bに分類される 。

鉢A 土師器鉢A同様寸法から大型・(287-5) ・中型・ (287-4) ・小型・ (287-1) に分類される。

鉢B 体部上半に括れを持たず、直立するもの(318-1) 。

(2) 胎土

全体的に、混入物のバ リエーションはあるものの、胎土が他と明らかに異なるといえるもの

は確認されない。三条遺跡から、北西約4Kmにある平野山窯跡群で焼成された土器と肉眼観察

でも非常に類似する。三条遺跡の土師器· 須恵器は、天童市二子沢窯跡とともに、胎土分析を

行った。これまでの分析データとの比較によれば、三条遺跡の土器は、平野山窯跡群に生産地

を求めて良い結果が出されている（付編参照）。
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須恵器・土師器の胎土は、次のような混入物の特徴がある。この内容は、平野山窯跡群の土器の

胎土の特徴でもあると考えられる 。

須恵器 細砂•海綿骨針・白色粒がセットで入るものが最も多く、それに黒色粒が混入するもの

がある。海綿骨針は、極端に多いもの と 少ないものがある。黒色粒が多量に入るものがあり、粒が

大きなものについては、焼成時に、黒色吹き出しとなり器としての印象に影響を与えるほどの

ものもある。赤色粒 ・雲母が混入するものはほとんど無い。

土師器 細砂・赤色粒 ・雲母がセッ トで入るものが多い。赤色粒・雲母の混入の割合いが高い。須恵

器に比べ海綿骨針が入るものが少なくなり粗砂が混入するものが増える。

(3) 使用痕

供膳具は供膳による磨滅、煮炊具は、煮炊に よる煮こぼれや煤の付着等が上げられるが、ここ

では、三条遺跡で多量に出土した、墨付着とタ ール ・黒色汚れについてまとめる（表24 ·25) 。

転用硯 土器に、墨付着が認められ、硯として使用されたことが推定されるものである。転用硯

には無台坪•有台坪 ・双耳坪の内面と外面を使用したもの、蓋A と蓋Bの内面を使用したものがあ

る（第370図）。使用痕は、墨付着のみと墨に磨滅が伴うものに分けられる。前者は、パレッ トとし

てのみ使用、後者は、墨を擦る行為も行われたと理解される。須恵器壺Cは、墨壺の可能性が考え

られたが、墨の付着は確認できない。

灯明具 タ ールの付着したものと、タ ール外縁につく黒色汚れがみられるものについて、灯明具

の使用を推定できるものとした。黒色汚れについては、今後、検討を要す。264-2のように内面の

体部上半が汚れるもの、25 1 -1 のように全面が汚れるもの、263- 8 のように灯芯の位置が理解

できるもの等多様である。タ ールの分析を含め、使用方法の理解は、今後の課題である。

出土地点は、河川から最も 多く 80%前後である。次いで竪穴建物からの出土である。

(4) 墨書土器・刻書土器

三条遺跡からは、墨書土器437点、刻書土器69点が出土した。墨書土器は、土器に墨や漆等で書

いているものまたは描いているものとし墨付着の土器とは別としている。刻書土器は、焼成前

にヘラのようなもので土器に文字や記号が刻まれたものである。墨書土器 ・刻書土器および墨付

着の土器については、全点実測し報告書に掲載した。以下、概観のみを記す。

文字種 墨書土器87種、刻書土器 11種であ。最も出土点数が多いのは、「子」の30点で、次いで「奉」

23点、「山田」20点と続く。刻書土器は、「 x 」の 21 点が最も 多い。

字形の変化 出土点数が多いため、字形の変化を追うことができる。 「奉」 ・「荒」・「山 田 」等が良好な

資料である。

「奉」は、SG323出土資料で 「奉」 (250-1)→「奉」 (250 ー 2 ・ 3) →「奎」(250-4) 、 SG134出土資料で

「奉」→ 「奉」 (210-3) ・「奉」 (212-4) の変化がある 。「奎」は、冠の宍が省略され、「奉」ば脚の幸が省

略されている。省略された冠と脚がさらに、「本」 (25 1 -1·2他）、 「今」 (271-6他）に変化したと考

えられる。墨書された250- 1 は、達筆な「奉」が小さな文字で底部①（第370図）に文字が書かれて

いる。字形が変化し た 250 ー 2,...__,4 ば底部中央に大きく太く書かれている。250 -1,...__,5 と「本」が書
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かれた 25 1 -1· 2 は、土器分類無台坪Allb に属し、土器の形態変化と必ずしも呼応していない 。

2 1 4 - 2 · 3等「今」の冠が達筆なものがある点、字形の変化が時期差のある遺構SG 1 34 · 323の両

方でみられる点等問題が残る。

出土位置 墨書土器は、河川が最も多く全体の90% を超える。刻書土器も、河川出土が65% を超

える。当地域の出土状況を良く示した資料と言える（水戸 1 998)。河川は、SG323→SG134の関係

を示すが、出土する文字の内容にも特徴が良く示されている（第75,...__,g3 図）。河川以外の出土地点

も、 ST2575 · SD6l 7 · SE23等、特定の遺構にまとまりがあるこ とが分かる（第369 図） 。

器種 墨書土器・刻書土器ともに、須恵器無台坪が最も多い。墨書は、須恵器有台坪、須恵器蓋の順

となる 。集落内で使われる土器の種類に規制されるとみられ、須恵器を主体 とする三条遺跡の時

代性による 。土師器は「子」にまとまりがみられるが、時期が下ることにより 書かれる文字 との理

解も可能である。

部位 第370図をもとに分類した。坪類底部が圧倒的である。底部での位置にはばらっきがある

ものの、⑤の中央にまとまりがみられる。刻書土器についても同様である。

残存値 破片で出土したものについては、接合後の数値を集計したため、集計結果にばらっきが

生じている。完形品に近いもの（完形・一部欠損）は、全体の 10%程度である 。残存値は、出土状況と

ともに、土器の最後の姿を読み取れる情報の一つである。集計の方法に検討を要す。

打ち欠き 復元された土器で、特徴的な割れ方を理解できるものがある。第370図に模式的に示

す。①土器を片手に持ち、体部を反時計まわりに打ち欠いたもの (2 1 2-6 · 218 -1 0入②土器を

片手に持ち、体部を時計まわりに打ち欠いたもの (237 - 2入③体部を約 1 /2打ち欠いた後、底部を

中央から 2 割にしているもの (225-2入④中央から 2 割にしているもの (254 - 4·255-1 入⑤

不規則に細かく壊れているもの (245- 1)等が確認された。① ・ ②については、接合資料を基に

理解可能となり、213 - 5のような資料についても、① ・ ②の体部打ち欠きが行われたと推定でき

る。集計では、確実に打ち欠きと理解できる資料についてのみ集計している。その結果、墨書土器

の約 3 割が打ち欠きされている。しかし、墨書土器以外の土器にも同様の遺存状態を示すものが

みられる (305-8)。打ち欠きが墨書・刻書土器にとどまらず、土器そのものの廃棄行為の可能性

があい他資料の検討が必要である。

使用痕 墨書土器・刻書土器は、約半数が磨滅している。容器 としての使用痕に限定はできない

ものの、墨書 ・刻書土器は使用された土器が多量に含まれるこ とが分かる 。ー方で、未使用と判断

可能な、土器の見込みに磨滅等がみられないものも定量ある。また、墨書土器 ・刻書土器が転用硯・

灯明具として利用されているものも認められる 。

以上、墨書土器と刻書土器の各様相は、類似する。今後の課題としては、土器分類の中での動き

や、文字種ごとの分析といったミクロな分析と遺跡全体の出土資料の中での位置付けが必要で

ある。時期的な変遷や遺物組成のなかでの評価である。河川からは、多量な墨書土器とともに、当

遺跡に特徴的な鉢類をはじめ、墨書されていない土器が多量に出土しており（第65·66図）、その

土器群の中での墨書土器の位置付が必要である 。
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(5)土製品（表 13)

土製品には、土錘·フイゴ羽ロ・不明土製品等がある 。土錘 (293- 15"'-'1 9) は、長さ 40"'-'58mm 、

重さ 6 "'-'10. 6gである 。胎土が、土師器に類似することから、奈良・平安時代の遺物と推定される 。

羽口は、河川SG134 ・ 323 およびH調査区の東側からの出土である（第387 図） 。破損した、小破片

資料である 。中世以降の可能性がある 。293 - 4は、内外面 ロ ク ロナデ調整で、9個以上の孔と窓状

のスリッ ト が入る胎土は、 ロ ク ロ 使用の土師器に類似する 。

(6)木製品（表 10)

木製品には 、木簡・櫛・容器（曲物）•形代・付け木•田下駄 ・杭・建築部材 •井戸部材 ・不明木製品等で

ある 。不明木製品は、板状 ・棒状・加工材に分類 している 。 ほとんどが、河川 からの出土で、他に井

戸・柱穴等がある 。木簡332 -1 は、上下の端部が欠損している 。「五月田主大伴部廣ヵ」の文字が解

読されている 。墨痕は確認できないが、 332-2"'-'4 も木簡と考えられる 。

(7)金属製品（表 12)

金属製品には、刀子 ・不明金属製品等がある 。奈良 ・平安時代遺構以外から出土したものは、中世

以降として扱った 。

(8)石製品（表 11 )

石製品には、石錘・砥石・柱礎石（付着物あり）がある 。金属製品 同様、奈良 ・平安時代遺構以外か

ら出土したものは、中世以降と して扱った 。352 ー 3 は、側面が面取りされた丁寧なつくりである 。

352-4は紐を巻き付ける溝がめぐる 。 352 ー 3 · 4については用途は不明である 。

＼，，ヽ‘‘

黒ぬり：溝 ．畦畔 ・河川

第359図 奈良・平安時代の区画 (S=1 : 3,000) 地籍図（明治21 年）
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3 中世

中世の遺物は、かわらけ・輸入磁器・国産陶器・木製品・金属製品・石製品がある。

(1)遺物の分布

E·G·K·H調査区のほぼ全域、J調査区東半から出土する。特に、H調査区東側に集中が認めら

れも遺構では、SD 1560·4078、 ST1920にまとまりが認められる 。

(2)かわらけ（表 8)

かわらけは、破片数276点の出土で、ロクロ成形と手づくね成形である。ロクロ成形は、320-

23の 1 個体のみ確認されている。手づくねの320-6 と共伴する。ロクロ成形の胎土は、細砂が多

＜混入し乾燥した手触りであるが、手づくねは緻密で湿り気がある。寸法は、口径 10cm前後、器

高2 . 5cm未満の小型ものと、口径 13cm前後で器高が2.5cm前後の大型のものがある。器厚は、

5mm前後に収まる。手づくねは、体部内外面および見込みにナデが施される。320-29 は、体部に

右まわりの 2 段ナデが施され、口縁部が削って三角形につくり出したような形態である。色調

ば外面白灰色であるが、内［が燻し状の黒色である。320-30は、体部に右まわりの 1 段ナデが
施されな見込みには、粗い デ痕が残る。体部のナデ境界部分の段差が大きい。320-29に比べ、

胎土の砂質感が強く、器厚が厚いっくりである。小型の320 -6 と 大型の320-28は、浅黄橙色で

赤褐色粒が混入する胎土である。小さな段差のある体部 l 段ナデや、底部に指頭痕が認められる

点等、成形技法にも共通点が多い。320-6 と 28 は、大型 ・小型の典型的なセットと理解される。

(3)輸入磁器（表 8)

輸入磁器は、白磁・青白磁・青磁・青花がある。器種は、白磁が碗・皿・壺・小壺、青白磁が梅瓶・合子

蓋、青磁が碗・盤・蓋、青花が碗・皿である。輸入磁器は、全体的に磨滅が著しい。329-2·329-28·

329-30等、被熱しているものがある。輸入磁器は、時期的なまとまりとして、玉縁口縁の白磁碗

(329-1·2入鏑蓮弁文を持つ青磁碗(329-12·13他）・盤(329-28,......,32 9 入無文で体部からロ

縁部が外反する青磁碗(329 -26·27)、コバルトで文様が描かれた青花碗・皿(330-1·2) に分

けることができる。同安窯出土の青磁は確認できない。

(4)陶器（表 8)

陶器は、瀬戸美濃・珠洲・須恵器系陶器・姿器系陶器がある。瀬戸美濃は、天目茶碗 3 個体のみで、

他の器種は確認できない。珠洲・須恵器系陶器・姿器系陶器には各々壺・甕・擢鉢の器種がある 。珠

洲壺・甕は、24個体、破片数66、擢鉢は、 10個体、破片数 13である。珠洲に類似した須恵器系陶器に

は、323-4·5がある。姿器系陶器甕323-6·7は、新潟県笹神狼沢窯の製品と考えられる。323-

7は、二重格子と菊花の押印を持つ 。323 - 6 は、色調灰色で細砂が多く混入する胎土が、323-7 と

一致する。擢鉢323-8,......,10 も、胎土が類似するが、笹神狼沢窯とは特定できない。その他の荒器

系陶器は、壺・甕 19個体、破片数95点、擢鉢 19個体、破片数36である。擢鉢326 - 1 は、卸目 として

刻画草花文があり磨滅している。究器系陶器個体数が壺・甕と擢鉢両方で、須恵器系陶器を凌ぐ。
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(5)木製品（表 10)

木製品は、鞘・箸・形代・板状木製品・棒状木製品 ・加工材がある 。SD566からの出土が多い。347-

6 は、片側面を加工して刃状の形態を示すことから刀子の形代と考えられる。木製品容器は、出土

していない。

(6)金属製品（表 12)

金属製品には、仏像・刀子・釘・鉄鏃・小札・容器・古銭・鉄てい・不明金属製品等が出土している 。不

明金属製品は、形状で分類した。仏像348-4 は、菩薩立像銅像である。磨滅しているが上半身裸

形、髪を結い上げ髯、正面に三角形の宝冠を確認できる。右手を上げ左手は指を開いて下げ、足先

には爪が認められない。靴装着の場合、天部像となる。目鼻だちがはっきりとして大きなつくり

で体の横幅がある 。蛍光X線分析によると、材質は銅が非常に多く、他にPb·As·Fe·Si · Ca·K·

Tiが少量含まれるが、亜鉛は検出されていない 。刀子348 ー 3 は、鞘348 -1 に納められた状態で出

土した。刀子柄には、止め具用の穴があり、木製柄348-2が装着されていた。仏像とともに、経塚

埋納の可能性が考えられる。

(7)石製品（表 11)

石製品には、石鉢・砥石・硯がある。石鉢352-5は、竪穴建物ST1920からの出土で、内面磨滅し

ている。中世の砥石と確認できたものはJ疑灰岩の中砥355 - 4· 仄硯を転用した中砥355-13の

2 点のみである 。硯は、グリッド出土のため時期の特定はできない資料である 。355 - 9 は、陸が細

くつくり出されており良品である 。

4 近世

近世の遺物は、陶器・磁器・金属製品・木製品がある 。

(1)遺物の分布（第386図）

グリッドX軸75以西のほぼ全域、およびF調査区東端から出土する 。特に、H調査区東側に集中

が認められる 。遺構では、SD1511ｷ1 166にまとまりが認められる 。中世の分布状況に一部重なる 。

(2)陶器（表 9)

陶器には、肥前系・志野・瀬戸美濃・大堀相馬・不明がある。肥前系は、碗・皿・鉢・甕・擢鉢等、志野は

鉢等、瀬戸美濃は擢鉢、大掘相馬は碗•仏飯器等、不明は擢鉢・鉢•土瓶・火鉢等の器種がある 。

(3)磁器（表 9)

陶器には、肥前系・瀬戸美濃・不明がある。肥前系は、碗・皿・水滴•仏飯器・香炉•徳利等、瀬戸美濃

は碗、不明は碗・皿の器種がある 。

(4)金属製品（表 12)

金属製品は、容器・古銭等がある 。蓋349-15 は、外面に二重の沈線があり、つまみは細いっくり

の良品である 。形状から経筒の蓋の可能性が高い。SK8041 出土で近世の遺物と共伴する。寛永通

宝351 -1 9が l 枚出土した 。
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(5)木製品（表 10)

木製品は、杭・板状木製品等がある。SD l 166ｷSKl 106等、近世の水田に伴う遺構からの出土で、

水管理を目的とした施設の部材とみられる。

V まとめ

1 各時代の様相

今回の調査では、縄文時代 ・奈良時代 ・平安時代・中世・近世の遺構と遺物、弥生時代 ・古墳時代の

遺物が出土 し た。

縄文時代・弥生時代（第356図）

縄文時代の遺構は、調査区西端のI·J調査区と、東端F調査区で検出された 。

断層崖下の低い段丘面に当たる J調査区では、掘り方は確認できないが、焼土の広がりを持つ、

竪穴建物ST4547が検出された。隣接する土坑から、沈線で区画した文様帯に山形および渦巻文

を持つ深鉢が出土しておい縄文時代前期末の年代観が考えられる。ほぼ同時期に、高台の高瀬

山遺跡では環状集落が営まれている。

J調査区から 1 段下がる I調査区は、寒河江方面からの細い旧河道の地形であるが、河川が縄文時

代まで遡ることが確認された。SG3001F7では、砂層が落ち込み須恵器のもぐり込みが認められる

部分を除き、粘土層がパックした状態にあり奈良 ・平安時代のF l,......, 5 層とは異なる 。 自然木が多量

に堆積し、杭が打ち込まれている。クルミ ・ト チ等の堅果類が多量に出土し、河川の流れが堰止めら

れた状態にある 。F7からは、文様等の確認できない縄文土器細片が出土している 。SG3001Fl·2層

から、 152 -6、 152-15·18等の深鉢が、破片であるがまとまった点数出土している。これらの遺

物を下位層の巻き上げと判断すると、F7層は、縄文時代晩期～弥生時代と考えられる 。

東側B,......,G ·K調査区の縄文・弥生時代の遺構検出面は、奈良 ・平安時代の安定した検出面から約

50cm下位にある 。灰～褐色の粘土～粘土質シルトが基盤層で、遺構の掘り込みがある所は、基盤

層が若干砂質となる。明瞭な掘り込みの認められる遺構は、SX I56周辺78,......,82-58-62Gのみ

である 。ま とまった土器や焼土等、生活を示す痕跡は確認できない 。 SX163から綾絡文をもつ甕

(152-5)、その周辺からは、結節縄文施文の壺(152-8)が出土しており、縄文時代晩期の所産と

考えられる。また、奈良 ・平安時代の溝 (SD6l 6等）から、弥生時代の所産とみられる口唇部に沈線

を持つ甕(152-14)や広口の甕(152-16)が出土している 。

縄文・弥生時代の三条遺跡では、高瀬山に隣接する断層崖下の低い段丘面で、縄文時代前期末

の限られた期間に生活が営まれている。その後、縄文時代後期中葉になると、三条遺跡から北東

に約300m離れた石田遺跡が急速に発展し、拠点的な集落となる。三条遺跡では、縄文時代晩期、

弥生時代前期に、石田遺跡の南縁として、人々が行動していたことが推測される 。落ち込み、ピッ

トが多数残る ことから、林のような環境が想定される 。
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古墳時代

遺構は、検出されていない。奈良・平安時代の遺構に流れ込んだ状態で、古墳時代の土師器が少

数出土している。

高瀬山には、寒河江市指定史跡の高瀬山古墳がある。また、三条遺跡の今回の調査区に接する

高瀬山遺跡 l 期 6区では、円墳 3 期、方形周溝墓 l 基が検出された。時期は、古墳時代前期末から

中期と考えられている。高瀬山遺跡 l 期6区に立っと、内陸盆地南半を一望することができる。三

条遺跡は、その真下に位置することになるが、今回の調査では、古墳時代に関係する遺構は確認で

きなかった。流れ込みとみられる、古墳時代の遺物は、複合口縁を簡略化してつくり出しているこ

とから、古墳時代前期末の所産とみられる。高瀬山遺跡の古墳と時期が一致する 。

奈良・平安時代（第356 図）

奈良・平安時代の三条遺跡の空間は、居住域・生産域・居住域を取り囲む河川の 3 つに分けるこ

とができる。

居住域は、竪穴建物・掘立柱建物・溝•土坑•井戸等で構成される。奈良・平安時代の遺構は、砂礫

堆の広い微高地にあたるH調査区の中央部分を除き、SG134·323の西側ほぼ全面に分布する。

溝は、SD616 の 45゜領＜もの 、 SD617 の 30゜東に傾くもの、SD19などのほぼ真北を向くものに

大別でぎ居住域の区画の在り方も 3 時期以上あったものと推定される。溝の切り合いから、30°

の領きから 45゜の傾きに変化したことが分かる。また、SG134·323が南半で真北に北半で30°,......,

45゜東に傾き流れていることから、河川の流路と 集落の軸線や区画の在り方は、深く関わってい

たと理解される。

遺物は、各遺構から出土しているが、河川からの出土量がもっとも多い。遺跡から出土した土器

については先に器種分類を行ったが、無台坪の出土量が多く、器形の変化が読み取りやすいこと

が分かる。無台坪が一定量出土し、一括資料として扱うことができる竪穴建物の資料を集成した

のが第368図である。須恵器無台坪 I·Il·Ill の資料が各々まとまりをみせる。須恵器無台坪 I b 

のまとまりを示すST365·27の資料は平野山窯跡群第 12地点のA群・ B群（財団法人山形県埋蔵

文化センター 1998) に類似する。須恵器無台坪 II bのまとまりを示すST76の資料は、富山 2 遺跡

の遠投窯水瓶出土竪穴建物ST38出土土器群（財団法人山形県埋蔵文化財センター 1996) に類似

する。無台坪 II Cのまとまりを示すST582·2575bは仁寿年間の木簡が出土した今塚遺跡SD355

の出土資料（財団法人山形県埋蔵文化財センター 1994) に類似する。無台坪 Ill Cのまとまりを示

すST1558 ・ 369 は大江町藤田窯跡出土資料（阿部2001) に類似する。ST365·27の資料が出土す

る時期を I a期、ST76の資料が出土する時期を I b期、T582·2575bの資料が出土する時期を II

期ST1558 ・ 369の資料が出土する時期を III 期と呼称する。上記の類似例から、」見雙邑旦嬰戻忠

缶二半、旦週也＄直害茎 I連肛巳旦雙已包置、應雙竺g嬰起後生二杢と考えられる。富山2遺跡
ST39出土遺物 （財団法人山形県埋蔵文化財センター 1996) と 類似する 資料も 出土しており、9世

紀前半の遺物の抽出は今後の課題である。

竪穴建物について出土遺物から、 Ia·Ib·II·III期に分類したのが第358図である。各時期の
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分布にまとまりがみられる。 II 期に建物件数が増加することが分かる。各時期の建物を、面積ご

とにまとめたのが第361 図である 。 30rrl を超える大型の建物は、 I a期と II ,......, IIl 期にみられる 。建

物が出現する I a期と建物が増加する II 期に画期があると理解される。また、 I a期では、大型で

周溝・柱穴が伴うが、柱穴・周溝のある建物は、 II 期段階には消滅する。20rrl以下の小型の建物は、

I b期以降に登場し、 IIl期に入ると竪穴建物の平面形が長方形となる。掘立柱建物との関係を理

解して、変遷・画期については考察が必要であるが、重複の激しい掘立柱建物については、再考の

余地を残すため、集落の具体的な変遷については今後の課題 としたい 。

河川は、SG134 ・ 323·516 ・ 3001·8062を登録したが、SG516 は、SG323の南部分、SG8062 は、

SG3001 の東部分と理解した。また、流路をほぼ同じとする SG134 と SG323 は、覆土の状況から

SG323• SG134の関係が理解されるため、 2 条の河川とした。明治2 1 年の地籍図（第 5 図）による

と高瀬山の北縁を巻いて流れてきた河川が、SG3001 と 重なり、その分流が、今回の調査区の南

を東流し、SG134·323 に到達していることが分かる。耕地整理前の段階まで、SG134·323·

3001 は存在しており、また、SG3001 がSG134·323の上流に位置していたことが分かる。河川

ぱ奈良・平安時代の居住域を取り囲むように流れていたことが推定される。SG3001F 1·2 か

ら出土する遺物は、 I a期,......, IIl 期まで混在する 。ー方、SG323 は、 I a,...._, I b期が主体を占め、 II 期の

遺物が若千混入する。また、SG134 は、 IIl 期が主体で、 II 期が混入する状況にある。SG323から 「大

伴」の文字が記された本簡(332-1)が出土した。「大伴」は淳和天皇の緯大半を避けるため弘仁 14

年(823) に「伴」に改められる。遊佐町大坪遺跡から「伴」の本簡が出土し、年代の上限が823年とさ

れている（財団法人山形県埋蔵文化センター 1995)。本簡は、 9 世紀前葉は下らないと考えられる。

水田は、SG134の覆土砂が覆うような状態で検出された。水田の時期はSG323以降で、SG134 と

ほぼ同時期と理解される。狭い面積の検出のため情報は限られているものの、居住域東側に生産

域の水田が確認され、集落基盤の一つが解明されたことは大きな成果といえる。水田には、人間

と動物（牛？）の足跡が残されていた。平安時代の三条の地名から、三条遺跡周辺の条里制の研究

ば既に進められている（大宮 1994・山口 1999)。今回検出された水田の畦畔部分の軸は、明治21

年の地籍図から読み取れる水田の軸線とほぼ一致している。また、奈良・平安時代の溝SD616や

それに直行する溝の軸線が、明治段階の水路・道路と重なる部分があることが分かった（第359

図）。三条遺跡は、地形が多様であり、地形に規制された、区画が設置されている可能性がある。今

回の調査では、道路や水路を基にして推定された条里制の研究成果を、裏付ける資料が得られた

と言える。高瀬山遺跡では、広大な面積の調査が行われ、奈良・平安時代の区画溝が明らかにされ

ている。これらの区画溝と条里制の関係の解明が待たれる。

高瀬山の東に広がな奈良・平安時代の集落は、旦埋甚竺邁註辻坦見し、 9典包杢二且直彗五辺圭ヱ

営まれ姿を消す。河川に多量の墨書土器が捨てられる 空間は、居住域前面で水田耕作が盛んに展
,..___― —夕

開された土地でもある。

中世

H調査区に、竪穴建物・掘立柱建物・溝•土坑で構成された生活の場がある。奈良・平安時代、近世
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との重複が激しく、各遺構の年代観および掘立柱建物の認識には再考の余地がある 。

H調査区における溝の区画は、最低 2 時期の変遷が考えられる 。 まず、SDI 558 による区画であ

る 。 SD1558区画内は、さらに SD1554によって区画されている 。 SD1558 は、 SD2553 と重複して

おり、SD2553→ 1558の関係を示す。SD2553による区画が存在すれば、区画される空間は 3 時期

の変遷となる 。 しかし、SD2553の北側を閉じる溝が検出されておらず、SD1558南面を共通の区

画施設と考え、SD1558 と SD2558による区画は、同時期のものと理解したい 。 この区画に伴う建

物として STl 920·2573·9372を上げることができる 。

さらに後出するものとしてSD4078に区画される空間である 。SD4078は、覆土の観察から 2 時

期以上が想定される。上位の覆土には、近世の遺物が伴うため、近世まで改修されながら機能し

たとみられる 。下位の覆土には、 13·14世紀の所産とみられるかわらけ・姿器系陶器・珠洲・青磁が

出土している 。 14世紀以降から近世の年代観が考えられる 。 SD4078は、検出された部分を明治

21年の地籍図に重ねると、SD4078の北面には短冊形の地割があたる 。短冊形部分の現況は、やや

窪んでおり表面観察が可能な状態である。SD4078による区画は、南北 120m、東西70mを測る。市

道部分では、 14世紀代の瀬戸天目が出土した ST9372 より新しいことから、SD4078下面の年代

観は、やはり 14世紀以降になる 。 この区画に伴う建物として 38,.....,45-5 l ,.....,55G周辺の大型の掘

立柱建物が上げられる 。

東側B,.....,G·K調査区では、溝と井戸が検出された 。H調査区とは様相が異なり 、中世の遺構が希

薄となる 。今回の調査では検出できなかったが、水田等の生産域の可能性がある 。 SD566から金

属製品仏像弥勒菩薩立像・鞘付刀子が出土した 。仏像は、 12世紀末,....., 13世紀前半の所産で、関東の

出土例から、刀子と合わせて、経塚埋納の可能性がある 。

遺物は、①玉縁口縁の白磁碗、②鏑蓮弁文青磁碗、③口縁部外反の無文青磁碗、④青花碗・皿の時

期に大きく分けることができる。鏑蓮弁文青磁碗に共伴するかわらけ、在地産と考えられる姿器

系陶器、珠洲は一定量あるものの、他の時期は少量の出土である。遺構の変遷との対応は、①経塚

が造営された時期→②SD1558区画→③～④SD4078区画と考えられる 。

近世

近世の遺物が出土した遺構を、中世の遺構から抽出している 。建物の軸が中世と近世はほぼ同じ

とみられ、建物の軸線で分類することができない 。そのため、近世の遺構が中世に分類されている

可能性がある 。

近世の遺構は、H調査区中央、広い微高地（砂礫堆）に集中する 。 また、調査区東半では、近世の水田

が検出された 。

H調査区中央に、溝が取り囲む遺構が検出された 。 3 時期の重複がある 。形態的には、SD8004

• SD8001 • SD 1511 を想定したが遺構間の切り合いから SD8004→SD 1511 • SD8001 を確認

した 。 SD 1511 から 17世紀の肥前瓶が出土しており、それを前後する年代観が考えられる。

SD 1511 の中央にある SK1505から骨（分析結果人骨？）が出土しておい埋納を目的とした遺構

の可能性がある 。 当地には、現在寒河江市七日町の祐林寺跡地との伝承がある 。伝承の根拠とな
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る文献資料は現在のところない。三条遺跡周辺の土地所有権は、農地改革以前、祐林寺にあり、現

住職の北條氏は、当初祐林寺は三条遺跡周辺にあったものと考えられている。また、北條氏は、天

文三年に作図（天正四年写すの記あり）された寒河江城図に、最初の移転地とみられる沼川付近

に「祐林寺坂」の地名があることを根拠に、 16世紀には祐林寺が沼川付近に移転された と 考えて

いる。今回の調査で検出された SD 1511 が構築された 17世紀には、祐林寺は三条遺跡には無いこ

とになる 。昭和56年撮影の高瀬山東斜面の写真からもわかる ように、H調査区北西部分に墓地が

ある。祐林寺本堂は、今回の調査区北側に存在する可能性がある。文献での確認が待たれる。

近世の水田は、市道部分から東に広がる。今回の調査では、SG 134以東、調査前の地目が水田の範

囲でのみ平面検出を行った。B·E ·G·K調査区部分は、畑地造成の際に削平を受けたとみられる。

奈良 ・平安時代に始められた三条遺跡周辺の水田耕作は、近世を経て現代まで引き継がれている。

2 遺跡の変遷

三条遺跡は、縄文時代前期は高瀬山遺跡の、後 ・晩期は石田遺跡の縁辺部として位置付けられ

る。その後、古墳時代になると高瀬山には古墳が造営され、三条遺跡は、古墳から見下ろされるこ

とになる 。この時期 、三条遺跡では生活の様子は伺えない。

奈良時代8世紀中葉から急に集落が姿を現し、 10世紀初まで継続され突然姿を消す。それは、北

西に展開する高瀬山遺跡 ・平野山窯跡群の継続期間に等しく、地域が計画的に発展し、地域全体

に関係する理由で衰退したことが考えられる。その中で三条遺跡は、稲作が盛んに行われた水田

に面して位置し、墨書土器 ・刻書土器が多量に出土する特色を有する。墨書土器が多量に出土す

る状況は、周辺の遺跡にはみられず、現在のところ三条遺跡に限られている 。墨書には、「田主」や

「山田」等、田に関連する文字も含まれているが、稲作と 墨書土器の関連については、課題である 。

10世紀後半,..,_, 12世紀中は空白となる。 12世紀後半古墳の周辺に経塚が造営される。三条遺跡

でも関連する遺物が出土しておい経塚造営と関係した空間であったことが考えられる。

1 3世紀に入り溝に区画された屋敷が営まれる。その後、区画施設の溝は規模を拡大し、近世ま

で機能したと考えられる。祐林寺跡の伝承が残るが、それを裏付ける遺物は出土していない。区

画内には、大規模な建物 ・溝が廻る土抗が検出されている 。所属時期 ・性格については検討を要す

るが、中世以降、継続して使われた空間であったことがわかる。

明治21年地籍図（第5図）には、高瀬山と 三条遺跡の間の堰西側に道路が確認できる。中近世の

区画SD4078ぱ西面で深く、溝の東側に土塁の存在を想定できる。SD4078 は、西の街道を意識し

て造られた可能性が考えられる。

三条遺跡の西には、縄文時代の環状集落、古墳、西から東に流れる河川、経塚、地籍図に残る街

道、そして高瀬山がある。三条遺跡に住む人々は、古＜から常に西を意識して生活していたこと

が伺える。これは、三条遺跡各時代の人々の動線を考える上で、重要な視点と言える。

以上、遺跡の変遷を簡単にまとめたが、三条遺跡の情報引き 出しは、始まったばかりである 。
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